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第１章 序論 

 

ヒトの脳には，語や形態素の記憶の集合であるメンタルレキシコン（mental lexicon）

が存在すると想定されている。メンタルレキシコンの構造は，語彙処理のプロセスを

検討する実験によって解明されてきた（Seidenberg & McClelland, 1989; Grainger & 

Jacobs, 1996; Levelt, Roelofs, & Meyer, 1999 など）。語彙の習得はこの脳内にあるメンタ

ルレキシコンを構築することであるとも言える。そうであれば，２言語併用話者であ

るバイリンガル（bilingual）には，母語（L1）のメンタルレキシコンの他に，第２言語

（L2）を学習することで，もう１つのメンタルレキシコンを構築することになろう。

バイリンガルが語を見たり聞いたりするときに，それをどのように知覚しているのか，

またバイリンガルの２つのメンタルレキシコンがどのように活性化するのか，といっ

た語彙処理の過程を検討することで，バイリンガルの脳内のメンタルレキシコンの構

造を解明するとともに，語彙をいかに効率よく習得できるかといった知見も得られる

であろう。 

これまでのバイリンガルの語彙処理研究では，言語間同形同義語（cognates）や言語

間同形異義語（interlingual homographs）を用いて，英語，オランダ語，フランス語な

どのアルファベット表記を用いるバイリンガルを中心に検討されてきた（Dijkstra, 

Grainger, & van Heuven, 1999; Dijkstra, Timmermans & Schriefers, 2000; Peeters, Dijkstra, & 

Grainger, 2013 など）。こうした実証的研究成果を基に，語彙処理過程における両言語

の語彙情報の活性化を説明するバイリンガル相互活性化モデル（Bilingual interactive 

activation model, BIA: Dijkstra & van Heuven, 1998）とその改善版のバイリンガル相互活

性化プラス（Bilingual interactive activation plus, BIA+: Dijkstra & van Heuven, 2002）モデ

ルや，語彙表象（lexical representation）と概念表象（conceptual representation）の連結
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を描いた改定階層モデル（revised hierarchical model: Kroll & Stewart, 1994）などのモデ

ルが提案され，アルファベット表記を用いる欧米諸語のバイリンガルのメンタルレキ

シコンが解明されつつある。 

一方，日本語と中国語は異なる語族に属するが，同じ表意文字である漢字を使用し

ている。そうであれば，中日バイリンガル1は，アルファベット言語のバイリンガルと

類似したメンタルレキシコンの構造や結合関係を有しているのであろうか。本研究は，

日本語と中国語における表記と意味が同じ語彙，いわゆる日中同形同義語に焦点を当

てて検討し，中日バイリンガルの語彙処理メカニズムを明らかにする。さらに，中国

語を母語とする日本語学習者（以下，中国人日本語学習者）による日中同形同義語の

語彙習得過程を検証し，中国人日本語学習者の漢字語学習に有効な学習法を提案する

ことを目的とする。 

 本章では，まず言語間で表記が同じである日本語と中国語における漢字語に関する

研究を概観し，本研究の課題を示す。次に，本研究で使用した脳波計測，視線計測お

よびテスト調査の研究手法について説明する。 

 

1.1 漢字語に関する研究 

1.1.1 漢字語の処理研究 

日本語では，語彙全体に占める漢字２つから構成される２字漢字語の割合が非常に

高い。Yokosawa & Umeda（1988）は，51,962 の見出し語からなる国語辞典の内，２字

漢字語の割合は，約 70％であると計算した。一方，中国語と日本語で対応があり，日

中言語間で書字が共通した語（いわゆる日中同形語）について，陳（2002a）は，『中

国語と対応する漢語』（文化庁, 1978），『日本語教育基本語彙七種対照表』（国立国語研

 
1 本研究における中日バイリンガルとは，L1 中国語を獲得後に L2 日本語を学習する成

人バイリンガルである。L2 日本語の能力は L1 中国語ほどではないが，日本語能力試験

１級（新試験では N1）を有しており，日本の大学または大学院に在籍し，日本語で課程

教育を受けている超上級の中国人日本語学習者である。 
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究所, 1982），『日本語教育のための基本語彙調査』（国立国語研究所, 1984）および『日

本語能力試験出題基準』（国際交流基金, 1994，以下，『旧試験』）から 4,353 語2を抽出

して調べた結果，71.9％になるとした。 

このように日中両言語で漢字表記が共通するので，中国語を母語とする日本語学習

者は迅速に漢字を処理できるという実験結果が報告されている（玉岡, 1994, 1997, 

2000; 大和・玉岡, 2009 など）。玉岡（1997, 実験 1）は語彙性判断課題（lexical decision 

task）3を用いて，カナダの大学に在籍し，同じカリキュラムで同じ期間日本語を学習

した中国語を母語とする日本語学習者 10 人および英語を母語とする日本語学習者 17

人を対象に，日本語漢字語の処理実験を行った。その結果，中国語を母語とする日本

語学習者の視覚呈示から正誤判断までの反応時間（reaction time）が 982 ミリ秒で，正

答率が 71.3％であったのに対し，英語を母語とする日本語学習者の反応時間は 1,808

ミリ秒で，中国人より約２倍長く近くかかり，正答率も低く，63.7％しかなかった。つ

まり，中国語を母語とする日本語学習者のほうが英語を母語とする日本語学習者より，

漢字語の処理が 826 ミリ秒速く，7.6％正確であった。日本語と中国語の漢字の高い共

通性（文化庁, 2011; 陳, 2002a; 菱沼, 1983）で予測された通り，視覚呈示課題での漢字

語処理においては，中国語を母語とする日本語学習者は有利であることが分かる。 

さらに，玉岡（2000, 実験 1）は，オーストラリアの大学に在籍する中国語を母語と

する日本語学習者 15 人および英語を母語とする日本語学習者 13 人を対象に語を視覚

呈示してから発音までの命名潜時（naming latency）を測る命名課題（naming task）4を

用いて，２字漢字語の音韻処理について実験を行っている。２つのグループの被験者

は同じカリキュラムで同じ期間だけ日本語を学習している。２字漢字語を命名する際，

 
2 陳（2002a）は，総計 4600 語の２字漢字語を抽出したが，247 語が中国語の辞書に載っ

ていないため，調査対象から除外した。 
3 語彙性判断課題とは，画面に呈示された文字列が，ターゲット言語の語として存在す

るかどうかを被験者に判断させる実験手法である。 
4 命名課題とは，画面に呈示された語を被験者に発音させる課題である。 
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中国語を母語とする日本語学習者（反応時間は，M = 1,027 ms, SD = 188 ms; 正答率は

87.6%）のほうが，英語を母語とする日本語学習者（反応時間は，M = 1,635 ms, SD = 

555 ms; 正答率は 53.9%）よりも，反応時間で 608 ミリ秒短く，正答率も 33.7％高かっ

た。したがって，中国語を母語とする日本語学習者は，漢字語の書字的処理（玉岡, 1997）

ばかりではなく，音韻的処理（玉岡, 2000）においても有利であることが検証された。 

さらに，単語レベルのみならず，L1 中国語と L2 日本語との漢字の高い共通性が，

L2 日本語のテキストのオンライン読みにも影響していることが報告されている。大

和・玉岡（2011）は中国人日本語学習者のオンライン読み処理の過程を検討するため

に，中国大陸出身の日本語学習者 51 名を対象に，漢字表記語を多く含むテキストと片

仮名表記語を多く含むテキストの２種類を用いて，固定窓の自己制御読み 5（fixed-

window self-paced reading）課題を行った。結果，片仮名表記語を多く含むテキストと

比べて，漢字表記語を多く含むテキストの処理では，個々の漢字語読みの迅速さの面

でも，テキスト全体の読み時間の推移の面でも，中国人日本語学習者は語彙力と関係

なく，日本語母語話者と極めて類似していることが分かった。これは，中国人日本語

学習者は，L1 中国語の漢字知識によって，個々の日本語の漢字語を効率よく理解でき

るだけではなく，その知識が日本語のテキスト全体の読解にも貢献していることが示

されている。 

 

1.1.2 日中同形語に関する研究 

中国人日本語学習者は，中国語の漢字知識を活用して，非漢字圏の日本語学習者よ

りも，日本語の漢字語を迅速かつ正確に処理できる。しかし，日本語と中国語におけ

 
5 大和・玉岡（2011）によると，「固定窓の自己制御読み課題」とは，モニターの中央に

１語ずつ呈示された語を，被験者が自分のペースで読んだ後，スペースキーを押すと同

時に前の語が消え，次の語が現れる。この作業を続けて進めると，１つのテキストを読

むことができる。ある語が呈示されてからスペースキーを押すまでの時間は反応時間と

して測定する。 
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る意味的あるいは統語的な用法が異なる場合には，むしろ誤りを起こしやすくなる傾

向が見られる（陳, 2002b, 2003a; 加藤, 2005; 張, 2008; 河住, 2005; 小森・玉岡・近藤, 

2008; 小森・玉岡, 2010 など）。 

 

1.1.2.1 日中同形語の意味分類 

これまで，日中同形語の意味に焦点を置いた対照研究や誤用研究，さらに習得研究

も盛んに行われてきた（文化庁, 1978; 張, 1987; 陳, 2003a, b; 加藤, 2005; 小森・玉岡, 

2010 など）。文化庁（1978）は，『外国学生用日本語教科書（初級・中級）』（早稲田大

学語学研究所編），『Modern Japanese for University Students Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』（国際基督教大学

編），『標準日本語読本（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ）』（長沼直兄編），計 10 冊の日本語教科書か

ら約 2,000 語の漢語を抽出し，書字が対応する中国語を，表 1-1 で示したように，意

味の相違に基づいて４種類に分類した。 

 

表 1-1. 文化庁（1978）の意味分類 

 

 

その結果，S 語が最も多く，全体の３分の２を占めていた。一方，O 語と D 語の数

は少なく，これらの２種類を合わせても 10 分の１にも達していなかった。また，張

（1987）は，吉林省人民出版社の 1982 年４月初版である『漢日辞典』および岩波書店

分類 意味 語例 割合

S(Same)
日中両国語における意味が同じが，また
は，極めて近いもの

椅子  2/3

O(Overlap)
日中両国語における意味が一部重なって
はいるが，両者の間にずれのあるもの

緊張

D(Different)
日中両国語における意味が著しく異なる
もの

丈夫

N(Nothing)
日本語の漢語と同じ漢字語が中国語に存
在しないもの

映画 1/4

合わせて

1/10
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の 1980 年の第２版補訂版の『広辞苑』から，約 11,000 語の日中同形語をぬきだした。

そして，文化庁（1978）に従って，日本語と中国語を対照して分類し，『中日漢語対比

辞典』を作成した。 

さらに，陳（2002a）6は台湾の中国語も分類に含んで，和語や漢語などの語種にこだ

わらず，漢字２字で構成される 4,353 語を，意味の観点から，文化庁の基準に沿って

「同義（S: Same）」「部分重複（O: Overlap）」「異義（D: Different）」「欠落（N: Nothing）」

という４種類に分けた。その結果，日本語と中国語では，「同義」となる語が最も多く，

55.1％も占めていた。次に多かったのは「欠落」で 28.1％になる。そして「部分重複」

と「異義」はそれぞれ 13.3％と 3.5％であった。さらに，「部分重複」では日本語と中

国語の対応関係の在り方により，図 1-1 に示したように３つに下位分類される（三浦, 

1984; 上野・魯, 1995）。第１に，中国語にない意味が日本語に含まれる同形類義語で

ある。第２に，日本語にない意味が中国語にある同形類義語である。第３に，日中両

言語で意味が重複するが，それぞれ独自の意味もある同形同義語である。 

 

 

図 1-1. 日中同形類義語の下位分類 

 

 
6 本研究は台湾の中国語を研究対象としていないため，ここでは陳（2002a）の台湾につ

いての結果を省略する。 
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これまで述べてきた日中同形語の研究は，意味の相違に焦点を当てた対照研究であ

る。しかし，意味の違いが，すぐに学習者の誤りを誘発するかどうかは別の問題であ

る。言い換えると，日本語の漢字語の学習において，意味の違いが難易度の基準にな

るとは限らない。そこで，日中同形語の意味的分類による難易度についてのテストや

実験の手法を使った習得研究（陳, 2003a; 加藤, 2005; 小森・玉岡・近藤, 2008; 小森・

玉岡, 2010 など）から検討されなくてはならない。 

 

1.1.2.2 日中同形語の習得研究 

陳（2003a）は，台湾の大学で中国語を母語とする日本語学習者を対象に，同形同義

語（S），類義語（O），異義語（D）および欠落語7（N）について，日本語の漢字語の

適切な翻訳を選ぶ四者択一のテストを用いて難易度を調査した。その結果，同義語が

最も習得しやすく，異義語が困難であることが分かったという。また，中国語には意

味が存在しない，つまり２つの漢字の組み合わせが存在しない欠落語（N）には，構成

された個々の漢字からその語の意味が推測できる語が含まれているため，正答率が高

かった。さらに，類義語については，四者択一の課題を用いて，日中同形類義語の３

つの下位分類の難易度を明確にすることができなかった。最後に，陳（2003a）は，異

義語の正答率が最も低かったが，質問項目のうち，既習の語の正答率が高かったのに

対し，未習の語の得点が低かったと述べている。つまり，日中同形異義語については，

既習であれば難しくないことが分かった。 

また，同形語の習得における母語からの転移について検討するために，加藤（2005）

は 57 名の豪州在住の中国人日本語学習者および 45 名の英語を母語とする日本語学習

者を対象に調査を行った。加藤（2005）の調査では，単文に漢字語を入れて，下線を

 
7 陳（2002a）は N 語（Nothing）を「欠落語」と訳している。一方，陳（2003a）では，

N 語が「脱落語」または「欠落語」と呼ばれている。本研究では，「欠落語」に統一す

る。 
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引き，その漢字語が日本語として正しいかどうかを判断させた。さらに，正しくない

と判断した場合は，訂正するよう要求した。調査項目を分類するに当たって，文化庁

（1978）の基準に沿って，同形同義語（S），同形類義語（O），同形異義語（D），およ

び欠落語（N）の４種類に分けたうえ，N 語をさらに，中国語の知識で意味の推測が困

難な語を N1，推測しやすい語を N2 とした。また，O 語に対して，中国語の意味範囲

が広いものを「日＜中」，日本語の意味範囲が広いものを「日＞中」とした。加藤（2005）

は中国語母語話者，英語母語話者を対象にして比較検討した点で興味深い。調査の結

果は，S 語において使用頻度8が低い語（調査での使用例は「政府」）の場合，中国人学

習者の平均は英語母語話者より有意に高いことから，中国人学習者は未知語を母語の

L1 の知識で推測できることが示唆されると述べられている。そして，N1 語について，

中国人学習者と英語母語話者の得点には差が見られなかったが，N2 語は S 語と同様

に，使用頻度の低い未知語（調査での使用例は「乱暴」）の得点においては中国人学習

者と英語母語話者に差が見られたので，母語の L1 から正の転移が起こっていること

が分かるという。また，日本語では正しく使用されている D 語については，中国人学

習者の平均が英語母語話者と変わらないため，L1 中国語による負の転移が生じなかっ

たようである。一方，中国語の意味で作成された文の判断においては，中国人学習者

の平均が英語母語話者より有意に低いことから，母語からの負の転移が生じたと考え

られる。なお，中国人日本語学習者の上級ではほとんど負の転移が見られず，既習語

であれば難しくないことが示された。O 語に対しては上級学習者も習得していない場

合があり，英語母語話者にとっても同様に難しいことが分かった。また，O 語は多義

 
8 加藤（2005）は，「『雑誌』『数学』『鉛筆』の３語は教室での導入時期が早く，使用頻度

も高いと考えられる…中略…，『政府』に関しては使用頻度が他の３語に比べて低い」と

記述している。しかし，加藤（2005）には，これらの語の「使用頻度」が，どの頻度情報

に準じていたのかについては明記されていない。 
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語であるため，L1 の語とその L2 対応語との結びつきが強固な場合，他の用法の習得

が難しくなる可能性もあると述べられている。 

ここで概観した陳（2003a）と加藤（2005）では，S 語，O 語，D 語，N 語の４種類

の習得難易度について，テスト調査を用いて検討した結果，日本語と中国語における

意味が同じまたは極めて類似する S 語（日中同形同義語）が最も習得しやすいことが

確認できた。なお，これらの２つの研究は，オフラインの手法で日中同形語の習得を

検討している。また，S 語はどういったプロセスで処理されているのかを示した研究

は，玉岡・宮岡・松下（2002）がある。玉岡ら（2002）は中日バイリンガルを対象に，

①S 語，②N 語，③中国語にはあるが日本語にはない漢字語（中国語固有語，例：「老

板（和訳：ボス）」），④日本語にも中国語にも存在しない無意味語（例：「空追」），の

４種類の刺激語を用いて，モニターに呈示された単語が日本語であるかどうかという

日本語の語彙性判断課題を行った（実験３）。①S 語と②N 語は肯定反応であり，③中

国語固有語と④無意味語は否定反応になる。実験の結果，S 語は N 語よりも迅速に判

断できた。これは，中国語の知識は S 語の理解に促進的に影響を与えていると判断で

きる。しかし一方で，無意味語の判断は中国語固有語よりも迅速かつ正確であったこ

とから，中国語の知識を否定するには，超上級の日本語学習者である中日バイリンガ

ルにとっても難しいことが示唆された。 

 

1.1.3 本研究の課題 

第１言語を獲得してから目標言語の第２言語を習得するには，第１言語からの影響

を避け難い（Ellis, 1985）。その影響がどの程度働いているかは言語間の距離（言語の

類似性）によると言われている。言語間の距離が近ければ近いほど，つまり２言語間

の類似性が高いほど習得しやすいとされている。以上に概観してきたように，中国語

と日本語は漢字という書字表記が共通している。中国で用いられる簡体字は日本で用
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いられる漢字と微妙に違い，バリエーションがあるものの，多くの語が共用されてい

る（菱沼, 1983）。中国人日本語学習者は母語の漢字知識を有効に利用して，日本語の

漢字語彙を処理するに有利である（玉岡, 1994, 1997, 2000 など）。さらに，表記や語彙

の高い共通性により大きな恩恵を受け，それにより漢字が多く含まれるテキストがよ

り効率的に処理できる報告も見られる（大和・玉岡, 2011, 2013）。とりわけ，日本語と

中国語では，漢字表記を共有するだけではなく，言語間で意味まで同じ語，いわゆる

日中同形同義語は最も習得されやすく（陳, 2003a; 加藤, 2005 など），中日バイリンガ

ルが迅速かつ正確に理解できる（玉岡・宮岡・松下，2002）と報告されている。中日

バイリンガルは，中国語の知識を活用して日中同形同義語の理解を促進することがで

きると予測される。しかし，L1 の中国語がどの程度，L2 の日本語の漢字語の処理過

程に影響するか，日中同形同義語が中日バイリンガルのメンタルレキシコンではどの

ように記憶されているのかはまだ明らかではない。 

また，日本語は欧米言語のように単数・複数，文法的性など多様な統語特性を持っ

ていないが，「する」をつけて動詞化したり，「的」をつけて形容（動）詞化したりす

ることができる。しかし，中国語にはこのような特性がない。中日バイリンガルもし

くは中国人日本語学習者は，母語の漢字知識で目標言語である日本語の漢字語の意味

を正しく推測できるとしても，運用となると，句や文レベルで使用することになる。

そのようなとき，品詞，共起，形態的屈折（活用）などの語彙的統語情報の知識が必

要となる。漢字の使用が共通することにより，語彙の面において言語距離が近いにも

かかわらず，語彙的統語特性の面では言語距離が遠いと考えられる。中日バイリンガ

ルは，日中同形同義語が日本語の文で使用されるときに，中国語の語彙的統語情報に

も影響されるのかについてはまだ解明されていない。 

最後に，前述したように，日本語の漢字語を句や文で使用されるときに，「する」や

「な」などの接尾辞をつけて，動詞や形容詞として使われる。たとえば，日本語では，
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日中同形同義語の「努力」に「する」をつけて「努力する人」として使用できるが，

中国語では動詞の代わりに形容詞として使われる。このように，中国語では語形変化

がないという点で日本語と異なるだけではなく，品詞の使用にもズレが生じている場

合がある。日本語と中国語が表記が同じで意味にズレがある場合は，中国語から負の

転移が生じることが判明している（加藤, 2005; 玉岡・宮岡・松下, 2002 など）だけで

なく，こうした語彙的統語特性のズレ，とりわけ品詞上のズレを持つ日中同形同義語

の習得が困難であると報告されている（石・王, 1983; 張, 2008 など）。しかし，中国人

日本語学習者は，こうした日中同形同義語をどのように習得しているのか，その習得

にどういった知識が影響しているのかについては，まだ検討の余地がある。 

そこで，本研究は以上の問題を解決するために，日中同形同義語に焦点をあて，中

級から超上級の中国人日本語学習者を対象に，語彙の認知処理実験およびテスト調査

を行い，中国語を母語とする日本語学習者のメンタルレキシコンの構築過程を解明す

る。 

 具体的には，以下の３つの課題を設ける。 

 研究課題１：日中同形同義の漢語名詞の処理過程における L1 中国語と L2 日本語の

影響関係を検証する。 

研究課題２：日中同形同義の漢語動詞に関する L1 中国語の語彙的統語情報が L2 日

本語の文の認知処理にどう関与しているかを明らかにする。 

研究課題３：日中両言語における品詞の対応関係に基づいて，集合論の観点から分

けた５つのタイプの日中同形同義語の品詞の習得状況およびその習得に影響する諸要

因を解明する。 
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1.2 研究方法 

 以上の３つの研究課題を達成するために，本研究では，まず，第２章において，実

証研究の基礎となる刺激材料の語彙特性を統制できるように，日本語と中国語の語彙

諸特性を含む２字漢字語のデータベースを構築する。次に，第３章と第４章では，脳

波（Electroencephalography: EEG）計および視線計測（Eye tracking）装置の２種類の実

験装置を用いて，中日バイリンガルによる L2 日本語の語彙処理過程における L1 中国

語の語彙情報および統語情報の影響を解明する。そして，中日バイリンガルの日本語

の語彙処理メカニズムを明らかにしたうえで，さらに第５章で，中上級の日本語学習

者の日中同形同義語の習得状況を，四者択一のテスト調査を用いて検討する。最後に，

第６章の終章では，中日バイリンガルおよび中上級の日本語学習者の結果をまとめて

考察し，中国人日本語学習者向けの教育現場に有効な学習法・指導法を提案する。次

節では，各章で使用した実験手法について概観する。 

 

1.2.1 脳波計測 

 言語が脳内でどのように処理しているかを検討するための手法として，脳から生じ

た電気活動を計測する EEG が比較的早くから用いられてきた（木下, 2011）。この手法

は，維持費が低く，適用可能な実験参加者（年齢）の幅が広い。加えて実験自由度が

高いという３つのメリットを持っている（開, 2016）。また，被験者にある特定の事象

（実験刺激など）を与えることで発生する電気活動の変化を計測するものは，事象関

連電位（Event-Related Potentials: ERP）と呼ばれている。松本（2016, p97）によると，

ERP とは，「試行ごとに得られた脳波波形を加算平均することによって波形を得る。加

算回数が増えるにつれて，ランダムに発生するノイズは相殺されて消え，全試行にお

いて現れる振動（deflections）が残る。これが ERP である」。ERP を用いることで，感

覚・知覚・認知処理を反映する脳活動変化を記録して検討することができるようにな

る（Luck, 2005）。とりわけ，視覚呈示による語彙処理研究では，N/P150, N250, P325 と

N400 の成分が注目される（Grainger & Holcomb, 2009; Timmer, 2013などの概観がある）。

N（Negative）は陰性，P（Positive）は陽性の極性を意味する。N または P の後に付く

数字は，その成分が見られる潜時（latency）を表すことが多い（松本, 2016）。たとえ
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ば，N400 は，刺激が呈示されてから 400 ミリ秒近辺にピークを迎える陰性の極性を持

つ成分であり，言語処理研究で最も広く報告されている成分の一つであると言えよう。

N400 は刺激が持つ意味的な逸脱によって惹起される。たとえば，N400 を発見した

Kutas & Hillyard（1980）によると，図 1-2 に描かれたように，「He spread the warm bread 

with socks」を被験者に呈示すると，最後の意味的に逸脱した単語「socks」を処理する

と，N400 が観察された。また，文の一部としての単語の意味的逸脱だけではなく，語

彙使用頻度（van Petten, & Kutas, 1990 など）や反復プライミング（Kiyonaga, Grainger, 

Midgley, & Holcomb, 2007 など）によって N400 の振幅が変化することが報告されてい

る。 

 

 

図 1-2. Kutas & Hillyard (1980) Fig. 1. (A) 

  

また，前述したように， N400 の他に，語彙処理研究では N/P150, N250, P325 も挙

げられている。N/P150 は，書字的特徴レベル（lower level visual feature processes）の処

理に敏感であるとされている。たとえば，先行呈示された語とターゲット語とのフォ

ントの異同が N/P150 に影響を与えることが報告されている（Chauncey, Holcomb, & 

Grainger, 2008）。N250 は 110 ミリ秒から生じた陰性の方向に偏移するもので，250 ミ

リ秒前後にピークを迎える成分である。プライミングとターゲットの書字的オーバー

ラップ（Holcomb & Grainger, 2006）および音韻的オーバーラップ（Grainger, Kiyonaga, 

& Holcomb, 2006）に敏感であるとの報告から，N250 は単語の下位レベルの書字およ



19 

 

び音韻的表象から単語の書字的表象にマッピングするときに生じる可能性があるとさ

れている（Grainger & Holcomb, 2009）。また，P325 は，単語の書字的表象および音韻

的表象の処理において生じるものである（Grainger & Holcomb, 2009）。 

 なお，以上に概観した成分は，いずれもモノリンガルの言語処理に見られたもので

ある。バイリンガルの語彙処理研究，とりわけ，言語間同形同義語（同根語）の処理

をめぐって ERP を用いた研究は，Midgley, Holcomb, & Grainger,（2011）および Peeters, 

Dijkstra, & Grainger,（2013）が挙げられる。 

Midgley et al.（2011）は英語を母語とするフランス語の超上級の学習者（英仏バイリ

ンガル）を対象に，英仏同根語と非同根語を用いて，L1 英語と L2 フランス語の GO/NO-

GO 課題9を遂行時の ERP を測定した。同根語のうち，半分は言語間で書字が完全に一

致するものであり，残りの半分は言語間で書字が類似するものであった。実験の結果， 

L1 英語の処理においても，L2 フランス語の処理においても，同根語によって惹起さ

れた N400 の振幅は非同根語のそれよりも小さかった（smaller N400 amplitude）。した

がって，同根語の処理においては，書字から意味へのマッピングが促進されたと示唆

されたという。また，言語間で書字が完全に一致する同根語はバイリンガルの脳内で

どのように記憶されているかを明らかにするために，Peeters, Dijkstra, & Grainger,（2013）

は，完全一致の語の２言語における使用頻度を操作して，フランス語を母語とする英

語の超上級学習者（仏英バイリンガル）を対象に，ERP を使用した L2 英語の語彙性

判断課題を実施した。その結果，L2 英語または L1 フランス語の頻度が高いほど，N400

の振幅が小さくなっている。つまり，使用頻度が両言語で完全に一致する同根語の語

彙性判断を促進したことが分かる。さらに，L2 英語の頻度は低いが L1 フランス語の

頻度が高い場合に惹起された N400 よりも，L2 英語の頻度は高いが L1 フランス語の

頻度が低い語によって生じた N400 の振幅のほうが小さかった。つまり，L1 フランス

語の使用頻度が高くても，L2 英語の頻度が低ければ，処理負荷が高いことが分かった。

L2 の語彙処理課題では，L2 英語の使用頻度がより強く影響することがうかがえる。 

 
9 Midgley et al. (2011) は，呈示された語が動物の名前である場合，ボタンを押す（GO 反

応），動物の名前ではない場合，反応しない（NO-GO 反応）という GO/NO-GO 課題を使

用した。 
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 以上に概観した ERP を用いた視覚呈示による語彙処理研究では，N/P150, N250, P325

および N400 が指標とされてきたが，バイリンガルのメンタルレキシコン，とりわけ

同根語の処理メカニズムを明らかにすることを意図した研究では，書字から意味への

マッピングにおける処理負荷を反映する N400 をめぐって検討されてきた。本研究の

第３章でも同様に，語彙処理遂行中の中日バイリンガルの脳活動変化を記録し，N400

に注目して検討することにより，日中同根語の処理メカニズムを解明する。 

 

1.2.2 視線計測 

 視線計測は，実験刺激が呈示されてから反応に至るまでの処理プロセスを測定する

ことができる点では ERP と同じである。一方，文の一部の処理を観測したい場合，ERP

では文を単語や句ごとに呈示しなくてはならないのに対し，視線計測を使うと，日本

語の文をそのままパソコンの画面に呈示して，被験者に読んでもらうことができ，さ

らに日本語の文をいくつかの句に分けて詳細に検討することができる。本研究の第４

章では，視線計測装置を用いた実験を行った。日本語と中国語の言語間で同形となる

漢語動詞が，日本語の文の一部として処理されるときに，L1 中国語の統語情報が関与

するかどうかを明らかにするために，文全体を被験者に呈示して，日常生活で文を読

むときに生じた読み返しも測定できる視線計測装置を使って検討するほうが，第３章

で使用した ERP より，厳密に文処理のプロセスを観測して，検討できると思われる。 

杉浦・山下（2011, pp.160-161）によると，「言語研究において視線計測装置を使用し

て視線データを分析する場合，単語や句など研究対象とする領域を設定し，その領域

で生じた注視の時間と頻度を測定することになるが，領域内で複数回の注視が起きる

場合があるし，逆行が起きる場合もあるので，そうした条件の組み合わせでいくつも

の測定値が考えられる」。そのうち，「領域内でおきた最初の注視の計測時間（単語の

場合に重視される）」の初回注視継続時間（first fixation duration），「領域に入ってから

出るまでの注視継続時間」の凝視継続時間（gaze duration; first pass reading time），「領

域内での注視時間の合計（逆行時の注視時間も含む）」の総注視時間（total fixation time）

などの尺度が意味のあるデータとみなされていると述べられている。 
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前述した初回注視継続時間は，語を単位とする語彙処理研究の分野では重要な測定

尺度である。しかし，本研究で注目する L2 日本語の文における述部の領域には，漢語

動詞のみではなく，サ変動詞の「する」または「される」も含まれている。一つの語

に加えて他に情報が含まれる領域については，複数の注視が必要とされる可能性があ

る（Roberts & Siyanova-Chanturia, 2013）。述部全体の処理を考察するには，初回注視継

続時間を指標とするのは不適切であると考えられる。そのため，本研究では，初期段

階の処理の指標として，凝視継続時間（本研究では，「初回読み時間」と呼ぶ）を分析

する。また，後期段階の処理として，「再読時間（re-reading time）」という尺度を使用

する。再読時間は領域内の初回読み時間を除いたすべての注視時間の合計であり，意

味・統語情報の統合や再解析を反映する尺度であると言われている。とりわけ，再読

時間は被験者が文を処理するときに何らかの問題に遭遇し，読み返すことが必要とな

り，その読み返しにかかった時間を示すという（Roberts & Siyanova-Chanturia, 2013）。

さらに，初期段階の語彙アクセスおよび意味・統語処理のプロセスを含んだ全体の処

理の分析には，「総注視時間（total fixation time）」を指標として使用する。それぞれの

指標の計算の仕方を図 1-3 に示した。 

 

 

図 1-3. 本研究で使用する視線計測の指標 

注：灰色の丸は被験者の注視を示す。丸が大きければ大きいほど，注視時間が長いこ

とを意味する。また，丸の上に書いてある番号および矢印は被験者の注視の軌跡を表

す。「１」は最初の注視，「２」は２番目の注視であり，合わせて 11 個の注視点があっ

たことが分かる。 
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以上にまとめたように，本研究の第４章では，L2 日本語の漢語動詞で作られた文の

処理においては，L1 中国語の動詞の統語情報がどのように関与しているかを検討する

ために，視線計測を加えた日本語の文正誤判断課題を行う。 

 

1.2.3 テスト調査 

脳波計測および視線計測といったオンラインの実験手法を用いることで，中日バイ

リンガルの L2 日本語の処理プロセスにおける L1 中国語が及ぼす影響を明らかにする

ことができる。ただし，これら２種類の実験で得られた知見を，さらに日本語教育現

場に有用な情報を提供するにあたって，日本語を勉強している中国人日本語学習者の

習得状況を把握することが必要である。早川・玉岡（2015）によると，日本語学習者

の習得過程では，「学習目標の言語知識の向上にともなって段階的に発達していく項

目もあれば，母語の知識を援用させ，目標言語の知識量や学習時間とは関係なく，容

易に一定の習熟度に達する言語項目もあると思われる」。とりわけ，「科学」「方言」の

ような日中言語間で表記・意味が同じ漢字語は，非漢字圏の日本語学習者にとって容

易に理解できないと推測されるのに対し，日本語を勉強したことのない中国語母語話

者であっても，母語の中国語の知識を援用して正しく理解できると思われる。中国人

日本語学習者による「科学」「方言」などの日中同形同義語の習得は，果たして母語知

識だけで正しく身につけられるか，それとも文法知識のように，日本語の知識として

学習すべきであろうか。「教師や研究者にとって，学習者の母語の知識や第２言語その

ものが持つ習得の難しさの諸要因を区別することは，言語の理解のメカニズムを解明

する上で，非常に重要である。特に，第２言語習得研究の目的が現場での教授・学習

への提言にあると考えれば，このような知見の蓄積は，効果的なカリキュラムを組む

上での基本情報となろう」（早川・玉岡, 2015）。 

よって，本研究では，中国人日本語学習者の日中同形同義語の習得状況およびその

習得に影響する諸要因を明らかにするために，テスト調査を実施する。なお，テスト

調査は，学習者の語彙力（たとえば，大和・玉岡・茅本, 2016）や聴解力（たとえば，

早川・魏・初・玉岡, 2016）を測定する際によく使用される「客観テスト」と，学習者

の会話能力を評価するときによく採用される「主観テスト」の２種類が挙げられる。
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「客観テスト」は一度に多数のデータが収集でき，評価が安定し信頼性は得やすい（早

川, 2015, pp.56-57）ので，日本語能力試験や英語の TOEIC などのような言語能力を評

価するテストに多用されている。そこで，本研究の第５章では，「客観テスト」の四者

択一のテストを作成し，中国国内の大学に日本語専攻生として在学している学生を対

象にテスト調査を行う。 
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第２章 ２字漢字語のデータベースの作成 

 

2.1 研究目的 

心理言語学の認知処理実験や第２言語習得分野でのテスト調査などの実験研究で

は，研究対象としたい語彙特性を検討するにあたり，研究対象の要因以外の諸要因が

影響することが考えられる。そのため，実験材料または調査対象語については，研究

対象でない諸要因を統制して，研究対象の要因のみが観察できるようにしなくてはな

らない。たとえば，第１章でまとめた同形語の意味に関する習得研究では，調査対象

となる中国人日本語学習者にとってまだ学習していない語彙が入っているといった場

合である。この場合，L1 中国語の知識にだけ依存して判断することが考えられる。そ

のため，L1 中国語の知識による転移が生じたという結果が得られるのは当然であろ

う。また，実験材料の語彙特性を統制した研究でも，実験に必要とする少数の語につ

いて調査したものが多く，研究によって使用した語彙特性の判断基準が異なる場合も

ある。たとえば，邱（2003）では，国立国語研究所（1963）の『現代雑誌九十種の用

語用字』を用いたのに対し，小森・玉岡・斉藤・宮岡（2014）では，国立国語研究所

の BCCWJ における 100 万語あたりの使用頻度率を指標として，日本語の語彙使用頻

度を統制した。また，以上の２つの研究の他に，天野・近藤（2000）が公開した朝日

新聞における語彙使用頻度を基準にした研究も多く見られる（たとえば，宮岡・玉岡・

林・池, 2009; 蔡・費・松見, 2011 など）。中国人日本語学習者による漢字語の処理メカ

ニズムや習得状況を，より一般的に把握できるように，異なる研究で統一した指標を

用いて語彙特性を統制することが望ましい。そのためには，基礎資料として，漢字語

の諸特性を含むデータベースの構築が求められる。 

松下（2009）によって開発された『日中対照常用漢字語データベース』では，国立

国語研究所（2006）の『現代雑誌 200 万字言語調査語彙表』の自立語の中で使用頻度
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上位 5000 語から抽出した漢語を見出し語として，計 1,411 語が掲載されている。各見

出し語に対して，『旧試験』の出題基準級，日本語の使用率（‰），中国語との意味的

関係などの語彙諸特性が記録されたので，日本語教育ならびに日本語の習得研究に貢

献できる貴重な資料と言えるだろう。ただし，このデータベースには，和語が含まれ

ておらず，漢語しか扱われなかった。張（2007）によると，漢語語彙だけではなくて，

和語の語彙に含まれている漢字表記の部分も母語の転移につながると指摘している。

また，松下（2009）では漢語１字で表記される語彙も掲載されているが，日本語にお

いては，漢字２字から成る語が多数を占める（Yokosawa & Umeda, 1998）。そこで，本

研究では，和語や漢語などにこだわらず，「果物」「笑顔」などのような漢字２字で表

記される和語も含め，いわゆる２字漢字語を研究対象とする。 

また，本研究の第３の研究課題である中国人日本語学習者による品詞が異なる日中

同形語の習得過程を検討するためにも，まず初めに日本語と中国語における品詞の判

断基準を明確にする必要がある。さらに，実験材料の作成にあたり，語彙の使用頻度

や『旧試験』における出題基準級などが言語処理やテスト結果に強く影響することが

想定されるので，使用頻度や出題基準級なども必ず統制しなくてはならない。そのた

め，本章では，２字漢字語の使用頻度，出題基準級などの情報を調べて記録し，日本

語の２字漢字語の品詞を確認したうえで，これらの語の書字に対応する中国語の漢字

語の統語特性である品詞情報も含むデータベースを作成する。 

 

2.2 見出し語の漢字語 

『旧試験』（2007，改定版４刷）10の＜文字・語彙＞を用いて，４級から２級までの

２字漢字語をすべて抽出し，総計 2,058 語を対象とした。なお，「蕎麦（そば）」や「余

 
10 2010 年から改定された新しい日本語能力試験（新試験）では，『出題基準』は出版さ

れないが，新試験のレベルは改定前の試験（旧試験）の出題基準級と対応している（国

際交流基金・日本国際教育支援協会, 2009, p. 9）ので，日本語能力試験における出題基準

級については，旧試験の『出題基準』を参考にすることにした。 
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所（よそ）」のような語は，通常ひらがなで表記されることが多い。しかし，『旧試験』

では漢字も併記されているので，２字漢字語として 2,058 語の中に含むことにした。 

 

2.3 データベースの構成 

『旧試験』の４級から２級まで抽出された見出し語に対し，対応している中国語の

表記，発音（ピンイン），品詞の情報を記録した。まず日本語の見出し語に対し，『新

明解国語辞典（第７版）』をはじめとする５種類の国語辞書を参照し，各辞書に載せて

ある語彙的文法情報を調べた。次に，1985-1998 年の 14 年分の朝日新聞（天野・近藤, 

2000）および 2000-2010 年の 11 年分の毎日新聞における使用頻度（Tamaoka, Makioka, 

Sanders, & Verdonschot, 2017）を調べて記入した。モノリンガルの語彙処理研究では，

語彙使用頻度が処理時間に強く影響することが検証されている（Almeida, Knobel, 

Finkbeiner, & Caramazza, 2007 ほか）。理論的には，頻繁に使用される語は，あまり使わ

れない語と比べて，語として知覚されるための閾値が低く，短時間で閾値を超えるこ

とができ，語として認知されやすい。この現象は，語彙頻度効果（word frequency effect）

と呼ばれている。さらに，この語彙使用頻度の効果が，２言語を用いるバイリンガル

の語彙処理過程にも観察されている（Kerkhofs, Dijkstra, Chwilla, & de Bruijn, 2006 ほ

か）。よって，語彙処理研究や習得研究を行う際に，調査対象語の使用頻度の統制が非

常に重要であると言えよう。そこで，本データベースでは，朝日新聞（天野・近藤, 2000）

と毎日新聞（Tamaoka et al., 2017）の２種類の頻度情報を記入した。 

さらに，各漢字語に対応する中国語の漢字表記（簡体字），読み表記（ピンイン）と

２冊の中国語の国語辞書に掲載されている品詞情報を記録した。これら２冊の辞書で

品詞が一致すれば「○」を，不一致する場合は「×」で明記した。最後に，日本語と

中国語の意味的関係は，文化庁（1978）と張（1987）の情報に準じた。 
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2.4 データベースの各列の説明 

データベースでは，18 の項目を設け，日本語の２字漢字語の表記，読み，品詞情報

をはじめ，それに対応する中国語の品詞情報を載せた（表 2 - 1）。 

 

表 2-1. データベースの各項目（列）に関する説明 

列 タイトル 該当列の情報に関する説明 

1 No 見出し語の番号 

2 日本語 日本語の見出し語の漢字表記 

3 日読み 日本語の読み表記（ひらがな） 

4 新明解 新明解国語辞典（第７版）【机上版】 

5 角川 角川新国語辞典（初版） 

6 岩波 岩波国語辞典（第６版） 

7 明鏡 明鏡国語辞典（第２版） 

8 旺文社 旺文社詳解国語辞典（初版） 

9 朝日新聞 1985-1998 年の朝日新聞の使用頻度, 天野・近藤（2000） 

10 毎日新聞 2000-2010 年の毎日新聞の使用頻度, Tamaoka et al., (2017) 

11 級 『旧試験』（2007，改訂版第４刷）の出題基準級 

12 中国語 中国語の漢字表記（簡体字） 

13 中読み 中国語の読み表記（ピンイン） 

14 漢語辞典 現代漢語辞典（第５版） 

15 規範辞典 現代漢語規範辞典（第１版） 

16 一致性 ２冊の中国語の国語辞典に掲載された品詞情報の一致性 

17 文化庁 文化庁（1978）における意味分類 

18 対比辞典 『中日対比辞典』（張, 1987）における意味分類 
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列１ No. 

 見出し語の順番については，まず，『旧試験』の出題基準級にしたがって，４級、３

級、２級の順番に並べた。次に，出題基準級に属する見出し語を，五十音順によって

順番をつけた。 

 

列２ 日本語 

 本データベースにおける見出し語の漢字は，すべて通用字体に沿って表記した。 

 

列３ 日読み 

 見出し語の日本語の読み表記は，『旧試験』の出題基準に沿ってひらがなで表記した。 

 

列４ 新明解 

『新明解国語辞典』（第７版）【机上版】は，日本語の約 77,500 語が掲載されている

国語辞典である。品詞については，「自動詞，他動詞，形容詞，副詞，格助詞，感動詞，

終助詞，助動詞，接続詞，接続助詞，代名詞，副助詞，連体詞」が明記されている。

また，『新明解』では，名詞は無表記となっている。たとえば，「散歩」という見出し

語は，名詞のほかにサ変動詞の自動詞としても使われる。『新明解』では，「さんぽ【散

歩】－する（自サ）」のように掲載されている。本データベースでは，『新明解』の情

報を記入する際，基本的にすべて「名詞」として扱う。例えば，「さんぽ【散歩】」の

場合は，表 2-2 のように表記する。 
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表 2-2. 『新明解』の表記例 

 

 

ただし，表 2-3 にまとめたように，その他の４種類の辞書では，「名詞」として扱わ

れていない語が 10 語あった。信頼性のある情報を得るために，より多くの辞書を参考

にしたうえで，品詞を判別すべきであろう。 

 

表 2-3. 『新明解』以外の４種類の辞書では名詞として扱われていない語 

 

 

列５ 角川  

『角川新国語辞典』は，学校生活から一般社会生活まで必要とする単語・複合語約

７万数千語が収められている。品詞の分類については，単語の文法的な性質に基づい

て，「名詞，動詞，形容詞，形容動詞，副詞，連体詞，接続詞，感動詞，助動詞，助詞」

の 10 種類に分けられている。動詞においては，自動詞と他動詞が区分されている。さ

らに，漢字語の場合は「さんぽ【散歩】名・自サ変」「ふつう【普通】名・形動ダ」な

No 表記 読み 新明解

73 散歩 さんぽ 名・自サ

表3 - 2 『新明解』の表記例

No 表記 読み 新明解 角川 岩波 明鏡 旺文社

47 綺麗 きれい 名・＜な・に＞ 形動 ダナ 形動 形動

102 沢山 たくさん 副・名・＜な＞ 副・形動ダ 副・ダノナ 形動・副 副・形動

171 立派 りっぱ 名・＜な・に＞ 形動 ダナ 形動 形動

274 十分 じゅうぶん 名・＜な・に＞ 形動 副・ダノナ 形動・副 形動・副

691 奇妙 きみょう 名・＜な・に＞ 形動 ダナ 形動 形動

1278 素敵 すてき 名・＜な・に＞ 形動 ダナ 形動 形動

1279 素直 すなお 名・＜な・に＞ 形動 ダナ 形動 形動

1889 見事 みごと 名・＜な・に＞ 形動 ダナ・副 形動・副 形動

1977 悠々 ゆうゆう 名・＜たる・と＞ 形動 トタル 副・形動 トタル

2008 余計 よけい 名・＜な＞・副 形動ダ・副 副・ダナ 形動・副 形動・副

表 3 - 3 『新明解』以外の４種類辞書では名詞として扱われていない10語
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どのように，サ変動詞か形容動詞かという情報が明示されている。本データベースで

は，『角川』の情報を以下のように表記する。 

 

表 2-4. 『角川』の表記例 

 

 

列６ 岩波  

 『岩波国語辞典（第６版）』は現代語を中心とし，約６万３千語が収録されている。

見出し語の品詞情報が掲載されており，また動詞の中でも自動詞と他動詞を区別して

明記されている。『岩波』では，形容動詞を「きみょう【奇妙】〘ダナ〙」のように記

載されている。また，漢語名詞の後ろに「する」を付けて動詞になる語や，「な」を付

けて形容動詞になる語については，表 2-5 が示したように，『岩波』のとおりに記録し

た。 

 

表 2-5. 『岩波』の表記例 

 

 

列７ 明鏡  

『明鏡国語辞典（第２版）』では約７万語が収録されており，品詞情報が詳しく掲載

されている。例えば，動詞については自動詞と他動詞を区別して表記され，自動詞と

他動詞の両方とも使われる場合は「自他サ変」のように分かりやすく明示されている。

NO 表記 読み 角川

73 散歩 さんぽ 名・自サ変

表 3 - 4 『角川』

No 表記 読み 岩波

171 立派 りっぱ ダナ

192 運動 うんどう 名・ス自

819 健康 けんこう 名・ダナ

表 3 - 5 『岩波』の表記例
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そして，形容動詞については，原則として語尾に「～な，～に，～だ」がつき，状態

的な意味を表すものを形容動詞として表記されている。また，「健康を損なう」のよう

に，語幹に相当する部分が名詞として使われる場面や単独で使われる場合は，表 2-6

に示したように，「名・形動」と表記されている。 

 

表 2-6. 『明鏡』の表記例 

 

 

列８ 旺文社  

 『旺文社詳解国語辞典（初版）』は 44,000 語を収録している。品詞情報についての

記述は，基本的に現行の学校教科書の一般的なものに従っている。さらに，名詞の中

で，サ変動詞と形容動詞の語幹となるものについては，分かりやすく明示している。

本データベースでは，表 2-7 に示したように，『旺文社』のとおりに記録した。 

 

表 2-7. 『旺文社』の表記例 

 

 

 

 

 

No 表記 読み 明鏡

171 立派 りっぱ 形動

192 運動 うんどう 名・自サ変

819 健康 けんこう 名・形動

表 3 - 6 『明鏡』の表記例

No 表記 読み 旺文社

73 散歩 さんぽ 名・自スル

509 温暖 おんだん 名・形動

表 3 - 7 『旺文社』の表記例
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列９ 朝日新聞 

天野・近藤（2000）『日本語の語彙特性 第２期 CD-ROM 版』に記載された頻度情

報を記録した。これは，1985 年から 1998 年までの 14 年分の朝日新聞記事から抽出し

た約 36 万語の語彙使用頻度データである。 

 

列 10 毎日新聞 

 Tamaoka et al. (2017) の日本語漢字データベースに掲載された頻度情報を使用した。

これは，2000 年から 2010 年までの 11 年分の毎日新聞のコーパスにおける語彙の出現

頻度を，形態素解析エンジン Mecab 0.991 を使って検索して，記録したものである。 

 

列 11 級 

 『旧試験』に掲載された出題基準級を記録したものである。『旧試験』では４級から

１級まで，４つのレベルに分けられ，４級は最も易しい語，１級は最も難しい語であ

る。本データベースは初級から中級までの語彙を研究対象とするため，４級から２級

までの２字漢字語をデータベースに収録した。 

 

列 12 中国語表記 

中国語の漢字表記はすべて，『簡化字総表』に基づいて，中国の大陸で通用されてい

る簡体字を使用した。1986 年 10 月に発表された『簡化字総表』には，2,274 字および

「讠（訁），饣（飠），纟（糹），钅（釒）」など 14 つの簡易化された偏旁が含まれてい

る。なお，日本語の「製作」と「制作」に対応する中国語は，「制作」としかない。中

国語では，現代での簡体字の表記は「制作」になるが，繁体字の表記にすると「製作」

になるため，２つの語は同じ語であると言える。そこで，1,294 番の「制作」と 1,295

番の「製作」と対応する中国語は「制作」とした。 
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表 2-8. 中国語の漢字表記 

 

 

以上の表 2 - 8 に示した５つの語に関しては，表記１と表記２は中国語で両方通用す

るが，表記１より表記２のほうが頻繁に使われている。しかし，「中国語表記２」に従

うと，日本語との表記が異なるため，「中国語表記１」に沿った。 

 

列 13 中国語読み 

中国語の読み表記はすべて『汉语拼音方案』（『中国語ピンイン方案』）に従って作成

した。この方案は，1957 年 11 月１日に中国の国務院全体会議第 60 回の会議を通し

て，1958 年２月 11 日に第一回全国人民代表大会第五回の会議にて許可された。また，

本データベースでは，声調を含まないことにした。 

 

列 14 漢語辞典 

『现代汉语词典（第５版）』（『現代漢語辞典』）は 2005 年６月に，中国社会科学院言

語研究所辞典編集室によって編集された辞書である。約 65,000 の項目が収録され，す

べての項目に対して，品詞の情報が掲載されている。『漢語辞典』では，品詞を「名詞，

動詞，形容詞，数詞，量詞，代詞，副詞，介詞，連詞，助詞，嘆詞，擬声詞」の 12 種

類に分類されている。 

 

 

番号 日本語漢字表記 中国語表記1 中国語表記2

684 記念 记念 纪念

706 給与 给与 给予

1666 熱中 热中 热衷

1760 標識 标识 标志

1894 身分 身分 身份
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列 15 規範辞典 

『现代汉语规范词典（第１版）』（『現代漢語規範辞典』）は 2004 年１月に外語教学与

研究出版社および語文出版社によって発行された。約 68,000 の語項目が収録されてい

る。『規範辞典』においては，品詞に関する情報が記されており，前述した『漢語辞典』

と同様に，「名詞，動詞，形容詞，数詞，量詞，代詞，副詞，介詞，連詞，助詞，嘆詞，

擬声詞」の 12 種類に分けられている。 

 

列 16 一致性 

前述したように，中国語の品詞情報については，『現代漢語辞典』および『現代漢語

規範辞典』との２冊の辞書を調べた。なお，２冊の辞書での記述は異なる場合もある。

そこで，一致性の列を設定し，２冊の辞書での記述が一致するかどうかを明記した。

一致する場合は「○」，一致しない場合は「×」で表記した。また，「一番」は，『現代

漢語規範辞典』では記述があるが，『現代漢語辞典』では見つからなかった。このよう

な語の品詞情報は１冊の辞書の情報に準ずるしかない。この場合は一致する（「○」）

とする。具体例は表 2-9 が示したとおりである。 

 

表 2-9. 中国語辞書間の一致性 

 

 

列 16 文化庁（1978） 

日本語と中国語の意味的な対応関係を示すために，文化庁（1978）と張（1987）に

おける意味分類をそのまま記録した。第１章の表 1-1 が示したように，意味の相違に

基づいて４種類に分類した。 

No 中国語表記 中国語読み 漢語辞典 規範辞典 一致性

1 明日 mingri 名 名 ○

53 结构 jiegou 名・動 名 ×

5 一番 yifan ‐ 量 ○
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列 17 張（1987） 

張（1987）は，日本語と中国語の意味的関係は，文化庁（1978）の４分類に基づい

て，表 2-10 に示したように，S 語，O 語，D 語，N 語に分けている。ただし，張（1987）

では，文化庁（1978）と異なり，意味は近いが，品詞が異なる語も O 語（Overlap）に

分類している。たとえば，「習慣（中国語：“习惯”）」は，中国語では名詞と動詞とし

て使われるが，日本語では名詞としてのみ用いられる。日中両言語ではともに「慣れ

る」という意味で共通している。したがって，文化庁（1978）では S 語に分類されて

いるが，張（1987）では O 語に属している。 

 

表 2-10. 張（1987）の意味分類 

 

 

また，文化庁（1978）は日本語を基準にして分類していたので，日本語に存在する

が中国語にないものを N 語としている。これに対し，張（1987）は中国語を基準とし

たものであり，N 語を「中国語に存在するが，日本語に存在しない漢字語」と定義し

ている。本データベースは，『旧試験』に掲載された２字漢字語を抽出したもので，日

本語を基準としたものである。そのため，張（1987）の N 語（「中国語に存在するが，

日本語に存在しない漢字語」）に該当する語はない。 

 

分類 意味 語例

S(Same) 意味がまったく同じか，極めて近いもの 太陽

O(Overlap)
意味が一部重なるもの，および意味は近いが，品
詞の扱い方が違う言葉

習慣

D(Different) 意味が全く異なるもの 暗算

N(Nothing)
中国語では使用しても，日本語では使用してい
ず，対照することができない言葉

哀鳴
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2.5 日中同形同義語の抽出 

以上の手順で構築した２字漢字語のデータベースは，全部で 2,058 語であり，『旧試

験』に含まれているすべての２字漢字語の 55.33%も占めている（熊・玉岡, 2014）。こ

れら 2,058 語のうち，日本語と中国語で同形となる語は 1,507 語がある。残りの 551 語

は，中国語には同様の表記を持つ語が存在しない。さらに，1,507 語の日中同形語から，

以下の（１）から（６）の手続きに従って日中同形同義語を抽出する。 

 

（１）文化庁（1978）と『漢語辞典』でともに S 語に該当する語 

（２）文化庁（1978）では S 語，『漢語辞典』では O 語に該当する語 

（３）『漢語辞典』に掲載されていないが，文化庁（1978）では S 語に属する語 

（４）『漢語辞典』では S 語，文化庁（1978）では O 語に該当する語 

（５）『漢語辞典』では S 語，文化庁（1978）では N 語に該当する語 

（６）文化庁（1978）に掲載されていないが，『漢語辞典』では S 語に属する語 

 

以上の条件に満たした語は 1,163 語があり，本データベースに掲載された 2,058 語

の２字漢字語に 56.51%を占めている。日中同形語，日中同形同義語および日本語にし

か存在しない漢字語の集計結果を，図 2-1 に示した。本研究は，1,163 語の日中同形同

義語を研究対象とする。 
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図 2-1. ２字漢字語における同形語および同形同義語の集計 

 

2.6 まとめ 

 以上のように，第２章では 2,058 語の日本語２字漢字語に対し，実験やテスト調査

の刺激作成に必要とする品詞情報，語彙使用頻度，および『旧試験』の出題基準級を

調べたうえで，それらの語に対応する中国語の表記，読み，品詞情報を加え，日中同

形語の品詞に関するデータベースを作成した。さらに，日中同形語の対照研究にとっ

て貴重な情報として，日中両言語における意味分類をデータベースに加えたうえで，

日中同形同義語を集計した。 

本データベースを日中同形語の品詞の使用に関する対照研究をはじめ，習得・実験

研究や教育現場に幅広く活用されるよう， Web 上で一般公開されている

（http://kanjigodb.herokuapp.com/，詳細は，于・玉岡, 2015 を参照）。 
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第３章 日中同形同義の漢語名詞の処理 

 

3.1 研究目的 

 第１章でまとめたように，日本語と中国語においては，書字と意味が同じ語，いわ

ゆる日中同形同義語が多数存在する（文化庁, 1978; 陳, 2002a など）。データベースに

掲載された 2,058 語のうち，同形同義語（S 語）は 1,163 語があり，56.51%も占めてい

る。このような同形同義語は，語彙処理研究では，同根語とも呼ばれている。これに

対して，日本語にしか存在しない２字漢字語（N 語）は非同根語である。たとえば，

「帽子」は日本語と中国語では書字と意味が同じであるので，日中同根語である。一

方，日本語の「映画」は，中国語では“电影”と表記される。これらの２つの単語は意

味が同じであるが，表記が全く異なるため，非同根語になる。陳（2003a）と加藤（2005）

のテスト調査を用いた習得研究では，中国語を母語とする日本語学習者にとって同根

語は最も習得されやすいと報告している。また，認知処理実験を用いた研究では，同

根語が非同根語よりも迅速に処理できるという同根語促進効果（cognate facilitation 

effect）は，欧米言語のバイリンガルを対象とした研究だけではなく（L1 スペイン語と

L2 英語：Caramazza & Brones, 1979; Davis, Sánchez-Casas, García-Albea, Guasch, Molero 

& Ferré, 2010; L1 オランダ語と L2 英語：Duyck, van Assche, Drieghe & Hartsuiker, 2007; 

Lemhöfer & Dijkstra, 2004 など），日中同根語を扱った研究でも報告されている（蔡・

松見, 2009; 玉岡・宮岡・松下, 2002 など）。この同根語促進効果は，目標言語の語彙処

理では，非目標言語の情報も自動的に活性化されることを示しており，中国人日本語

学習者の漢字語の処理においては，目標言語に関わらず，日本語と中国語の情報の活

性化は言語非選択的（language non-selective）であることを示唆している。 
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 ところが，日中同根語は，中国人日本語学習者の脳内ではどのように処理されてい

るかについては，書字情報が完全に一致する日中同根語の処理において，日本語と中

国語の情報はともに活性化されることが予測されるが，L1 と L2 の語彙項目の情報が

それぞれどのように影響するかについてはまだ明らかではない部分が多い。そこで，

本章では，中日バイリンガルを対象に，語彙性判断課題を遂行中の事象関連電位

（event-related potential，以下 ERP と略記）を測定して，同根語の処理における L1 中

国語から L2 日本語への影響を検討し，中日バイリンガルの語彙処理のメカニズムを

解明する。 

 

3.2 バイリンガルの語彙処理メカニズム 

バイリンガルの語彙処理過程では，母語（L1）と第二言語（L2）の情報の活性化は

言語非選択的（ language non-selective）であると報告されている（Dijkstra, Bruijn, 

Schriefers, & Brinke, 2000; Libben & Titone, 2009; van Assche, Drieghe, Duyck, Welvaert, & 

Hartsuiker, 2011 など）。たとえば，オランダ語（L1）と英語（L2）を用いるバイリンガ

ルは，英語の語彙性判断課題では，英語にしか存在しない youth より，蘭英同根語の

fruit のほうが迅速にかつ正確に判断できた（Dijkstra, Grainger & van Heuven, 1999）。こ

れは，目標言語が英語であるにもかかわらず，L1 のオランダ語も自動的に活性化され，

語彙の認識を促進したからである。これらの実証研究から得られた結果に基づいて，

Dijkstra らはバイリンガル相互活性化（Bilingual interactive activation）モデル，および

その改善版のバイリンガル相互活性化プラス（Bilingual interactive activation plus, BIA+）

モデルを提案した（Dijkstra & van Heuven, 1998, 2002）。図 3-1 が蘭英バイリンガル版

の BIA+モデルである。 
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図 3-1. 蘭英バイリンガル版の BIA+モデル（Dijkstra & van Heuven, 2002; 三輪, 2015

を基に作成） 

注：矢印は促進効果，丸は抑制効果を表す. 

 

BIA+モデルでは，課題・反応システムと単語認知システムが含まれている。課題・

反応システムは，タスクや被験者のストラテジーなどの言語以外の要因（non-linguistic 

factors）による影響を説明するものである。これに対し，単語認知システムは書字表

象，音韻表象，意味表象から成っている。たとえば，図 3-1 に示したように，蘭英バ

イリンガルによる英語の語彙処理過程では，視覚呈示された文字列”tomato”は，まず，

下位レベルの書字情報”t,o,m,a”を活性化する。そしてこれらの書字情報は，L1

の”tomaat”と L2 の”tomato”の書字表象，および下位レベルの音韻情報を賦活する。さ

らに，単語の書字表象は音韻表象と意味表象を活性化する。L1 と L2 の書字表象の活

性化の度合いは，視覚的に入力された文字列との重なりの程度，いわゆる，書字的類

似度，および単語の使用頻度によると想定される。 
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Dijkstra, Miwa, Brummelhuis, Sappelli, & Baayen（2010）は蘭英バイリンガルを対象に，

言語間で書字が完全に一致する同根語（identical cognates, 完全一致の語, e.g. water），

書字が類似する同根語（non-identical cognates, 部分一致の語, e.g. tomaat vs. tomato），

および書字が全く異なる語の３種類の刺激語を用いて，L2-英語の語彙性判断課題を行

った。言語間の書字，音韻および意味的類似性については，蘭英バイリンガル（実験

の被験者と異なる）に７段階で評価してもらった。意味的類似性は６以上であれば同

義と判定されている。書字的類似性が 7 になる語は完全一致の同根語，書字的類似性

は２以上で７以下の語は部分一致の同根語として認めた。さらに，言語間で書字的類

似性が２以下の語は非同根語として扱った。実験の結果，言語間で書字的類似性が高

ければ高いほど，反応時間が短くなることが分かった。とりわけ，完全一致の語と部

分一致の語を比較してみると，部分一致の語の中で書字的に最も類似する語であって

も完全一致の語との間に反応時間にギャップが観察された。つまり，完全一致と部分

一致の語の間に，書字的類似性による促進効果が連続的ではなく，反応時間の差は，

書字的類似語の L1 と L2 の書字表象の間に想定される抑制的連結（inhibitory connection）

に由来するものではないかと解釈されている。Dijkstra et al.（2010）によると，図 3-1

に示したように，部分一致の語が L1 と L2 の２つの書字表象に記憶されており，２つ

の書字表象が抑制的連結で繋がっていると想定される。部分一致の同根語が呈示され

ると，両言語の情報が活性化され，意味処理が終わると，意味表象からフィードバッ

クが生じ，非ターゲット語のほうの活性化が抑制される。これに対し，完全一致の語

が同一の表象に記憶されていると想定されるので，この抑制効果（lateral inhibition）が

なくなるとされている（Dijkstra et al., 2010, p.299）。 

この想定に基づくと，類似語の場合は，２つの書字表象が微妙に異なるために，両

者の間で抑制的に連結していると考えられる。そのため，L2 の課題では，L2 の語彙

使用頻度の効果（frequency effect）が L1 の使用頻度に左右されると考えられる（Miwa, 
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Dijkstra, Bolger, & Baayen, 2014）。一方，日中両言語で書字と意味が完全に一致する語

の場合は，同一の書字表象に記憶されていると想定されるので，L1 と L2 の語彙使用

頻度が合算されて処理を促進すると予測される。 

アルファベット言語でのバイリンガルの場合は，書字的な類似性は，直接音素の違

いに結びついている。しかし，中日バイリンガルの場合の書字的類似性は，音韻的な

類似性とは異なり，また意味的な関連性が必ずしも関係しているとは言い難い。そこ

で，日中の書字・意味の類似性の度合いおよび両言語の語彙使用頻度がどのように語

彙処理に影響するかは，漢字表記の語彙で検討してみなくてはならないであろう。表

意文字の漢字を用いる中日バイリンガルの語彙処理に関して，言語間で日中同根語の

書字類似性を操作して検討した研究は，Nakayama（2002）が挙げられる。Nakayama

（2002）は，日中言語間で表記が完全に一致する語（完全一致の語，たとえば，「宇宙」），

言語間で表記が類似する語（類似語，たとえば，中国語の“创作”と日本語の「創作」），

言語間で表記が全く異なる語（非同根語，たとえば，中国語の“公司”と日本語の「会

社」）の３種類の刺激語を用いて，L1 の中国語の語彙性判断課題を実施した。その結

果，類似語と非同根語より，完全一致の語のほうが迅速に判断できた。また，類似語

は完全一致の語と非同根語よりも正答率が高かったので，トレードオフ（trade-off）が

生じた可能性があると述べられている。つまり，L1 中国語の課題であっても，L2 日

本語の情報が非選択的に活性化され，日中同根語の処理を促進していることが分かっ

た。これは，完全一致の語は２言語の語彙表象が直接連結しているか，あるいは共有

されている可能性があると示唆される。言い換えると，アルファベット表記を用いる

バイリンガルのメンタルレキシコンでは，完全に一致する同根語が同一の書字表象に

記憶されているという想定（Dijkstra et al., 2010）が，表意文字を用いる中日バイリン

ガルにも適用できる可能性がうかがえる。 
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この可能性を明確にするために，本章では，Peeters et al.,（2013）と同様に，L1 中国

語と L2 日本語の語彙使用頻度を操作して，L2 日本語の語彙性判断課題を遂行中に脳

活動を記録し，日本語と中国語における表記が完全に一致する日中同根語の処理メカ

ニズムを検討することにした。 

日本語と中国語における表記と意味が同じであるため，中日バイリンガルの語彙処

理過程では，日本語と中国語が非選択的に活性化され，処理に促進的に影響を与える

ことが予測される。また，Dijkstra et al.（2010）の想定に基づけば，中国語の頻度と日

本語の頻度が合算されて完全一致の語の処理を促すことが考えられる。つまり，中国

語と日本語の両言語の頻度が高い場合は，最も認識されやすいと予想する。また，中

国語と日本語の特性から考えてみると，日本語では漢字のほかに，音声表記の仮名も

用いられているのに対して，中国語は基本的には漢字のみを使用するため，中国語に

おける漢字語の使用頻度が高い。加えて，本研究の対象となる中日バイリンガルは，

中国語を母語とする日本語学習者であり，日本語能力が母語ほど高くない。よって，

L2 の日本語の語彙処理にも関わらず，中国語の情報が強く活性化されると予想され

る。 

 

3.3 実験 

3.3.1 実験参加者 

実験参加者は，日本国内の大学に在籍する研究生および大学院生で，中国大陸出身

の中国人日本語学習者 24 名（男性４名，女性 20 名）であった。実験参加者の平均年

齢は 26 歳 10 ヶ月，標準偏差は２歳９ヶ月であった。参加者全員が，正常な視力（矯

正視力を含む）を有し，右利きである。また，実験参加者の平均日本語学習歴は６年

８ヶ月，標準偏差は２年７ヶ月であった。参加者全員，日本語能力試験 N1 に合格し

ており，日本語で大学院の課程教育を受けている。参加者の言語背景をより詳細に把
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握するために，言語能力および言語の使用状況について，参加者全員に７段階で自己

評価をしてもらった（添付資料Ⅱ）。アンケート調査の結果を表 3-1 にまとめた。言語

能力に関しては，１は全くできない，７はネイティブレベルである。また，言語使用

に関しては，１は全く使用しない，７は頻繁に使用することを意味する。表 3-1 に示

したように，本実験の参加者は，日常で日本語を頻繁に使用していることが分かる。 

 

表 3-1. 実験参加者の言語能力および使用状況 

 

 

3.3.2 刺激材料 

 本研究では，日本語と中国語における表記が完全に一致する同根語 120 語（以下，

同根語），および日本語にしか存在しない２字漢字語 120 語（以下，非同根語）は，第

３章で構築した日中２字漢字語のデータベース（朴・熊・玉岡, 2014）から抽出したも

のであり，すべての刺激語が名詞であった。 

中国人日本語学習者による日本語の語彙処理過程においても，同根語効果が生じる

かどうかを確認するために，同根語と非同根語の処理を直接比較する必要がある。そ

こで，同根語と非同根語の日本語における語彙特性が等質になるよう，語彙使用頻度

および漢字の画数を統制した。（１）日本語の頻度は，日中２字漢字語データベースに

掲載された 14 年分の朝日新聞から抽出した語彙の使用頻度（天野・近藤, 2000）と 11

年分の毎日新聞のコーパスで計算した頻度（Tamaoka et al., 2017）を使用した。（２）

日本語の漢字の画数は Tamaoka et al.（2017）の漢字データベースに掲載された情報を

聴解 会話 読解 ライティング

言語能力

L1 中国語 7.00 (0.00) 7.00 (0.00) 7.00 (0.00) 6.96 (0.04)

L2 日本語 5.42 (0.19) 5.25 (0.19) 5.54 (0.15) 5.00 (0.19)

言語使用

L1 中国語 6.54 (0.24) 6.25 (0.33) 6.25 (0.33) 5.17 (0.42)

L2 日本語 6.25 (0.19) 5.75 (0.21) 5.96 (0.24) 5.75 (0.26)
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用いた。本研究で使用した漢字語は２文字で構成されたものであるため，各文字の画

数を合計したものをその刺激語の画数とした。以上の語彙特性を独立した t 検定で分

析した結果，同根語と非同根語のそれぞれの語彙特性に有意な違いはなかった（表 3-

2）。 

 

表 3-2. 同根語と非同根語の諸特性の統制 

 

 

また，日中同根語については，日中両言語で表記が一致している語を選定した。意

味の判定は，文化庁（1978）と『中日漢語対比辞典』（張, 1987）の意味分類に準じた。

これら２つのいずれか一方の分類で S 語（Same）と判定された語を同義語として認め

た。中国語の語彙使用頻度は，中国の北京語言大学が作成した現代中国語コーパス11

（以下，「BCC コーパス」）の新聞ジャンルの情報（Xun, Rao, Xiao, & Zang, 2016）を使

用した。 

さらに，肯定反応と否定反応のバランスを取るために，日本語の常用漢字を用いて，

「囲浪」「涙因」などのような，日中両言語に存在しない２字漢字で組み合わせた文字

列（無意味な疑似漢字語）240 語を作成した。 

 
11 BCC コーパスでは約 150 億の文字が含まれている。新聞（約 20 億字），文学（約 30

億字），Weibo（中国語版のツイッター，約 30 億字）などのジャンルから構成されてお

り，中国の現代社会における言語生活が反映できる大規模なコーパスである。 

M SD M SD

 語彙使用頻度

　毎日新聞 8.57 1.23 8.58 1.17 t (238) =  0.08, ns

　朝日新聞 8.42 1.23 8.49 1.16 t (238) = -0.39, ns

 画数 15.54 4.96 16.75 1.17 t (238) = -1.83, ns
　

語彙特性
同根語 非同根語

t検定の結果
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以上の手続きで，正しい肯定条件 240 語（同根語と非同根語，以下，合わせて「実

在語」と記す），正しい否定条件 240 語（以下，非実在語），計 480 語を実験刺激とし

た。 

 

3.3.3 装置と手続き 

実験は，雑音の無い実験室で個別に行った。実験では，視覚呈示による日本語の語

彙性判断課題を遂行する同時に，実験参加者の脳波活動を記録した。実験に用いた装

置は 17 インチのディスプレイで実験刺激を呈示した。反応時間および正答率の測定

には実験ソフト E-prime 2.0（Psychology Software Tools, Pittsburgh, PA）を用いた。 

実験の流れは Peeters et al.（2013）に従って設定した。図 3-2 に１試行の流れを示し

た。まず初めに，注視点「＋」が 200 ミリ秒画面の中央に呈示され，注視点が消える

と，200ミリ秒の間隔をおいて，注視点と同じ位置に刺激語が 1300ミリ秒呈示される。

刺激語が呈示されてからボタンが押されるまでの時間を反応時間として記録した。最

後に，実験参加者の目の疲れを和らげるために，2500 ミリ秒の瞬きの時間を設けた。

これで１試行が終わり，次の試行が始まる前に 200 ミリ秒の間隔を入れた。 

実験参加者には，画面に呈示された２字漢字の文字列は日本語の単語であるかどう

かを，できるだけ早く正確に判断するよう求めた。また，実験の途中にできるだけ体

を動かさないよう，刺激語が呈示されている間は瞬きを抑えるように教示した。この

ように，実験参加者に日本語で課題に関する説明，体の動きや瞬きなどに関する注意

を行った。その後，16 試行の練習項目を経て，本実験に入った。 

 実験では，実在語もしくは非実在語は３回連続で出ないように設定し，計 480 語の

刺激語をランダムに呈示した。60 試行ごとに休憩を挟んだ。電極の装着，教示，本実

験，休憩および洗髪を含めて，実験参加者１人あたり１時間 30 分程度かかった。 

 



47 

 

 

図 3-2. 実験の流れ 

 

3.3.4 脳波データの記録 

 脳波の記録には，Biosemi Active 2 システム（BioSemi B.V., Amsterdam, the Netherlands）

を用い，サンプリング周波数は 512Hz であった。ヘッドキャップを使用し，左右の耳

の後ろ（頭部乳様突起部）に装着した電極を連結したものを基準電極とし，国際 10－

20 電極配置法に従った 32 チャンネル（図 3-3 を参照）から脳波を計測した。また，眼

球運動および瞬きによる脳波への影響を監視するために，左目の上下および左右の眼

尻に付けた電極から眼電図（EOG）を測定した。眼球運動や瞬きによる眼電図アーテ

ィファクトを，Gratton-Coles の方法で補正を行った（Gratton, Coles, & Donchin, 1983）。

0.1-40Hz のバンドパスフィルタを用いて低周波成分と高周波成分をカットした。刺激

呈示前 100 ミリ秒区間をベースラインとし，刺激呈示後 500 ミリ秒までの 600 ミリ秒

区間の電位を，条件別に加算平均した。 
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図 3-3. 国際 10－20 電極配置法に従った 32 チャンネル 

 

3.4 結果と考察 

 反応時間および脳波データの分析には，線形混合効果（Linear mixed effects: LME）

モデル（Baayen, 2008 など）の手法を用いた。この統計解析法は，実験参加者の個人

差と刺激項目の違いをランダム効果としてモデルに取り込んで分析することができる。

さらに単語タイプ（同根語か非同根語か）のようなカテゴリカルデータや，語彙の使

用頻度のような連続データを固定効果として同時に取り扱うことができる。そこで，

線形混合効果モデルは，行動実験を用いた研究（Dijkstra et al., 2010; Kiyama, Sun, Kim, 

Tamaoka, & Koizumi, 2016 など）や視線計測を用いた研究（Mansbridge, Tamaoka, Xiong, 

& Verdonschot, 2017; 熊・玉岡・マンスブリッジ, 2016 など）では広く使われており，

近年，脳波研究（Newman, Tremblay, Nichols, Neville, & Ullman, 2012; Wang, Verdonschot, 

& Yang, 2016）にも見られるようになった。LME モデルの構築は，lme4（Bates, Maechler, 
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Bolker, & Walker, 2014）および lmerTest（Kuznetsova, Brockhoff, & Christensen, 2014）の

パッケージを用いた R version 3.1.3（R Development Core Team, 2015）によって行った。 

 

3.4.1 反応時間 

すべての刺激項目の結果を確認したところ，実在語（同根語と非同根語）の正答率

は 96.88%（SD = 17.41%）であり，非実在語の正答率は 94.34%（SD = 23.11%）であっ

た。さらに実在語のうち，同根語の正答率（M = 98.54%, SD = 11.99%）と非同根語の

正答率（M = 95.21%, SD = 21.36%）はいずれも 95%以上で，非常に高かった。次に，

正しく判断された項目について，反応時間を分析した。 

 

3.4.1.1 同根語促進効果 

中日バイリンガルによる L2 日本語の２字漢字語の処理過程においては，欧米言語

を用いたバイリンガルと同様に，同根語効果が見られるかどうかを検討するために，

単語タイプ（カテゴリカルデータ：同根語 vs. 非同根語）を固定効果とした。また，

語彙使用頻度と画数について，同根語と非同根語の群間に違いがないように統制した

が，各タイプの中の語の使用頻度と画数は一様とは限らない。これら２つの特性は，

単語タイプによって処理への影響が変わるかどうかを検討するために，単語タイプと

日本語の語彙使用頻度（連続データ）の交互作用，および単語タイプと画数（連続デ

ータ）の交互作用も固定効果としてモデルに入れた。なお，前述したように，本実験

で使用した実在語は，２種類の日本語の語彙使用頻度を持つ。一つは，14 年分の朝日

新聞から抽出した頻度であり（天野・近藤, 2000），もう一つは，11 年分の毎日新聞の

データで算出した頻度である（Tamaoka et al., 2017）。これら２種類の語彙使用頻度の

ピアソンの相関係数を計算した結果，非常に高い相関が見られた（N= 240, r= .91, 
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p< .001）。日本語の頻度情報の出典によって分析結果が大きく左右されることはない

と考えられる。そこで，分析では，毎日新聞の頻度情報のみ使用した。 

また，本実験で使用した刺激語は 480語もあり，60語ごとに休憩の時間を入れたが，

実験の初め頃に呈示された刺激語よりも，課題にある程度慣れてから呈示された刺激

語のほうが理解しやすく，もしくは課題に飽きて判断の速度が落ちる可能性があると

考えられる。そのため，反応時間の分析には試行順序の影響も考慮してモデルに含め

た。 

さらに，ランダム効果として実験参加者の個人差と刺激項目の違いをモデルに入れ

た。なお，ランダム効果の設定によっていくつかのモデルが構築できたが，それぞれ

のモデルの赤池情報量を分散分析で比較した。その結果に基づいて，［反応時間～単語

タイプ＊日本語の語彙使用頻度＋単語タイプ＊画数＋試行順序＋（１＋試行順序｜実

験参加者）＋（１｜刺激項目）］を最適なモデルとして選定した。LME 分析では，逆

数変換した反応時間（-1000/反応時間）のデータを使用した（以下，同様）。また，す

べての連続データを中心化した。115（2.06％）の観測値が誤差の絶対値から 2.5SD だ

け逸脱したため，削除された。 

分析結果，同根語（M = 520 ms, SD = 98 ms）は非同根語（M = 568 ms, SD = 118 ms）

よりも 48 ミリ秒早く判断できた（p < .001）。また，図 3-4 と図 3-5 に示したように，

単語タイプと語彙使用頻度の交互作用（p < .01），および単語タイプと画数の交互作用

（p < .01）が見られた。まず，図 3-4 から分かるように，非同根語と比べて，同根語の

処理における日本語の語彙使用頻度効果が減少した。非同根語は日本語にしか存在し

ないため，中日バイリンガルの処理は日本語の語彙使用頻度に強く影響され，頻度が

高いほど処理スピードが高いことが分かった（p < .01）。それに対して，同根語の処理

においては，日本語の頻度効果も観察されたが（p < .05），非同根語に見られた日本語

の頻度効果ほど強くなかった。 
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図 3-4. 単語タイプと日本語の頻度との交互作用 

 

 次に，図 3-5 に示したように，非同根語の処理においては，漢字語の画数が多くな

るにつれ，反応時間が長くなることが分かった（p < .001）。つまり，漢字の複雑性が

高ければ高いほど，認識しにくいことが示された。一方，同根語の処理においては，

漢字語の画数による影響は見られなかった（p = .526）。 

 

 

図 3-5. 単語タイプと画数との交互作用 
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以上の結果をまとめてみると，非同根語より同根語のほうが処理しやすいことが示

された。加えて，同根語の処理においては日本語の頻度効果が小さく，画数の影響が

消えていた。よって，同根語の処理においては，日本語の知識だけではなく，中国語

の情報も活性化され，処理に影響していることが示唆された。この推測を確認するた

めに，次節では，同根語の処理における日本語と中国語のそれぞれの頻度効果を検討

する。 

 

3.4.1.2 日本語と中国語の頻度効果 

日本語と中国語のそれぞれの語彙使用頻度が，言語間で書字が一致する日中同根語

の処理過程にどのように影響するかを検討するために，L1 中国語の語彙使用頻度（連

続データ），L2 日本語の語彙使用頻度（連続データ），およびこれら２変数の交互作用

を固定効果として設定した。なお，本実験で使用した同根語は日本語と中国語におい

て書字と意味が同じであるが，音韻的類似性を統制しなかった。視覚的に呈示された

日中同根語の処理においては，音韻的情報が影響しているかどうかを検証するために，

日中言語間の音韻的距離（連続データ）も固定効果として LME モデルに含めた。ま

た，前節の分析では，画数は同根語の処理に影響しなかったので，分析に入れなかっ

た。赤池情報量によると，［反応時間～日本語の語彙使用頻度*中国語の語彙使用頻度

＋音韻的距離＋試行順序＋（１＋試行順序｜実験参加者）＋（１｜刺激項目）］は最適

であったので，この LME モデルで解析した。分析では，語彙使用頻度，音韻的距離お

よび試行順序を中心化した。66（2.33％）の観測値が外れ値として削除された。 
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表 3-3. 同根語の反応時間における固定効果 

 

 

分析結果を表 3-3 にまとめた。日本語の使用頻度の主効果（p < .05）と中国語の使

用頻度の主効果（p < .001）が有意であった。日本語の使用頻度が高くなるにつれて，

同根語の反応時間が短くなった。また，中国語の使用頻度も同様に，頻度が高くなる

につれ処理速度も速くなった。つまり，L2 の日本語の語彙性判断課題にもかかわらず，

中国語の情報も活性化され，日本語の漢字語彙処理を促進している。一方，音韻的距

離の主効果は有意ではなかった。中国人日本語学習者による日本語の視覚的語彙認知

処理では，日中両言語の音韻的類似性は影響しないことが分かった。 

さらに，これらの主効果のほかに，日本語と中国語の使用頻度の交互作用が見られ

た。図 3-6 に示したように，同根語の処理においては，日本語の頻度が高くなるにつ

れ，中国語の頻度効果が減衰することが示された。図 3-6 に描いた日本語の頻度は中

心化されたものであり，「-3」は日本語の頻度が最も低い同根語であり，「2」は最も高

い頻度を持つ同根語である。図 3-6 から分かるように，日本語の頻度が「-3」になって

いる同根語（頻度が低い）については，中国語の頻度によって 100 ミリ秒以上の差も

見られた。一方，日本語の頻度が「2」になっている同根語（頻度が高い）の反応時間

は，中国語の頻度によって変わらなかったように見える。つまり，日本語の頻度が高

い同根語の処理においては，中国語の頻度効果がほとんどないようである。 

 

推定値 標準誤差 自由度 t値 p値(>|t|)

（切片） -1.987 0.030 26 -66.99 　p < .001

日本語の使用頻度 -0.017 0.007 117 -2.42 　p < .05

中国語の使用頻度 -0.025 0.007 118 -3.76 　p < .001

日本語の使用頻度：中国語の使用頻度 0.012 0.005 118 2.66 　p < .01

音韻的距離 0.006 0.004 115 1.71 　ns

試行順序 -0.060 0.012 23 -4.12 　p < .01
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図 3-6. 日本語と中国語の頻度の交互作用 

 

 

3.4.2 脳波データの分析 

反応時間は語彙の識別から判断するまでのプロセスを含めているので，語彙処理を

意味表象の活性化の前後に分けて検討することができない。語彙の認知処理過程をよ

り詳細に検討するために，時間解像度に優れている ERP を用いて，語彙（刺激）を処

理している間の脳活動の変化を連続的に記録した。そこで，本節では，ERP のデータ

を分析する。ERP の分析に当たって，AF3，AF4，F3，F4，F7，F8，Fz の７電極を前

頭部，C3，C4，Cz，FC1，FC2，CP1，CP2 の７電極を中心部，P3，P4，P7，P8，PO3，

PO4，Pz の７電極を後頭部に分けた。 

 

3.4.2.1 同根語と非同根語の処理 

3.4.2.1.1 グループ分け 

 ERP は事象（event）によって生じる電位の変化を記録するものであるため，観察し

た刺激語の特性をカテゴリカルな変数にして，事象として取り扱う必要がある。そこ

で，同根語と非同根語を日本語の頻度によって高頻度と低頻度の２つのグループに分
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けた。つまり，単語タイプ（同根語，非同根語）と日本語の頻度（高頻度，低頻度）

の２×２の４つのグループに分けて検討することにした。単語タイプと日本語の頻度

の２要因の分散分析で分析した結果，まず，朝日新聞の頻度においては，単語タイプ

の主効果[F(1, 236) = 0.60, ns]は有意ではなかったのに対し，日本語の頻度の主効果[F(1, 

236) = 393.12, p < .001]は有意であった。また，毎日新聞の頻度についても，朝日新聞

と同様に，単語タイプの主効果[F(1,236) = 0.02, ns]は有意ではなく，日本語の頻度の主

効果[F(1, 236) = 218.92, p < .001]は有意であった。さらに，単語タイプと日本語の頻度

の２要因の交互作用については，朝日新聞の頻度[F(1, 236) = 0.02, ns]と毎日新聞の頻

度[F(1,236) = 0.30, ns]のいずれも有意ではなかった。したがって，要因として設定した

日本語の頻度の高・低にしか有意な違いがなかったので，日本語の使用頻度が漢字語

の処理に及ぼす影響について検討できることを確認した。また，同根語と非同根語に

は主効果は有意ではなく，日本語の頻度との交互作用もないので，それぞれの単語タ

イプ内で日本語の使用頻度の高低が適切に分類されていることを裏付けている。さら

に，単語タイプと日本語の使用頻度によって分けた４つのグループの画数を１要因の

分散分析で分析した結果，有意な違いはないことが確認できた[F(3, 236) = 1.29, ns]。 

 

表 3-4. 各グループの諸特性の平均と標準偏差 

 

 

語彙特性

M SD M SD M SD M SD

語彙使用頻度

　朝日新聞 9.36 0.82 7.47 0.74 9.42 0.87 7.56 0.44

　毎日新聞 9.43 0.86 7.71 0.88 9.38 7.78 9.40 7.74

画数 15.22 5.47 15.87 4.41 16.67 4.83 16.83 5.67

非同根語

高頻度 低頻度 高頻度 低頻度

同根語
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3.4.2.1.2 分析結果 

視診では，260-400 ms の区間において，頭皮上の広い範囲で，同根語と比べて非同

根語は陰性にシフトしていた。また，日本語の頻度が高い語より，低い語のほうが陰

性に偏移していたことが観察された。そこで，潜時 260-400 msの平均電位量について，

各部位の脳活動を以下のように LME モデルで解析した。 

まず，単語タイプ，日本語の頻度，および２要因の交互作用を固定効果として，前

頭部，中心部，後頭部，それぞれの潜時 260-400 ms の平均電位量について分析した。

その結果，単語タイプと日本語の頻度の交互作用は，いずれの部位では有意ではなか

った。そのため，これら２要因の交互作用を除外して，［平均電位量～語タイプ＋日本

語の語彙使用頻度 ＋（１｜実験参加者）＋（１｜電極）］の LME モデルで解析した。

このモデルでは，平均電位量は固定効果の単語タイプと日本語の頻度，およびランダ

ム効果の実験参加者と電極によって予測される。分析の結果は表 3-5 にまとめた。ま

た，刺激語が呈示される前 100 ms の区間をベースライン（0 μ V ）とし，刺激語の呈

示後 500 ms までを描画した総加算平均波形を図 3-7（単語タイプ）および図 3-8（日

本語の頻度）に示した。 
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表 3-5. 各部位における潜時 260-400 ms の平均電位量の結果 

 

 

単語タイプの主効果は前頭部，中心部，および後頭部のすべての部位で有意であっ

た。図 3-7 をみると，同根語の平均電位より，非同根語の平均電位のほうが有意に陰

性に向いている。また，日本語の頻度効果については，中心部においてのみ有意な条

件差が見られた。図 3-8 で示したように，日本語の頻度が低い単語の平均電位は頻度

が高い単語の平均電位より，260-400 ms の時間帯で陰性方向にシフトしている。 

 

 

図 3-7. 単語タイプにおける総加算波形（N = 24） 

 

推定値 標準誤差 自由度 t値 p値(>|t|)

前頭部

(切片) 3.188 0.823 28 3.88 　p < .001

単語タイプ -0.530 0.235 976 -2.26 　p < .05

日本語の使用頻度 -0.256 0.221 976 -1.16 　ns

中心部

　(切片) 3.624 1.004 30 3.61 　p < .01

　単語タイプ -0.437 0.149 976 -2.93 　p < .01

　日本語の使用頻度 -0.479 0.141 976 -3.41 　p < .001

後頭部

　(切片) 3.886 1.139 24 3.41 　p < .01

単語タイプ -0.414 0.175 976 -2.37 　p < .05

日本語の使用頻度 -0.270 0.165 976 -1.64    ns
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図 3-8. 日本語の頻度における総加算波形（N = 24） 

 

3.4.2.2 同根語の処理における日本語と中国語の頻度効果 

3.4.2.2.1 グループ分け 

 同根語を日本語の頻度（高・低）× 中国語の頻度（高・低）の２×２のデザインに基

づいて４つのグループに分けた。グループ間の日本語の頻度，中国語の頻度，画数，

および音韻的距離の平均と標準偏差を表 3-6 にまとめた。２×２の分散分析で分析した

結果，日本語の高頻度と低頻度の２水準においては，朝日新聞の頻度[F(1, 116) = 176.39, 

p < .001]および毎日新聞の頻度[F(1, 116) = 114.75, p < .001]の主効果は有意であった。

また，中国語の高頻度と低頻度の２水準では，中国語の頻度の主効果[F(1, 116) = 151.71, 

p < .001]は有意であった。さらに，朝日新聞の頻度[F(1, 116) = 0.11, ns]，毎日新聞の頻

度[F(1, 116) = 0.03, ns]および中国語の頻度[F(1, 116) = 0.61, ns]のそれぞれについて，２

要因の交互作用は有意ではなかった。 

 次に，２要因で分類した４つのグループでは，画数，および言語間音韻的距離に違

いがあるかどうかを１要因の分散分析で分析した。その結果，画数[F(3, 116) = 0.38, ns]，

および言語間音韻的距離[F(3, 116) = 0.83, ns]に有意な違いはなかった。４つのグルー

プに分けた刺激語は，日本語と中国語の頻度以外の諸特性はグループ間に均質に統制

されていると言えよう。 
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表 3-6. 日中同根語の諸特性の平均と標準偏差 

 

 

3.4.2.2.2 分析結果 

分析では，潜時 260-400 ms の平均電位量について，中国語の頻度，日本語の頻度，

および２要因の交互作用を固定効果として分析した。その結果，両言語の頻度の交互

作用は，前頭部，中心部，後頭部のいずれの部位でも有意にならなかった。そこで，

これら２要因の交互作用を除外し，それぞれの主効果を固定効果とし，実験参加者と

電極をランダム効果として LME モデルを構築した。したがって，［平均電位量～中国

語の使用頻度＋日本語の使用頻度＋（１｜実験参加者）＋（１｜電極）］を最終の LME

モデルとして ERP のデータを解析した。分析結果は表 3-7 にまとめた。また，刺激語

が呈示される前 100 ms の区間をベースライン（0 μ V ）とし，刺激語の呈示後 500 ms

までを描画した総加算平均波形を図 3-9（中国語の頻度）および図 3-10（日本語の頻

度）に示した。 

 

語彙特性

M SD M SD M SD M SD

日本語の頻度

　朝日新聞 9.38 0.70 9.35 0.92 7.53 0.75 7.41 0.73

　毎日新聞 9.46 0.77 9.39 0.95 7.76 0.90 7.65 0.88

中国語の頻度 11.21 0.58 9.30 1.21 11.14 0.98 9.04 0.48

画数 15.00 4.95 15.43 6.03 16.33 3.96 15.40 4.85

音韻的距離 7.53 2.57 6.63 2.16 6.83 2.31 6.83 2.45

日本語の高頻度 日本語の低頻度

中国語・高頻度 中国語・低頻度 中国語・高頻度 中国語・低頻度
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表 3-7. 頻度の条件別における潜時 260-400 ms の平均電位量の結果 

 

  

 中国語の使用頻度については，中心部から後頭部にかけて条件差が有意であった。

図 3-9 が示したように，この 260-400 ms の間では，中国語の使用頻度が低いグループ

の平均電位は，頻度の高いグループの平均電位より，陰性の方向にシフトしていた。

また，日本語の使用頻度については，前節の結果と一致しており，中心部にしか有意

な条件差が観察されなかった。図 3-10 に描いたように，日本語の頻度が高いグループ

に比べて，日本語の頻度が低いグループは陰性に偏位していた。 

 

 

図 3-9. 中国語の頻度における総加算波形（N = 24） 

 

推定値 標準誤差 自由度 t値 p値(>|t|)

前頭部

(切片) 3.337 0.835 29 4.00 　p < .001

中国語の使用頻度 -0.204 0.291 640 -0.70 　ns

日本語の使用頻度 -0.348 0.291 640 -1.20 　ns

中心部

　(切片) 3.967 1.032 30 3.85 　p < .001

　中国語の使用頻度 -0.604 0.170 640 -3.55 　p < .001

　日本語の使用頻度 -0.563 0.170 640 -3.31 　p < .001

後頭部

　(切片) 4.179 1.182 25 3.54 　p < .01

中国語の使用頻度 -0.499 0.198 640 -2.52 　p < .05

日本語の使用頻度 -0.357 0.198 640 -1.80    ns
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図 3-10. 日本語の頻度における総加算波形（N = 24） 

 

3.4.3 反応時間および脳波計測についての考察 

3.4.3.1 反応時間についての考察 

 以上の反応時間の結果をまとめてみると，中日バイリンガルの日本語の語彙処理過

程では，中国語の情報も非選択的に活性化されたことが示された。まず，同根語の処

理は非同根語より速かった。とりわけ，同根語における日本語の頻度効果と比べて，

非同根語のほうがより顕著であった。また，日本語の頻度だけではなく，単語タイプ

によって書字的複雑性（語の画数）による影響も変化した。非同根語の処理において

は，書字的に複雑な語（画数が多い）はシンプルな語よりも反応時間が長かった。つ

まり，書字的な複雑性は語彙処理に抑制効果をもたらした。一方，同根語の処理では，

この書字的な複雑性による抑制効果が観察されなかった。同根語であるか非同根語で

あるかによって，これら日本語の頻度効果と書字的な複雑性の影響は変わることから，

中日バイリンガルによる日中同根語を理解するときに，日本語の語彙特性の影響の他

に，中国語の情報も活性化し，日本語の処理に影響していたことが示唆された。特に，

同根語の処理で書字的複雑性の影響が現れなかったのは，日本語と中国語の頻度情報

が合わさって同根語の処理に促進していた可能性が挙げられる。玉岡・高橋（1999）

は，日本語母語話者を対象とした音声呈示による日本語の２字漢字語の書き取り実験

では，日本語の頻度が低い漢字語の書き取りは書字的な複雑性（画数）に影響される

が，頻度の高い漢字語は書字的複雑性に影響されないと報告している。本実験で使用

した実在語については，3.3.2 で説明したように，同根語と非同根語の日本語の頻度が
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統制されている。しかし，同根語は中国語においても同様に使用されるため，中日バ

イリンガルにとって同根語は非同根語よりも頻繁に遭遇する。そのため，同根語の中

国語の頻度を考慮に入れると，同根語は非同根語よりも実際の頻度が高いと考えられ

る。これら頻度の高い漢字語を処理するときに，書字の細部からの構築より，漢字を

一つのユニットとして認知したため，書字的複雑性の効果が消えていたのであろう

（Tamaoka & Kiyama, 2013）。 

 次に，日中同根語の処理においては，日本語と中国語の情報がどのように影響して

いるかを明らかにするために，同根語の反応時間のみ分析した。その結果，言語間の

音韻的距離は同根語処理に有意に影響しなかった。中国語母語話者の場合，意味と音

韻の２字漢字語をプライミングして，ターゲットの２字漢字語の語彙性判断に要する

時間を測定した研究（Zhou & Marslen-Wilson, 2000）では，意味的なプライミング効果

は観察されたが，音韻的なプライミング効果は見られなかった。つまり，語彙性判断

の処理では，音韻的な効果が影響を関与しないことが示されている（Zhou & Marslen-

Wilson, 2000）。中日バイリンガルを対象とした日本語の２字漢字語の語彙性判断課題

を行った研究（茅本, 2002）でも，音韻類似性の効果が見られなかった。欧米言語の語

彙処理（Dijkstra et al., 2010 など）と異なり，視覚呈示された漢字語の語彙性判断課題

では，課題遂行において音韻情報が要求されないため，音韻表象が活性化されたとし

ても，その度合いは語彙判断に影響するほど強くはなかったのではないかと考えられ

る。 

一方，語彙使用頻度については，日本語の頻度効果，中国語の頻度効果，およびこ

れら２つの要因の交互作用が観察された。とりわけ，中国語の頻度が高くなるにつれ，

日本語の頻度効果が小さくなることがわかった。日本語の語彙処理過程における日中

同根語の頻度は，単なる日本語と中国語の頻度が合わさったものではなく，一方の頻

度の増加によってもう一方が次第に減少することが考えられる。同根語の処理におい
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て画数を指標とする書字的複雑性の効果が消えた理由としては，両言語の頻度が合算

されて使用頻度が極めて高くなり，視覚的に漢字語全体として認知され，迅速に処理

されたためであろう。しかし，中国語と日本語の使用頻度は，合算的には影響しない

ことが観察されたので，この解釈は，矛盾するように見える。 

一つの可能性として，日中同根語の意味が知覚される前後で異なる２つの段階の処

理メカニズムが関与していることが挙げられる。意味情報が活性化される前の段階で

は，日本語と中国語の書字が全く同じであるため，両言語の書字情報がともに活性化

される。この活性化の度合いは，各々の言語の頻度によって変わると考えられる。こ

の段階では，２言語の頻度情報が合わさって認知処理を促進する。書字表象から意味

表象を活性化させ，両言語で意味が共通しているので，意味表象が迅速に活性化され

る。次に，第２段階の処理では，意味表象から書字表象にフィードバックが与えられ，

呈示された語は日本語であるかどうかを判断しなければならないので，日本語と中国

語の情報が競合関係になると考えられる。よって，意味表象の活性化が終わってから，

語彙性判断を遂行するまでには中国語と日本語の頻度情報は互いに影響しあい，中国

語の頻度の増加にともない日本語の頻度効果が減少したのではないかと考えられる

（図 3-6）。 

 

3.4.3.2 ERP についての考察 

書字情報から意味情報へマッピングするときにかかる処理負荷を反映する N400 は

一般的に，刺激呈示後の約 400 ミリ秒にピークを迎える陰性電位である。しかし，本

実験で観察された N400 の頂点潜時は，いずれも刺激が呈示されてから，約 330 ミリ

秒付近となっている（図 3-7，図 3-8，図 3-9，図 3-10 を参照）。第 1 章で概観した Midgley 

et al.（2011）では，L1 英語の課題では，同根語に比べて，非同根語のほうは 200 ミリ

秒から 500 ミリ秒にかけて，陰性の方向に偏位していると報告されており，脳波図で
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確認すると，ピークは 350 ミリ秒前後であった。一方，L2 フランス語の課題では，

N400 は 300 ミリ秒くらいから生じており，脳波図から見ると頂点潜時は 400 ミリ秒

から 500 ミリ秒の間であった。これについては，Midgley et al.（2011）は， L1 を処理

するときに，言語間書字的に類似しているので，L2 の書字情報も部分的に活性化され，

L1 の書字情報の処理を促進すると述べている。さらに，書字情報から意味情報へマッ

ピングし，意味情報を活性化させるので，同根語効果による N400 の変化は早い段階

で生じたと解釈されている。しかし，L2 フランス語の課題では，L1 の同根語の書字

表象が部分的に活性化されて，それが意味表象と密接しており，L1 の意味表象（L2 と

同じ表象になる）の活性化を促進する。言い換えると，L1 の課題の処理では書字表象

での促進効果，L2 の課題の処理では，意味表象における促進効果が見られる。そのた

め，L1 の課題では，N400 の潜時が早かった可能性があると述べてられている。これ

に対し，本研究では，L2 日本語の語彙性判断課題が行われたにもかかわらず，Midgley 

et al.（2011）の L1 の実験結果と同様に，N400 のピークは 330 ミリ秒付近であった。

これは，本研究で使用した日中同根語が，日中言語間で漢字語に含まれる漢字の書字

表象が完全に一致するためであると思われる。そのため，漢字語が視覚的に呈示され

ると，L1 中国語と L2 日本語の漢字の書字表象が活性化され，両言語で互いに促進的

に機能したと考えられる。つまり，本研究では，L2 日本語の課題にもかかわらず，L1

中国語による促進効果は，Medgley et al.（2011）の L1 英語の課題と同様に，すでに書

字表象の段階で生じていることが示唆された。 

別の説明も可能であろう。それは，本研究で使用した刺激材料は，表音文字のアル

ファベット表記と違い，表意文字の漢字表記である。漢字語は，１文字で形態素にな

り，１文字あたりに含まれる意味情報がアルファベット言語よりも多い。N400 の潜時

が早かったのは，迅速に書字表象から意味表象へのマッピングができたからであると
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も考えられる。同様の傾向は，中国語の２字漢字語の語彙性判断課題遂行中の脳波図

（Tsai, Yu, Lee, Tzeng, Hung, & Wu, 2009 の実験１）にも見られた。 

また，本研究では，非同根語を処理すると，前頭部から後頭部にかけて 260 ミリ秒

くらいから同根語より陰性の方向にシフトしていた。言い換えると，本研究で観察さ

れた同根語促進効果によって生じた N400 は，中心部-後頭部だけではなく，前頭部に

も見られた。同様の結果は，視覚呈示による言語間同根語の処理について検討した

Midgley et al.（2011）にも報告されている。Midgley et al.（2011）によると，前頭部に

おいては，非同根語は同根語よりも陰性の方向に偏位していると報告されている。ま

た，第１章で概観した Peeters et al.（2013）では，英仏同根語を処理するときに，前頭

部においては，L1 フランス語の頻度が低いほど陰性の方向にシフトすることが観察さ

れている。Peeters et al.（2013）は，Midgley et al.（2011）で見られた前頭部における同

根語の処理によって起こった N400 は，L1 の頻度によって生じたものである可能性が

あると述べている。本研究では Peeters et al.（2013）の推測に反して，前頭部において

は，同根語促進効果による N400 の振幅の変化が見られたが，中国語の頻度効果によ

る違いはなかった。 

本研究で得られた N400 は，頂点潜時が早かった。これは，本研究で使用した同根

語は言語間で書字が完全に一致するからであるのか，あるいは表意文字の漢字語によ

って意味的活性化が早くできたからなのか，今後さらなる検証が必要があろう。また，

前頭部に見られた単語タイプによって生じた N400 の振幅の違いが，L1 の頻度による

ものなのか，あるいは他の影響要因があるのかを解明することも，今後の課題である。 

以上に得られた ERP の結果をまとめると，まず，非同根語が惹起された N400 の振

幅は同根語の N400 よりも大きかった。中日バイリンガルによる日本語の語彙処理過

程では，非同根語より，同根語のほうは意味処理負荷が小さいことが分かり，反応時

間に見られた同根語促進効果は ERP にも観察された。また，日本語の低頻度の語彙処
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理で引き起こされた N400 は，日本語の高頻度と比べて振幅が有意に増大した。つま

り，日本語の頻度が高い語は頻度が低い語より認知されやすいことが示され，従来の

研究で報告されている頻度効果を裏付けている。 

さらに，同根語の処理には，日本語の頻度と中国語の頻度がともに影響した。とり

わけ，中国語の頻度が低いほど，N400 の振幅が増大する傾向が見られたことから，日

本語の語彙性判断課題にもかかわらず，中国語の情報が同根語の認知処理を促進した

ことが分かった。ただし，反応時間の結果と異なり，日本語の頻度と中国語の頻度の

２要因の交互作用が見られなかった。N400 が観測しているのは，意味的活性化が起こ

った時点での語の意味的な処理の負荷であると想定されるので，語の書字表象から意

味表象が活性化される段階では，日本語と中国語の使用頻度の情報が合わさって，語

の意味的活性化を促進するように影響したのであろうと想定される。 

 

3.5 総合考察 

 アルファベット表記を用いるバイリンガル（たとえば，蘭英バイリンガル）のメン

タルレキシコンでは，言語間で表記が完全に一致する同根語は同一の書字表象に記憶

されていると想定される（Dijkstra et al., 2010）。これに対して，中日バイリンガルにお

ける日中両言語で完全一致の語の語彙表象は２言語で共有されている可能性があると

の示唆から（Nakayama, 2002），BIA+モデルを表意文字を用いる中日バイリンガルの漢

字語処理にも適用できる可能性がうかがえる。そこで，本章では，書字情報が完全に

一致する日中同根語が中日バイリンガルの脳内ではどのように記憶されているかを検

討することにした。実験では，L1 中国語と L2 日本語の語彙使用頻度を操作して，脳

波から由来した事象関連電位（ERP）を援用した日本語の語彙性判断課題を用いて，

従来の研究で指標とされた行動データ（反応時間と正答率）と同時に，語を処理して

いる間の脳活動の変化を連続的に記録した。反応時間は刺激語が呈示されてから判断
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するまでの処理過程を表すのに対し，脳波で記録した N400 は書字表象から意味表象

へのマッピングを反映する。両者を合わせて考察することで，漢字語が呈示されてか

ら判断するまでの語彙処理過程をより詳細に検討することができた。 

 脳波の結果では，非同根語と比べて，同根語が惹起された N400 の振幅が小さかっ

たので，同根語のほうが認識されやすいという同根語促進効果が見られた。さらに，

同根語の意味処理では，L1 中国語の頻度と L2 日本語の頻度と同様に，頻度が低いほ

ど，N400 の振幅が増大することが観察された。よって，L1 中国語の頻度と L2 日本語

の頻度がともに同根語の処理を促したことが分かった。 

 また，反応時間の結果を見てみると，同根語における日本語の頻度効果が減少し，

書字的複雑性がもたらす抑制効果が減衰した。これは，同根語の処理においては，中

国語の情報も自動的に活性化され，L1 中国語の頻度と L2 日本語の頻度が合算されて

処理を促したからではないかと考えられる。よって，同根語は非同根語と比べて，日

本語では高頻度の漢字語に相当するので，書字的複雑性に影響されないであろう。こ

の結果は，上述した脳波の結果と合致した。ただし，同根語の反応時間では，脳波の

結果と異なり，L1 中国語の頻度と L2 日本語の頻度に交互作用が見られ，L2 日本語の

頻度効果が L1 中国語の頻度に左右されることが明らかになった。BIA+モデルで想定

された両言語の書字表象の間に抑制的連結による L1 と L2 の競合関係が生じたようで

ある。 

 以上，得られた脳波結果と反応時間を合わせて考えてみると，図 3-11 で示したよう

になる。漢字語の書字から意味表象が活性化される段階（第１段階）では，L1 中国語

の情報が促進的に影響する（図 3-11，左）。しかし，意味的な活性化が終わってからの

段階（第２段階）では，L1 中国語の情報が L2 日本語の情報と競合すること（図 3-11，

右）が想定される。図 3-11 に従って説明すると，日中両言語で表記が完全に一致する

「火山」が視覚的に入力されると，日本語と中国語の書字情報が活性化される。これ
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らの活性化の度合いは，両言語におけるそれぞれの使用頻度に依存し，書字表象から

意味表象へと活性化が進む。その結果，日中同根語の意味が活性化される。さらに意

味表象から書字表象にフィードバックされて，語の認知が確固たる（strengthen）もの

になる。日本語と中国語の意味情報が共通しているので，両言語の情報が合わさって，

同根語の処理に促進的に影響する（図 3-11，左）。L2 日本語の語彙性判断課題では，

語を書字的に認知して，日本語の語であるかどうかを判断する。語の意味的な処理が

終わってから判断するまでには，中国語と日本語の使用頻度の情報は互いに影響しあ

い，中国語の頻度の増加にともない日本語の頻度効果が減少する。したがって，L2 日

本語での正誤判断の段階では，活性化された L1 中国語の情報を抑制しなくては，正

しく判断できないので，中国語と日本語の両言語の情報が競合すると考えられる（図

3-11，右）。 

 

 

図 3-11. 第１段階（左）から第２段階（右）に至るまでの日・中言語間の書字表象に

おける連結の変化. 

注：矢印は促進効果，丸は抑制効果を表す. 

 

本章では，日中同根語の処理過程では，非目標言語である中国語の情報も強く活性

化されたことから，中日バイリンガルの語彙処理は言語非選択的（ language non-

selective）であることが示唆され，BIA+モデルを支持した。ただし，日本語と中国語
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の書字情報が同じであっても，語彙処理過程では促進効果が観察されたのみではなく，

L1 中国語と L2 日本語の競合関係も生じたことが示唆された。漢字語が呈示されてか

ら意味的情報が活性化されるまでの第１段階では，中国語の語彙情報が漢字語の処理

に促進的に影響するが，意味的な処理が終わった後の第２段階では，中国語の語彙情

報が日本語の情報と競合し，抑制的に働くと考えられる。ここで，BIA＋モデルをその

まま中日バイリンガルの語彙処理に当てはめて考えると，書字が共通した同根語が同

一の書字表象にあると想定されるので，抑制的な競合は起きないことを予想する。し

かしながら，本研究の結果からは，同根語が，L1 と L2 の同一の書字的表象で共有さ

れていると考えると，同根語の反応時間の結果が L1 と L2 を足し合わせたような頻度

効果が観察されるはずであるが，実際には，L1 あるいは L2 の使用頻度が高い場合に

は，もう一方の言語の使用頻度効果を減少させる傾向が観察されたので，日中の同根

語は書字表象を共有しているとは考え難い。むしろ，日中同根語の書字表象は，それ

ぞれの言語で個別に存在しており，それぞれの使用頻度に応じて，お互いに関係しあ

いながら語彙処理に影響していると考えなくては，本研究の結果を説明できない。 
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第４章 日中同形同義漢語動詞の受動態の処理 

 

4.1 研究目的 

前章では，日本語と中国語で表記が完全に一致する漢語名詞（日中同根語）は中日

バイリンガルの脳内でどのように処理されているかについて，日本語の語彙性判断課

題の遂行を事象関連電位で測定して検討した。その結果，日中同根語の処理過程にお

いては，認識段階の意味処理では，日本語と中国語がともに活性化し，処理を促進し

たのに対し，意味処理が終わると，活性化された日本語の情報と中国語の情報が競合

し，一方の頻度の増加にともない，他方の頻度効果が減少することが分かった。ただ

し，日中同根語は非同根語よりも 48 ミリ秒も早く判断できたので，やはり非目標言語

である中国語の活性化は，日本語の同根語処理に促進的に影響したと言えよう。また，

日本語と中国語では，表記が完全に一致する同根語だけではなく，「音楽」「指導」な

どのように，日中両言語で書字が類似した同根語も多く存在する。これらの書字が類

似する同根語も，完全一致の同根語と同様に，日中同形同義語として認められ，非同

根語よりも理解されやすいと報告されている（大和・玉岡, 2009）。しかし，これらの

研究はいずれも語レベルの処理メカニズムについて検討してきたが，文レベルで使用

される場合も，語彙性判断課題で得られた結果のように処理されているのであろうか。 

張（2014）は，日中両言語で同形，同義，さらに品詞まで同じの語の理解は，中国

語からの正の転移しか考えられないと述べている。しかし，こうした同形同義同品の

語彙が文の一部として使われるときは，日本語と中国語で統語情報が異なる場合があ

る。たとえば，日本語の「逮捕」という漢語動詞を「健二が警察に逮捕された」のよ

うに，日本語の文で使用すると，中国語の「逮捕」は日本語と書字と意味が同じであ

るため，中国語の語彙情報をそのまま日本語に転用しても誤用にはならない。ところ
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が，中国語の「指示」は，「逮捕」と同様に，日中両言語で表記と意味が同じであるが，

受動態として使用されることはほとんどない。たとえば，「彼は早く問題を解決するよ

う指示された」のような受動文を中国語に直訳すると，「他被指示了尽快解决问题」と

なり，中国語ではやや不自然な文になる。そのため，日本語で「指示」が受動態とし

て使われると，中国語母語話者は，理解しにくいのではないかと思われる。日中で「逮

捕」も「指示」もともに目的語をとる他動詞である。しかし，中国語では，「逮捕」は

受動態で頻繁に使われるが，「指示」は受動態でほとんど使われない。「指示」などは，

中国語では，述部に結果や状態を含意し（木村, 1992; 豊嶋, 1988），「リアリティまた

は外的働きかけを持つ」（楊, 2009, p.9）という制約を受けて，「被構文」として受動態

にすることはほとんどない。このように日中で書字および動詞としての意味が同じで

あっても，L1 の中国語での受動態の使用に大きな違いがあり，それが，学習対象であ

る L2 の日本語の理解にも強く影響するのではないかと予想される。 

脳内には，語彙の統語情報の記憶があると想定されている（Levelt et al., 1999; 日本

語での紹介は，玉岡, 2013 を参照）。それは，レンマ（lemma）と呼ばれている。日中

両言語で同形，同義，同品の語であっても，動詞として使用される場合に，自動詞と

他動詞の自他や能動態または受動態の態（ヴォイス）の使用において，両言語にズレ

が生じる場合がある。「指示」の例であれば，L1 の中国語では受動態で使用されるこ

とがほぼ無いにもかかわらず，L2 の日本語では受動態としてよく使われるとすれば，

日中両言語で，同じ語が異なる頻度の統語表象を持つことになる。したがって，日中

で同形同義の漢語動詞であっても，中国語の統語情報が強く活性化される（受動態で

の使用頻度が高い）場合あるいは統語情報が無い（受動態として使用されない）場合

には，日本語の動詞の処理にも影響することが予想される。 

そこで，本章では，使用頻度を語彙の統語特性の活性化の基準と考え，日中で同形

同義の漢語動詞の言語処理における L1 から L2 への統語情報の影響を検討することに
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した。その手順として，まず日中での同形同義の漢語動詞の全体的な語彙使用頻度を

同じにしたうえで，日中両言語での受動態の使用頻度がともに高い漢語動詞群（統制

群）と日本語では頻繁に使用されるが中国語ではあまり使用されない漢語動詞群（実

験群）を選択する。そして，両者を日本語の能動と受動の文の述部とし，中日バイリ

ンガルに呈示して，視線計測装置を使って読み時間と正答率を比較する。日本語の文

の述部（以下，「動詞句」）の注視時間（読み時間）を統制群と実験群で比較すること

で，中日バイリンガルの語彙処理において，中国語の語彙的な統語情報の使用頻度，

言い換えると，中国語の語彙的な統語特性の表象の活性化の度合いが，日本語の文中

の動詞句の処理に影響するかどうかを検証する。 

 

4.2 言語間の語彙情報の異同による２言語の頻度効果 

これまでのバイリンガル研究で報告されてきた語彙情報へのアクセスは２言語間

で言語非選択的（language non-selective）であるという主張が，第３章の日中同形同義

の漢語名詞の処理過程においても観察された。バイリンガルが持つ２つの言語の情報

は同じであれば，目標言語の処理に促進効果をもたらすのに対し，言語間で語彙情報

が異なる場合には抑制効果が生じることが報告されてきた（カタロニア語とスペイン

語では，Costa, Caramazza, & Sebastian-Galles, 2000; オランダ語と英語では，de Groot, 

Delmaar, & Lupker, 2000; 中国語と日本語では，Tamaoka, Miyatani, Zhang, Shiraishi, 

&Yoshimura, 2016 など）。 

たとえば，第３章で検討してきた日中同根語の処理では，アルファベット言語を使

用するバイリンガルを対象とした研究で報告された非同根語より同根語のほうが迅速

に処理できるという同根語促進効果（cognate facilitation effect）も観察された。Sherkina

（2003）によると，こうした同根語促進効果が生じる一つの原因として，２言語にお

いて語彙使用頻度が加算されるかたちで語彙処理を促進することが想定されるとされ
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ている。第３章の実験で検証した結果，ERP では L1 中国語と L2 日本語の頻度が合わ

さって，ともに同根語の処理を促したことが分かったが，同根語の反応時間では L1 中

国語の頻度の増加にともない，L2 日本語の頻度効果が減少した。つまり，反応時間に

おいては単なる２言語の頻度の合算が起こらなかったが，やはり非同根語より迅速に

判断できたので，L1 の中国語の情報が促進的に働いたと言えよう。日中同根語は，L1

中国語では日本語と同じように使われるため，非同根語より頻繁に遭遇し，実際の頻

度が非同根語よりも高いではないかと予測される。 

この予測を検証するために，Sherkina（2004）は，L1 のロシア語と L2 の英語のバイ

リンガルおよび英語のモノリンガルの２グループの被験者を対象に，同根語と非同根

語について調査を実施した。調査では，被験者に，各語がどのくらい使われているか

を，１の「ほとんど使われない」から 10 の「非常によく使われる」までの，10 段階

で主観的に評価させた。その結果，２群の刺激語の語彙使用頻度が統制されているに

もかかわらず，同根語について，バイリンガルの主観的な評価（M = 4.84）のほうがモ

ノリンガルの評価（M = 4.38）より高かった。この結果は，バイリンガルがモノリンガ

ルより同根語を頻繁に使用する傾向があることを示している。一方，非同根語につい

ては，バイリンガル（M = 5.83）とモノリンガル（M = 5.87）の主観的な評価に違いは

なく，２グループの言語話者が同じ程度で使用していることが分かった。したがって，

バイリンガルによる同根語の使用頻度の知覚でも，L2 の語彙使用頻度のみではなく，

L1 の語彙使用頻度も貢献していることが分かった。 

同根語（同形同義語）の処理研究の他に，２言語間で書字が同じであるが，意味が

異なる語，いわゆる言語間同形異義語（homograph）の研究もある。Kerkhofs et al.,（2006）

がプライミングの手法を用いて，L1 のオランダ語と L2 の英語のバイリンガルを対象

に，２言語間の同形異義語について，語彙性判断課題の実験を行っている。たとえば，

stem は英語で「茎」を意味するが，オランダ語では「声」を意味する。実験では，stem
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に対して，意味関連のある英単語 root（植物の根）または意味関連のない英単語 fool

（ばか者）を先行呈示して，stem が英語に存在するかどうかを被験者に判断させて，

反応時間と ERP を測定している。反応時間の結果では，L1 の語彙使用頻度が高いほ

ど L1 の意味情報が活性化されやすく，L2 の語彙処理において強い干渉効果が生じた

ことが分かった。 

さらに，同実験（Kerkhofs, et al., 2006）の ERP の結果では，意味的に関連のある語

が先行した場合には，L2 の使用頻度が低い語のほうが，使用頻度の高い語よりも N400

の振幅が大きかった。つまり，L2 の使用頻度が高いほど容易に意味統合ができること

を意味している。一方，同形異義語では，L1 の使用頻度が高い語のほうが，頻度の低

い語より，N400 の振幅は大きかった。L2 の語彙使用頻度と逆の傾向を示している。

したがって，ERP の分析においても，L1 の語彙使用頻度が高ければ高いほど，L2 の

語彙処理における意味統合に強く干渉することが示された。このことから，２言語間

で語彙情報が異なる場合には，L1 の語彙使用頻度が増えるにつれて L2 の処理におけ

る抑制効果も強まることが分かった。 

前述した先行研究の結果から，バイリンガルの２つの言語間で，L1 の語彙使用頻度

が，L2 の処理に影響することが示された。その際，２言語間での語彙情報の類似性に

より，L2 の言語処理が促進されるか，またはその逆に抑制されるかが異なってくる。

まず，同形同義語（同根語）のように２言語間で語彙情報が同じ場合には，２言語の

語彙使用頻度がともに語彙情報の活性化を促進するので，処理が速くなる。一方，同

形異義語のように２言語間での語彙情報が異なれば，L1 の語彙情報が L2 の処理を抑

制する。結果として，L1 の語彙使用頻度が高ければ高いほど L2 の目標言語の処理ス

ピードが遅くなる。 

これまでの研究で，バイリンガルの２言語間で意味情報の使用頻度が影響し合うこ

とが示されている。それでは，L1 の統語情報の使用頻度は，L2 の処理に影響するの
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であろうか。この問題を明らかにするために，本章では L2 の日本語と L1 の中国語で

の動詞句の態の処理への影響を検討することにした。まず，日中言語間で同形同義の

漢語動詞は，２言語でともに語彙使用頻度が同じであれば，２言語で同時に活性化さ

れ，処理が促進されることが予想される。その際，日本語の受動態の使用頻度は同じ

に統制しておき，中国語における受動態の使用頻度の高低を操作する。これにより，

中国語における受動態の使用頻度が高い条件（統制群）では，L1 においても漢語動詞

の受動態の情報が活性化され，日本語の受動態の処理に促進的に機能すると仮定され

る。一方，中国語での受動態の使用頻度が低い条件（実験群）では，L1 で受動態とし

てほとんど使用されない。使用されないことは，ゼロ（φ）情報であるが，これは「無

い」という情報であり，日本語の受動態の述部の処理が促進されないか，むしろ抑制

されると考えられる。結果として，実験群の受動態の処理は，統制群に比べて読み時

間が長くなると予想される。なお，本章では，視線計測装置により，述部の位置での

初回読み時間，再読時間および総注視時間を別々に測定することができるので，これ

までの反応時間パラダイムに比べて，詳細の読みのメカニズムを検討することができ

る。 

 

4.3 実験 

4.3.1 被験者 

上級または超上級の中国人日本語学習者 30 名（女性 22 名）を対象に実験を行った。

被験者全員が日本語能力試験の１級または N1 に合格しており，日本国内の大学に在

籍する大学院生である。平均年齢は 25 歳６ヶ月（標準偏差３歳６ヶ月）で，日本語学

習歴の平均は５年５ヶ月（標準偏差１年９ヶ月）であった。 
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4.3.2 語彙テスト 

被験者の日本語習熟度を評価するために，実験の後で，日本語の語彙テストを行っ

た。語彙テスト（宮岡・玉岡・酒井, 2011）は，和語，漢語，外来語および機能語の４

つのカテゴリーが設定されており，各 12 問ずつの合計 48 問である。すべての語は『旧

試験』の１級または２級の語彙から抽出し，短文の空所に適切な語を入れる形式の四

者択一の問題で，１問１点で 48 点が満点となる。このテストを使用した孫・小泉・玉

岡・宮岡（2010）の中国人日本語学習者 251 名の調査では，平均が 26.25 点，標準偏

差が 8.48 点，クロンバックの信頼性係数は 0.89 であり，非常に高い信頼度を示した。

本研究では 30 名にこの語彙テストを実施したが，平均が 38.03 点で，標準偏差が 5.12

点であった。孫・小泉・玉岡・宮岡（2010）の調査と比べて，平均で 11.78 点も高く，

本研究の被験者の語彙力が非常に高いことを示している。 

 

4.3.3 刺激材料 

実験では，実験群と統制群の２種類の日中同形２字漢語の二項他動詞の刺激語を使

った。実験群として，日本語では受動態として使用されるが，中国語で受動態として

は，ほとんど使用されることのない漢語動詞を使用した。また統制群として，日中両

言語で受動態として同様に使われる漢語動詞を使用した。つまり，実験群は，中国語

での受動態としての使用頻度が低い条件で，統制群は中国語での受動態の使用頻度が

高い条件である。 

 

4.3.3.1 日中両言語の受動文 

中国語の受動文（「被構文」）は，他動詞を使用するという点で，日本語の直接受動

文と類似している。しかし，日本語の場合は，能動文の（1a）と受動文の（2a）に示

したように，「逮捕」に付加されるサ変動詞「する」を，「される」と活用して受動態
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をつくる。また，目的語の「健二を」が主語となるため，「健二が」となり，格助詞が

変わる。一方，中国語では，能動態の（1b）と受動態の（2b）のように，動詞の活用

はない。受動態は，動詞の「被（bei）」によって示され（橋本, 1987），動詞句の[VP V(逮

捕) NP(健二)」の目的語である「健二」が主語の位置にくると考える。これにより，語

順が「被」を除いて日本語と同じ語順になり，「健二」，[被]，「警察」，「逮捕」となる。

また，完了あるいは過去の時制の「了」が最後にくるのも日本語の「た」が最後にく

るのと似ている。 

 

（１）a. 日本語 能動文: 警察が健二を逮捕した。 

b. 中国語  能動文: 警察逮捕了健二。 

 

（２）a. 日本語 受動文: 健二が警察に逮捕された。 

b. 中国語 受動文: 健二被警察逮捕了。 

 

中国語の受動文は日本語の直接受動文と同様に他動詞を使用する。BCC コーパス 

の検索では，（3b）の「被+逮捕」は 10,274 件で，（4b）の「被+准备（準備）」はわずか

３例しか見つからなかった。 

 

（３）a. 日本語 健二が逮捕された。 

b. 中国語 健二被逮捕了。 

 

（４）a. 日本語 資料が準備された。 

b. 中国語 ?资料被准备了。 
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すでに述べたように，中国語の述部に結果や状態を含意する制約（木村, 1992; 豊嶋, 

1988; 楊, 2009）により，受動態にすることができない漢語動詞がある。たとえば，（3a）

と（3b）の「逮捕」は日中両言語でともに他動詞であり，ともに受動態に使用するこ

とができる。しかし，（4a）の「準備」と（4b）の「准备」（簡体字になっているが同

じ日中同形の漢語動詞）は，ともに他動詞であるが，中国語の準備（「准备」）には，

語の意味として結果を含意していないため，結果や状態を示す補語を付けない限り受

動文にはできない。 

 

4.3.3.2 刺激語の選定および文の作成 

日中両言語での受動態の使用頻度を操作して，実験群と統制群を設定した。中国語

では受動態をつくる際に，「被（bei）」の他に，「叫（jiao）」と「让（rang）」もよく使

われる。しかし，「叫」と「让」は受動の他に使役を示す場合もあり，主に話し言葉で

用いられる（橋本, 1987; 楊, 2009）。そのため，本研究では，受動態を示す動詞である

「被（bei）」が付く場合のみの出現頻度を判断基準とした。具体的には，中国語での受

動態の使用頻度は，「被＋刺激語」で BCC の新聞コーパスで検索し，使用例が 20 件以

下の語を受動態としてほとんど使われない条件，使用例が 150 件以上出現する語を受

動態として頻繁に使われる条件とした。日本語での受動態の使用頻度は「刺激語＋さ

れ」の形で『現代日本語書き言葉均衡コーパス（少納言）』で検索した出現頻度を基準

にした。 

この条件で，日本語では受動態としてよく使われるが，中国語では受動態としてほ

とんど使われない同形漢語動詞の日中不一致条件を実験群として，「比較，指導，募集，

指示，開放，適用，準備，執筆，収穫，反省」の 10 語を選んだ。日中両言語で受動態

として頻繁に使われる日中一致条件を統制群として，「逮捕，否定，誤解，警告，推薦，

解放，調査，延長，加熱，圧縮，確認，応用」の 12 語を選んだ。 
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刺激語は第２章で構築したデータベースから抽出した。このデータベースに記録さ

れている情報は，『旧試験』（2007, 改訂版）の４級から２級までの語彙から抽出した

もので，被験者にとって既習語であると考えられる。さらに，実験群と統制群の刺激

語が等質になるように，刺激語の画数，日本語の語彙使用頻度ならびに中国語の語彙

使用頻度を統制した。まず，刺激語の画数の計算は，第３章と同様に，Tamaoka et al.,

（2017）のデータベースに掲載された情報を用いた。刺激語の各々の漢字の画数を合

計したものを当該刺激語の画数として計算して，t 検定で分析した。その結果，実験群

と統制群の刺激語の画数は同じように統制された[t(20) = -0.75, ns]。 

次に，日本語の語彙使用頻度の統制は，２つの頻度データを基にした。第１に，1985

年から 1998 年までの 14 年分の朝日新聞（天野・近藤, 2000）から抽出した語彙の使用

頻度を自然対数に変換して t 検定で分析した。その結果，実験群と統制群の２条件の

間に頻度の違いはなかった[t(20) = -0.05, ns]。第２に，2000 年から 2010 年までの 11 年

分の毎日新聞のコーパスで，オープンソースの形態素解析エンジン MeCab 0.991 を用

いて解析した語彙の使用頻度（Tamaoka et al., 2017）を，自然対数に変換して，t 検定

で分析した。その結果，やはり２条件間に違いはなかった[t(20) = -0.12, ns]。また，中

国語での使用頻度については，BCC コーパスの新聞のジャンルを用いて各刺激語の頻

度を調べた。同様に，実験群と統制群の頻度を自然対数に変換して t 検定で比較した。

その結果，やはり有意な違いはなかった[t(20) = 0.24, ns]。したがって，日本語と中国

語の両言語において，実験群と統制群の同形の漢語動詞の出現頻度に違いはないこと

を確認した。 

最後に，実験群と統制群の同形漢語動詞の両言語での受動態の出現頻度を調べた。

日本語については，「刺激語＋されφ」の形で『現代日本語書き言葉均衡コーパス（少

納言）』で検索して出現頻度を出し，実験群と統制群の日本語における受動態の出現頻

度を自然対数に変換して，t 検定で検討した。その結果，実験群と統制群の受動態の使
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用頻度に有意な違いはなかった[t(20) = -0.97, ns]。また，中国語については，「被＋刺

激語」の形で，BCC コーパスの新聞のジャンルで出現する頻度を検索した。実験群の

「被＋執筆」と「被＋反省」は０頻度であったので，この２つの刺激語を欠損値とし

て扱い，残りの 20 語（実験群が８語と統制群が 12 語）の受動態の出現頻度を自然対

数に変換した値を用いて t 検定で検討した。その結果，実験群と統制群の出現頻度は

有意に異なっていた[t(18) = -9.39, p<.001]。中国語では，両刺激語群の受動態の使用頻

度には，大きな違いが認められた。 

 

表 4-1. 実験群と統制群の刺激語の語彙の諸特性 

 

注:頻度の数値は使用頻度を自然対数に変換したものである．M は平均，SD は標準偏

差を示す． 

 

以上の画数および頻度検索から得られた実験群と統制群の平均，標準偏差および両

群の t 検定の結果は，表 4-1 にまとめたとおりである。日本語での画数，日本語の語

彙使用頻度，および中国語の語彙使用頻度には両群に差がなかった。中国語から日本

語の語彙的統語情報の影響関係をみるという本研究の目的のために，受動態の使用頻

度を統制した。まず，日本語では，受動態の使用において両群に違いがないように統

制し，中国語では，実験群が統制群よりも受動態が低くなるようにした。これによっ

M SD M SD

画数 20.10 4.28 21.67 5.30 t (20) = -0.75, ns

語彙使用頻度

　　語彙使用頻度(日本語・朝日) 9.51 0.72 9.53 1.08 t (20) = -0.05, ns

　　語彙使用頻度(日本語・毎日) 9.44 0.75 9.50 1.35 t (20) = -0.12, ns

　　語彙使用頻度(中国語・BCC) 11.31 1.84 11.15 1.25 t (20) = 0.24, ns

受動態の使用頻度

　　受動態使用頻度(日本語) 4.79 1.29 5.33 1.33 t (20) = -0.97, ns

　　受動態使用頻度(中国語) 1.49 1.03 6.85 1.38 t (18) = -9.39, p <.001

語彙特性
実験群 統制群

t検定の結果
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て，中国語の受動態の頻度が日本語での受動態の適切な判断にどう影響するかが検討

できると考える。 

本研究の刺激語は，以下のような文で被験者に呈示した。各刺激文は３つの句で構

成されており，それらの句を眼球運動の実験の注視領域とした。能動文と受動文で条

件をできる限り同じに統制して，さらに刺激文をできる限り自然な表現にするために，

名詞句，副詞または副詞句（形容動詞の連用形）と動詞句で３つの句で構成した。能

動文の（5a）または（6a）の文では，領域１はヲ格（対格）をとる目的語の名詞句と

した。領域２は，能動態にも受動態にも使える「すでに」「新たに」「計画的に」「大幅

に」などの副詞または副詞句とした。領域３は，ターゲットの日中同形漢語動詞とサ

変動詞の活用である，受動文の（5b）または（6b）の文でも，３つの句をそれぞれの

領域とした。ただし，初めの名詞句はガ格（主格）を持つ主語とした。実験で文を視

覚呈示する際には，日本語の通常の文章でみられるように，各領域の間にはスペース

などの境界（demarcation）は入れていない。 

 

（５）a. 受動態の使用が日中で一致する同形漢語動詞を用いた能動文 

健二を       すでに            逮捕した。  

(領域 1) NP-ACC    (領域 2) ADV            (領域 3) VP-ACT-PST 

b. 受動態の使用が日中で一致する同形漢語動詞を用いた受動文 

健二が       すでに            逮捕された。 

(領域 1) NP-NOM   (領域 2) ADV           (領域 3) VP-PAS-PST 

 

（６）a. 受動態の使用が日中で不一致の同形漢語動詞を用いた能動文 

学生を            新たに              募集した。  

(領域 1) NP-ACC     (領域 2) ADV          (領域 3) VP-ACT-PST 



82 

 

b. 受動態の使用が日中で不一致の同形漢語動詞を用いた受動文 

学生が            新たに               募集された。 

(領域 1) NP-NOM     (領域 2) ADV          (領域 3) VP-PAS-PST 

 

 以上の手続きで能動文と受動文をそれぞれ 22 文，合計 44 文のターゲットの刺激文

を作成した。すべてのターゲット文およびダミー文は，上記の例文のように３つの句

（領域）で構成されている。ダミー文については，「太郎が友子を助けた」のような正

しい文 132 文を作成した。そのうち能動文が 74 文で，受動文が 58 文含まれている。

また，「写真に和子が聞かれた」のような正しくない文を，能動文と受動文をそれぞれ

88 文作成した。合計は，44 文（ターゲット文，正しい文）＋132 文（正しいダミー文）

＋176 文（正しくないダミー文）＝352 文となる。ターゲット文の全刺激文に占める割

合は 12.5％である。さらに，ターゲット文について，能動文と受動文で同じ動詞が繰

り返されないように２つのリストに分け，被験者にこれらのうちのどちらかを割り当

てるようにして，カウンターバランスを取って，実験を実施した。 

 

4.3.4 視線計測装置と実験の手続き 

実験には，防音設備のある聴覚実験室で，一人ずつ個別に行った。視線計測には

Eyelink 1000 を使用した（SR Research 社製 Eyelink CL デスクトップ型，Ontario, Canada）。

刺激呈示には 17 インチの三菱製 LCD モニターを使用した。モニターから 70 センチ

離れたところの顎台（ヘッドレスト）を使用して被験者の頭部を固定した。解像度は

0.01˚ RMS，時間分解能（サンプリングレート）は 1000 Hz で，１ミリ秒単位の測定で

ある。各文字は，MS 明朝 30 フォントに設定し，白地の背景に黒色の文字で表示した。 
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図 4-1. 一つの刺激文の呈示の流れ 

 

実験を始める前に，被験者の視点と測定点を一致させるキャリブレーションを実施

し，右目の視線を校正した。図 4-1 に示したように，スクリーンの中央の左の文が始

まるところに，◎の注視点を呈示して被験者の視線がくるようにした。各刺激文を◎

の位置から視覚呈示した。被験者には，できるだけ速く文を読み，その文が日本語と

して正しいかどうかを正確に判断するよう指示した。文の正誤判断は，ゲームのコン

トローラーの「True（正しい）」または「False（誤り）」のボタンを押すように指示し

た。刺激文が呈示されてからコントローラーのボタンが押されるまでの時間を読み時

間として測定し，右目の動きのみを眼球運動の測定として記録した。176 文の刺激文

を被験者ごとにランダムに呈示した。その際，８文ごとに短い休憩を入れた。なお，

実験方法に慣れてもらうために，本番の実験に入る前に８文からなる練習試行を行っ

た。１人当たりの実験時間は約 30 分であった。 

 

          
健二がすでに逮捕された。被験者が刺激文の正誤を判断

し，「True（正しい）」または

「False（誤り）」のボタンを押

すまでの眼球運動を記録する。

被験者の視線が凝視点の◎

に合っていることを確認し

て，実験者が文を呈示する。

刺激文の呈示

◎

◎

次の試行のための凝

視点の呈示

被験者の視線が◎に合っ

ていることを確認して，次の

文を呈示する。

文の正誤判断

凝視点の呈示
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4.4 結果と考察 

lme4（Bates et al., 2014）のパッケージを使用し，R version 3.1.3（R Development Core 

Team, 2015）で分析した。文の読み時間および本研究で最も注目する領域である動詞

句の各視線データ尺度について，線形混合効果（Linear mixed effects: LME）モデル

（Baayen, Davidson, & Bates, 2008）の手法で分析した。lmerTest パッケージを用いて

Satterthwaite の近似で自由度と p 値を算出した（Kuznetsova et al., 2014）。文の正答率の

分析に当たって，混合効果ロジスティク回帰（A mixed-effects logistic regression）モデ

ルを用いて Laplace 近似で z 値を算出した（Harding & Hausman, 2007; Jaeger, 2008）。 

 

4.4.1 文正誤判断の正答率および文全体の読み時間 

文全体の読み時間（total reading time）および正答率の分析では，領域１の名詞句と

領域２の副詞句は，実験群と統制群で異なる名詞および副詞を使用している。その際

に，これらの両領域について，語彙の使用頻度などの特性を統制していない。したが

って，文全体の読み時間と正答率については，実験群と統制群を別々に分析した。文

の読み時間または正答率を従属変数，能動・受動の態を固定効果，被験者の個人差と

刺激項目の違いによる影響をランダム効果として分析した。具体的には，AIC（赤池情

報量基準）によると，文の読み時間の分析では，従属変数～固定効果＋（１＋態｜被

験者）＋（１＋態｜刺激項目）のモデルが最適であった。正答率の分析では，従属変

数～固定効果＋（１＋態｜被験者）＋（１｜刺激項目）が最適のモデルであった。以

降，それぞれについて，AIC で最適と判断されたモデルにしたがって分析した。文の

読み時間および正答率の平均と標準誤差は表 4-2 に示したとおりである。 
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表 4-2. 文全体の読み時間および文正誤判断の正答率 

 

注: N（被験者数）= 30.  

 

文の読み時間について，統制群における能動文と受動文に有意な違いは見られなか

った[t(13) = -1.43, ns]。一方，実験群では，受動文のほうが能動文より 294 ミリ秒長く，

この違いは有意であった[t(27) = 2.58, p < .05]。正答率については，統制群では受動態

と能動態の間に有意な違いはなかった[z(332) = 1.18, ns, ( )内の数値は残差自由度

（residual degrees-of-freedom）を示す。以下，z 値については同様]。また，実験群では，

受動態（M = 79.29%）のほうが能動態（M = 89.51%）よりも有意に正答率が低かった

[z(277) = -2.07, p < .05]。 

実験群の文全体の読み時間および正答率の結果から，上級または超上級の中日バイ

リンガルは，L1 の中国語での受動態の使用頻度の高低が，L2 の書字，意味，品詞が

同じである同形漢語動詞を含んだ日本語の文処理に強く影響することを示唆した。以

下，さらに動詞句の視線計測の注視時間を詳細に検討する。 

 

4.4.2 視線計測の結果 

L2 日本語の動詞句の読みを検討するために，まず初期段階の処理として，「初回読

み時間（first pass reading time）」を分析する。初回読み時間とは第１回目に領域内に入

って注視してから，その領域を出るまでの総合注視時間であり，語彙アクセスの初期

段階での認識過程を示す尺度であると言われている。後期段階の処理として，「再読時

平均 標準誤差 平均 標準誤差

能動態 2,139 47 89.51 2.57

受動態 2,433 64 79.29 3.44

能動態 2,218 48 90.00 2.31

受動態 2,086 40 96.43 1.44

文の読み時間(ms) 正答率(%)

実験群

統制群

条件 態
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間（re-reading time）」の指標を使用する。再読時間は領域内の初回読み時間を除いたす

べての注視時間の合計である。また，全体の処理としては，「総注視時間（dwell time）」

があり，これは該当領域内に生じたすべての注視継続時間の合計である。これは，初

期段階の語彙アクセスおよび意味・統語処理のプロセスを含んだ総合的な尺度である

と考えられている。 

本研究の実験群と統制群については，動詞の語彙特性が統制されている。そこで両

群を直接比較して分析する。具体的には，各分析において，動詞句の各視線計測の尺

度を従属変数，動詞の態（能動態・受動態）と条件（実験群・統制群）を固定効果，

被験者の個人差と刺激文項目をランダム効果として LME で分析した。いずれの尺度

においても，従属変数～固定効果＋（１＋条件｜被験者）＋（１｜刺激項目）のモデ

ルが最適であるので，これを分析に使用した。 

注視時間の分析の前に，80 ミリ秒未満のデータを，前後一文字以内にある最寄りの

注視点と統合した。ただし，１文字以内に注視点が無い場合は削除した。加えて，注

視点が 1000ms を超えたデータについても削除した。合わせて 238（4.08%）の注視点

が削除された。各眼球運動の測定を分析する際に，正しく判断された刺激項目のみ分

析した。さらに，平均±2.5 標準偏差を超えたデータを外れ値として，88 項目，2.39％

のデータを削除した。分析結果は表 4-3 にまとめたとおりである。 
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表 4-3. 動詞句における各測定尺度の LME による態と条件の分析結果 

 

注: N = 30.  

 

4.4.2.1 初回読み時間 

初回読み時間の平均は図 4-2 の棒グラフおよび数値で示した。LME の分析の結果，

動詞の態の主効果が有意であった [t(1007) = 2.62, p < .01]。受動態の初回読み時間（M 

= 531ms）のほうが能動態の初回読み時間（M = 454ms）よりも有意に長かった。実験

群と統制群の条件の主効果は，有意ではなかった[t(43) = -0.21, ns]。さらに，態と条件

の交互作用は有意であった[t(1019) = 4.74, p < .001]。そこで，能動態と受動態別および

実験群と統制群別に比較した。 

 

眼球運動測定(ms) 推定値 標準誤差 自由度 t値 p値(>|t|)

初回読み時間

   態 40.52 15.46 1007 2.62 p < .01

   条件 -5.30 25.32 43 -0.21 p = .84

   態：条件 112.17 23.67 1019 4.74 p < .001

再読時間

   態 -31.93 27.53 346 -1.16 p = .25

   条件 -64.91 64.08 39 -1.01 p = .32

   態：条件 268.28 43.66 349 6.15 p < .001

総注視時間

   態 -32.26 21.92 1006 -1.47 p = .14

   条件 -96.41 47.66 46 -2.02 p < .05

   態：条件 272.39 33.88 1022 8.04 p < .001
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図 4-2. 動詞句の初回読み時間 

注: 数値は初回読み時間の平均．** p < .01．*** p < .001． 

 

図 4-2 に示した平均から分かるように，能動態では，実験群（M = 449 ms）と統制

群（M = 458 ms）の初回読み時間に，有意な違いはなかった[t(43) = 0.21, ns]。しかし，

受動態では，実験群（M = 595 ms）のほうが統制群（M = 487 ms）より 108 ミリ秒長

く，この違いは有意であった[t(45) = -4.17, p < .001]。さらに，実験群と統制群に分けて

分析すると，実験群では，受動態の初回読み時間は，能動態より 148 ミリ秒も長く，

この違いは有意であった[t(1021) = -8.50, p < .001]。統制群でも，受動態が能動態より

29 ミリ秒だけ長かった[t(1007) = -2.62, p < .01]。初回読み時間において，両者ともに受

動態のほうが長かった。これは，受動態のほうが能動態よりも処理負荷が高いことを

示している。しかし，態（能動態，受動態）と群（実験群，統制群）の交互作用が有

意であり，それは，実験群において，能動態と受動態の差が大きいことを示している。

このことは，実験群の受動態が統制群の受動態よりも有意に長かったことで裏付けら

れる。 
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4.4.2.2 再読時間 

後期段階の処理を表す再読時間の分析結果は表 4-3 にまとめて示した。まず，主効

果については，動詞の態の主効果[t(346) = -1.16, ns]も実験群と統制群の条件の主効果

[t(39) = -1.01, ns]も有意ではなかった。しかし，態と条件の両変数の交互作用は有意で

あった[t(349) = 6.15, p < .001]。能動態と受動態別および実験群と統制群別に比較した

結果は，図 4-3 に示したとおりである。 

 

 

図 4-3. 動詞句の再読時間 

注: 数値は再読時間の平均．** p < .01．*** p < .001． 

 

図 4-3 から分かるように，能動態の処理では，実験群（M = 457 ms）と統制群（M = 

499 ms）の差は，わずかに 42 ミリ秒であり，有意ではなかった[t(39) = 1.01, ns]。とこ

ろが，受動態の処理では，実験群（M = 676 ms）のほうが統制群（M = 496 ms）より

180 ミリ秒も長く，これは有意であった[t(42) = -3.12, p< .01]。さらに，実験群・統制群
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別の再読時間を見ると，実験群の処理では，受動態（M = 676 ms）の再読時間が能動

態（M = 457 ms）より 219 ミリ秒も長かった。この違いは有意であった[t(340) = -6.97, 

p < .001]。一方，統制群では，能動態（M = 499 ms）と受動態（M = 496 ms）の差は，

わずかに３ミリ秒で，有意ではなかった[t(346) = 1.16, ns]。初期段階の処理では観察さ

れた統制群における能動態と受動態の違いが，後期段階では消えていた。つまり，後

期段階の処理に入ると，各語彙特性が同じである能動態と受動態の動詞句が同様に処

理されている。実験群の受動態の再読時間は極めて長く，これが態と条件の両変数の

交互作用を有意にしたと考えられる。それは，L1 の中国語における受動態の使用頻度

が低いため，ほぼゼロ情報となり，それが L2 の日本語での受動態の処理を抑制し，さ

らに，確認のための読み返しが必要だったのではないかと思われる。 

 

4.4.2.3 総注視時間 

総注視時間は，初回読み時間と再読時間の合計で，全体の処理を示す指標である。

実験群（M = 707 ms）の総注視時間のほうが統制群（M = 680 ms）より 27 ミリ秒だけ

長かった。この条件の違いは，有意であり[t(46) = -2.02, p < .05]，動詞句の領域の全注

視時間でも，実験群のほうが統制群よりも有意に読み時間が長いことが分かる。しか

し，動詞の態の主効果は有意ではなかった[t(1006) = -1.47, ns]。動詞の態と条件の交互

作用は有意であった[t(1022) = 8.04, p < .001]。態と条件別の総注視時間を図 4-4 に示し

た。 
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図 4-4. 動詞句の総注視時間 

注: 数値は総注視時間の平均．* p < .05．*** p < .001． 

 

まず，図 4-4 の能動態・受動態の総注視時間から分かるように，能動態の処理では，

実験群（M = 594 ms）が統制群（M = 696 ms）より 102 ミリ秒速く処理できた[t(46) = 

2.02, p < .05]。受動態では，実験群の総注視時間が統制群より 171 ミリ秒も長かった

[t(47) = -3.66, p < .001]。能動態と受動態における両群の違いが有意な交互作用の理由

であることが分かる。さらに，実験群と統制群の総注視時間から分かるように，実験

群では，受動態の総注視時間（M = 836 ms）が能動態（M = 594 ms）より 242 ミリ秒も

長かった[t(1026) = -9.28, p < .001]。統制群では，能動態（M = 696 ms）と受動態（M = 

665 ms）の注視時間に有意な違いはなかった[t(1006) = 1.47, ns]。以上のように，まず

実験群の総注視時間が統制群より有意に長かった。全体の処理である総注視時間では，

能動態における実験群と統制群の間に処理の違いが見られた点で初回読み時間および

再読時間の結果と異なるが，実験群の受動態の読み時間が他の条件と比べて，注視時

間が全処理段階を通して極めて長かった。これは，やはり実験群の受動態の総注視時

594

836

696 665

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

総
注
視
時
間

(m
s)

能動態 受動態

実験群 統制群

***

*

***



92 

 

間が極端に長かったためであると考えられる。本研究の実験群の L1 の中国語の動詞

が受動態でほどんど使われないため，受動態の情報がゼロ（φ）となり，L2 の日本語

の受動態の処理を抑制してしまい，読み時間が長くなったと考えられる。 

 

4.4.3 考察 

語彙処理の研究では，語彙使用頻度の高い語は，その情報が強く活性化されること

が知られている（Almeida, et al., 2007 ほか）。一つの語には，書字，音韻，概念の他に，

動詞の態（ヴォイス）や自他性などの統語情報も記憶されている（Levelt et al., 1999）。

しかし，使用頻度効果に関する研究は，語彙のコーパスにおける印刷物での総合的な

使用頻度を指標としたものがほとんどであり，語が持つ統語情報の頻度を検討してい

るわけではない。小森・玉岡（2010）は中日バイリンガルを対象に日中同形類義語の

認知処理を検証したところ，「意味の活性化は，語の使用頻度ではなく，意味の使用頻

度や親近性に起因する可能性がある」と述べている。すなわち，バイリンガルの語彙

処理においては，両言語の意味が同時に活性化される。それならば，語彙の統語特性

の頻度も，バイリンガルの両言語の処理に影響する可能性がある。そこで，本研究で

は，視線計測の手法を駆使して，中日バイリンガルの L1 の中国語のレンマに記憶さ

れた統語情報の使用頻度が，目標言語である L2 の日本語の処理に影響するかどうか

を，受動態の使用頻度を指標として検討した。 

本研究では，実験群と統制群の２群で日中同形漢語動詞の２言語における使用頻度

を統制した。具体的には，両群の刺激語の日本語における語彙使用頻度，受動態の使

用頻度および中国語における両群の語彙使用頻度を同じにした。そして，中国語の受

動態での使用頻度を，統制群は高く，実験群は低くした。この手続きで選んだ日中同

形漢語動詞を含む日本語の受動文の処理を，視線計測の手法で測定し，中国語の受動
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態の使用頻度が目標言語である L2 の日本語の動詞句の処理にどう影響するかを検証

した。 

まず，文全体の読み時間と正答率をみると，統制群では，能動態と受動態の文が同

じ読み時間であった。これに対し，実験群では，能動態のほうが受動態より迅速に読

まれ，より正確に判断された。このことから，実験群の受動態の処理が難しかったこ

とが分かる。今回の実験では，実験群での L1 での受動態の使用頻度を低く設定した

ため，日本語の動詞句の処理には，中国語の統語情報が無使用のゼロ（φ）情報とな

り，それが抑制的に機能して，読み時間を長くしたと考えられる。また，正答率が低

かったことの原因として，中国語では受動態での使用がほとんどない語を使ったため，

日本語でも使用できないと判断して，誤りを誘発したのであろう。したがって，中日

バイリンガルによる日中同形漢語動詞で作成した日本語の文処理には，中国語の語彙

的な統語情報の使用頻度が影響すると考えられる。この解釈をさらに検証するために，

動詞句での視線の注視時間を分析することで，文の処理プロセスを句ごとに検討した。 

視線計測における主要な結果は，受動態の動詞の領域の視線停留時間（読み時間）

が，実験群のほうが統制群よりも長かったことである。この結果は，中国語における

受動態がほとんど使われないというゼロ（φ）情報に起因していると考えられる。本

研究で使用した統制群と実験群の刺激語は，日中両言語での書字が同じであるため，

中国語を母語とする超上級の日本語学習者は，日本語の動詞句を処理しているにもか

かわらず，中国語における語彙情報を言語非選択的に活性化したと考えられる。さら

に，これらの刺激語は動詞としての意味情報も２言語間で同じまたは類似しているの

で，中国語の情報は日本語の文処理を促進するはずであり，その程度は，統制群と実

験群の両条件で類似していると推測される。しかし，実験群の中国語における受動態

の使用頻度は，統制群よりも低い。そのため，L1 の中国語における受動態の統語情報
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の活性化はきわめて弱く，L2 の日本語の動詞句の処理に抑制的に機能したと考えられ

る。 

視線計測では，読み時間を初期段階と後期段階に分けて考察することができる。ま

ず，初期段階の処理の指標である初回読み時間では，実験群の受動態は，同じ実験群

の能動態および統制群の受動態より長かった。また，統制群における受動態の初回読

み時間も能動態より長かったが，態（能動態，受動態）と群（実験群，統制群）の交

互作用が示しているように，実験群における能動態と受動態の処理の差は，統制群の

それよりさらに大きかった。初回読み時間などのような初期段階の処理は，語彙使用

頻度に鋭敏であると報告されているが（Altarriba, Kroll, Sholl, & Rayner, 1996 など），書

字体系が異なる条件でのバイリンガルの単語認識過程における初期段階の処理（first 

fixation durations, 初回注視停留時間）では，非目標言語の使用頻度の効果は観察され

ないという報告も見られる（Miwa et al., 2014）。本研究で使用した同形同義漢語動詞は

中国語における受動態の使用頻度以外に，すべての語彙的特性が等質になるように統

制した。したがって，初回読み時間で検出された時間の差は中国語における受動態の

使用頻度によるものであり，非目標言語である中国語の語彙の統語情報の言語非選択

的なアクセスは，読みの早い段階で生じることになる。 

さらに，後期段階での読みを示す尺度である再読時間についても検討した。再読時

間は，書字的な処理が終わってからの処理時間を反映していると考えられ，意味統合

や文全体の理解の難しさを反映する指標であるとされている。再読時間でも，初期段

階で初回読み時間と類似した結果が得られた。実験群の受動態の再読時間は 676 ミリ

秒であり，統制群の受動態の 496 ミリ秒と比べて 180 ミリ秒も長かった。初期段階の

受動態の処理で観察された読み時間の遅延が，さらに後期段階の処理でも引き続きみ

られた。 
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最後に，全体的な処理プロセスを表す総注視時間でも，受動態については，初回読

み時間と再読時間ともに有意な結果となった。一方，能動態については，初回読み時

間では実験群は統制群より９ミリ秒，再読時間では 42 ミリ秒速く，いずれも有意では

なかった。しかし，総注視時間は有意であった。それは，中国語の動詞の使用頻度は

統制されているものの，実験群の刺激語は中国語で受動態より能動態のほうが多用さ

れている。統制群の刺激語は受動態および能動態が同様に使われているので，日本語

の文処理では，実験群の能動態が好ましいという中国語の情報が活性化され，日本語

の能動文の処理に促進効果を与えたからではないかと思われる。 

以上の結果を統括すると，統制群では，中国語のレンマに記憶されている統語情報

である受動態が強く活性化され，前述したように，２言語間で他の語彙情報が同じ場

合には，２言語間における統語情報の使用頻度が加算するかたちで L2 の処理を促進

する（Sherkina, 2003, 2004）。したがって，L1 の中国語では，受動態の統語的特性（あ

るいはレンマの統語的な表象）が強く活性化され，それが L2 の日本語での受動態の

処理に影響して，処理速度が速くなったことを示した。一方，実験群では，漢語動詞

は中国語での受動態の使用頻度がきわめて低い。L1 の中国語では，動詞が受動態とし

て使用されない場合，そのゼロ（φ）情報が L2 の日本語の動詞句の処理に影響し，日

本語においても受動態として使用されないと考えてしまう。中国人日本語学習者が超

上級のレベルになっても，中国語では受動態が使用されないという情報が，日本語の

処理において抑制的に機能したと考えられる。つまり，両言語のレンマにおける受動

態の使用という情報に混乱が生じ，干渉を起こし，誤用が生じ易くなり，読み時間も

長くなったと言えよう。 
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4.5 総合考察 

本研究は，バイリンガルの語彙処理過程で観察された非目標言語である L1 の使用

頻度の影響が（Kerkhofs, et al., 2006 ほか），中日バイリンガルによる日中同形漢語動詞

を用いた日本語の文処理にも観察され，中国語の語彙的な統語情報（受動態）の使用

頻度が，日本語の動詞句の処理にも強く影響することを示した。２言語間で語彙情報

が同じであれば促進効果が生じるという知見からみると，中国語と日本語における受

動態の使用頻度が共に認知処理に貢献することが分かった。さらに，L1 中国語に統語

情報が存在しないゼロ（φ）情報でも，影響が無いというのではなく，存在しないこ

とが，L2 日本語の存在する統語情報に抑制的に影響することを示唆した。総じて，中

日バイリンガルの語彙処理過程において，目標言語である L2 の日本語の語彙のレン

マに記憶されている統語情報にアクセスすると同時に，書字が共通することで非目標

言語である L1 の中国語の語彙の統語情報にもアクセスすることを示した。言い換え

ると，目標言語であるかどうかにかかわらず，言語非選択的に２言語間で同時に活性

化されるという仮説が，統語情報の活性化の観点からも起こることを示している。本

章の結果は，バイリンガルの語彙処理研究で提唱されてきたバイリンガル相互活性化

モデル（Bilingual Interactive Activation model, Dijkstra & van Heuven, 1998）およびその

改良版のバイリンガル相互活性化プラスモデル（Bilingual Interactive Activation Plus 

Model, Dijkstra & van Heuven, 2002）の構築に，レンマレベルの処理も加えて検討する

必要性を示すものである。 
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第５章 日中同形同義語の品詞習得 

 

5.1 研究目的 

これまで考察してきたように，中国人日本語学習者による日中同形同義語の処理過

程においては，L2 日本語の課題であるにもかかわらず，L1 の中国語の情報が非選択

的に活性化し，日中同形同義語の処理に促進効果を与えていることが分かった（第３

章）。さらに，中国語の情報は，語彙レベルの処理のみではなく，日中同形同義語で作

られた日本語の文処理にも影響することが分かった（第４章，熊・玉岡・マンスブリ

ッジ, 2016）。これら２つの実験では，日中同形同義の漢語名詞または漢語動詞に絞っ

て検討してきた。しかし，日中同形同義語は日本語と中国語では品詞が異なる場合が

ある。たとえば，「科学」という語は日中両言語で書字と意味において類似しており，

日中同形同義語である。ところが，「科学」は日本語では名詞としてしか使われないが，

中国語では名詞だけではなく形容詞としても使える。このような品詞上の違いを認識

することなく使用すると，「科学的な方法」を「科学な方法」と表現したりするなど，

作文やコミュニケーションにおいて誤用を生じる可能性がある。日中同形語の文レベ

ルでの使用においては，意味ばかりではなく，品詞の違いについても考慮しなければ

ならない。同形同義語の品詞性に関する先行研究（陳, 2002b; 張, 2008 など）を見る

と，日中対照研究においては，日本語と中国語における品詞のズレにのみ焦点を置い

たものがほとんどであり，とりわけ，日本語と中国語の品詞の判別基準が明記されて

いない。また，日中同形同義語の品詞のズレに関する習得研究も見られるが，L2 日本

語での語彙使用頻度や学習者の日本語能力が統制されていないため，中国人日本語学

習者の習得状況が明らかにされているとは言い難い。 
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そこで，本章では，第１に，日中同形同義語の品詞に関する先行研究を概観して，

問題点を提示する。第２に，第２章で構築したデータベースの情報を用いて，日本語

と中国語における品詞のズレだけではなく，両言語で共通した部分も視野に入れて，

集合論の観点から日中同形同義語の品詞を分類する。さらに，各分類に属する２字漢

字語彙を集計し，日中両言語における同形同義語の品詞の対応関係を，総括的かつ計

量的に把握する。最後に，中国人日本語学習者の習得状況をテスト調査で検討し，学

習者の語彙知識と文法知識が同形同義語の品詞習得に与える影響を明らかにする。 

 

5.2 日中同形語の品詞に関する研究 

これまで，日中両言語における品詞の違いに焦点を当てた研究（侯, 1997 ;石・王, 

1983; 張, 2008, 2009; 陳, 2002b）と集合論の枠組みを用いて分類した研究（王, 2013, 

2014）の２種類が行われてきた。 

 

5.2.1 侯（1997）の研究 

 

表 5-1. 侯（1997）の品詞分類 

 

 

侯（1997）は，日本語学習者が日中同形語を使用する際に，意味にばかり注意が行

き，品詞を無視してしまう傾向があり，誤用を引き起こすことに着目した。侯（1997）

タイプ 中国語 日本語 用例

1 動詞 名詞 根拠

2 名詞 名詞・動詞 提案

3 名詞・形容詞 名詞・動詞 疲労

4 形容詞・副詞 名詞 積極

5 形容詞・副詞 動詞 緊張

6 他動詞 自動詞 干渉

7 自他両用 他動詞 発展

8 副詞 タルト形容動詞 黯然
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は，表 5-1 のように，品詞の違いに基づいて日中両言語間の同形語を８つのタイプに

分類した。 

まずタイプ１は，中国語では「動詞」であるが，日本語では「名詞」となる語であ

る。タイプ２は，中国語では「名詞」であるが，日本語では「名詞」以外に「動詞」

としても使える語である。このタイプの語は，日本語で名詞として使用する場合は，

意味に多少のズレがあるものの間違いはそれほど多くないという。一方，動詞として

使用する場合，たとえば，「近道するため，公園をとおり抜ける」（侯, 1997, p.80）の

ように，「近道」を動詞として使うには，母語からの推測ができないため，「勇気がい

る」と侯（1997）は述べている。タイプ３は，名詞としての使用は日中で共通してい

るが，形容詞と動詞としての使用に違いがある語である。たとえば，「疲労」のように，

中国語では形容詞としての使用が多いが，日本語では動詞で主に使用される傾向があ

る。しかしながら，形容詞と動詞を対応させるのは飛躍があるので，学習者にとって

理解しにくい語であり，誤用がしばしば生じると，侯（1997）は述べている。 

タイプ４は，日本語では名詞の用法しかなく，形容動詞にするには「的」をつけな

くてはならないが，中国語では形容詞と副詞としても使用できるので，日本語でもそ

うであろうと推測して，誤用が生じることが多い。タイプ５は，日本語では動詞であ

り，修飾する場合，「○○した○○」のような形をとる。しかし，学習者は「○○の（な）

○○」という形をとりがちである。タイプ６とタイプ７は，動詞の自他性の対応であ

る。タイプ８は，「漠然」など「○然」型の同形語がこれに当たる。侯（1997）は，中

国語では副詞でも，日本語ではタルト形容動詞の場合が多いと述べている。 

 以上のように，侯（1997）は，日中同形語の品詞を基に分類しているものの，品詞

を判断する基準について明記していない。さらに，各分類についてタイプごとに日本

語学習者がよく犯す誤用について説明しているが，学習者の日本語レベルについての

記述も無く，作文での誤用なのか会話での誤用なのかについても明記されていない。 
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5.2.2 石・王（1983）の研究 

石・王（1983）は，中国人日本語学習者が中級になっても，同形語の品詞のズレに

よる誤用が見られることから，日中同形語の文法的なズレに焦点を当てて，アンケー

ト調査を用いて品詞使用に見られる L1 中国語からの干渉を検討した。石・王（1983）

は同形同義語を分類する前に，４年から７年の学習歴を持つ中国人日本語学習者 20 人

に 50 語の同形語の品詞を書かせた。その結果，L1 中国語が強く干渉していることが

示された。そこで，日中両言語における品詞の相違を区別し，誤りを避けるために，

中国語の小説およびその訳本から品詞の異なる 107 語の日中同形語を取り出し，表 5-

2 のように品詞の対応関係に基づいて７タイプに分類した。 

 

表 5-2. 石・王（1983）の品詞分類 

 

 

石・王（1983）は各タイプの使用については，以下のように述べている。まず，タ

イプ１の運用については，日本語の動詞を形容詞として使う傾向があり，タイプ２を

使用する際には，初級学習者は「～して」を脱落させる傾向があるという。また，タ

イプ７は他のタイプと異なり，日中両言語間で同様に動詞として使われるが，「留学」

タイプ 中国語 日本語 用例

1 形容詞 自動詞 緊張

2 副詞 動詞 徹底

3 形容詞・他動詞 形容詞 豊富

4 他動詞/自他両用 自動詞 発展

5 他動詞 自動詞 同情

6 動詞 名詞 打撃

自他動詞 自動詞 感動

動詞 移動/経過 留学/散歩

名詞 動詞 提案

7
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などのように，使用法が異なる場合がある。たとえば，「感動」のような語は中国語で

受動態で用いられることが多いので，そのまま日本語に転用してしまうことがある。

「留学する」は日本語では移動動詞であるが，中国語では移動性が無いため，「彼は日

本へ（に）留学した」を「彼は日本へ（に）留学しに行った」という誤りが見られる

という。また，日本語では「散歩」は経過を表し，「―を」を付けて「公園を散歩する」

のように使用される。しかし，中国人日本語学習者が「公園で散歩する」のように，

「で」をつける傾向がある。 

石・王（1983）は，学習者に対するアンケート調査と多くの実例から日中同形語の

品詞の違いを検討した資料として貴重である。しかし，彼らの研究には，いくつかの

問題点がある。まず，石・王（1983）自身も述べているように，アンケート調査では

わずか４種類しか品詞を提示していない。また，石・王（1983）の課題は，語を見せ

て品詞を書かせるだけであった。品詞は，文レベルの判断である。したがって，調査

対象の同形語を含む文を示して，正誤を判断させるなど，直接品詞性の理解を要求す

るような課題にすべきであろう。 

 

5.2.3 陳（2002b）の研究 

日中同形同義語の文レベルでの品詞使用について，正誤判断課題を用いて検討した

研究は，陳（2002b）と張（2008）が挙げられる。陳（2002b）は言語類型の違いによ

って，表 5-3 に示したように，日中同形同義語を６タイプに分類している。この分類

に基づき，学習歴の異なる２グループの台湾出身の日本語学習者に，６タイプの日中

同形同義語が含まれた日本語の文の自然さについて５段階で判断してもらった。その

結果，学習歴が長くなるにつれ習得が進むものの，母語である中国語に従って日本語

の自然さを判断する傾向があると報告している。さらに，６タイプの習得難易度にも
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違いが見られ，難しい順に「タイプ２＞タイプ３＝タイプ４＞タイプ１＞タイプ６＞

タイプ５」となったと記している。 

 

表 5-3. 陳（2002b）の品詞分類 

 

 

5.2.4 張（2008, 2009）の研究  

張（2008, 2009）の研究は，『旧試験』に掲載された同形語を分類し，上級日本語学

習者に習得の調査をした点で注目される。まず，張（2009）は『旧試験』（1994）に収

録されている４級から１級の語彙から日中同形語を抽出して，「名詞・動詞・形容詞・

副詞」の４種類の品詞性を日中両言語の対応関係に基づいて，表 5-4 に示したように

９タイプに分けた。 

作文語彙12について検討した張（2009）では，同義語および類義語における品詞のズ

レに関して７つの誤用例を取り上げ，品詞性について中国語からの負の転移があると

指摘した。その原因として，複雑な文法手続きより単純な文法手続きが採用されると

いう省エネ原理が働いている可能性があると述べている。 

 

 
12 「基盤研究 C：中国語話者のための日本語教育文法の開発と学習者中間言語コーパスの

構築」の成果の一部で,中国の K 大学に在籍している 2 年生前半の 26 名の学生がそれぞれ

書いた 4 つずつ程度の短い作文，あわせて約 33,000 字である。 

タイプ 中国語 日本語 用例

1 自他動詞 自動詞・名詞 動揺

2 形容詞・動詞 自動詞・形容動詞 腐敗

3 他動詞 自動詞(ニ格) 感謝

4 副詞 動詞 徹底

5 名詞 動詞 関係

6 動詞 ニ(ヘ)～する 留学

場所＋ヲ～する 散歩
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表 5-4. 張（2008, 2009）の品詞分類 

 

 

また，張（2008）13は，旧日本語能力試験１級に合格およびそれ以上の日本語能力を

持つ上級日本語学習者 24 人に対して，文法性判断テストを実施した。調査では，表 5-

5 にまとめたように，６タイプの日中同形語を取り出し，各タイプ３語を用いた。調

査の結果，日本語が名詞で，中国語が動詞または形容詞の場合は，正答率が低く，負

の転移が６つのタイプで最も顕著に見られた。一方，これとは対照的に，日本語が動

詞で，中国語が名詞の場合には，６つのタイプで正答率が最も高く，中国語からの負

の転移が弱かったことが報告されている。 

 

表 5-5. 張（2008）の品詞分類および調査結果 

 

 
13 張（2008）は，タイプ 4 の結果を，正答数が 77，誤答数が 5 と記している。しかし，

正答数と誤答数の合計は 72 になるはずである。これは，タイプ 4 の数値が誤っているか

らであると思われる。そこで，本研究の表 5-5 では正しい数値に置き換えた。 

タイプ 中国語 日本語 用例

1 動詞・形容詞 形容詞 明確

2 動詞・名詞 名詞 迷信

3 形容詞・動詞・名詞 動詞・名詞 失敗

4 形容詞・名詞 名詞 消極

5 名詞 動詞・名詞 故障

6 名詞 副詞・名詞 結局

7 副詞 動詞 徹夜

8 副詞 形容詞 完全

9 副詞 名詞 共同

タイプ 中国語 日本語 正答数 誤答数

1 動　詞 名　詞 30 42

2 形容詞 動　詞 48 24

3 形容詞 名　詞 29 43

4 名　詞 動　詞 67 5

5 副　詞 形容詞 49 23

6 副　詞 名　詞 49 23
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5.2.5 王（2013, 2014）の研究  

第１章で概観したように，日本語と中国語では同形語は多数あり，特に中国語の品

詞性が複雑である。そのため，すべての語を一対一に品詞対応でまとめるのは難しい

（王, 2013）。これに対応するために，王（2013, 2014）は集合論の枠組みを取り込んで

分類した。王（2014）は日中両言語における意味と品詞の対応を考慮して，同形語を

25 タイプに分けた。さらに，「①意味のみの誤用」「②品詞のみの誤用」「③意味と品

詞における二重誤用」「④共起の誤用」の発生メカニズムを検討した。特に本研究が注

目する「②品詞のみの誤用」については，日本語の品詞使用範囲がより大きい場合は，

誤用が生じる可能性がないのに対し，中国語の品詞使用範囲がより大きい場合は，誤

用が生じやすいと述べている。しかし，王（2014）ではどのような資料を分析に使用

して日中同形語を 25 タイプに分けたのか，また，各タイプの用例についても触れられ

ておらず，分析に使った資料の出典や用例が明記されていない。 

 

5.3 問題提起と研究課題 

以上に概観してきたように，日本語と中国語における日中同形語の品詞のズレに関

する研究では，日中対照ばかりではなく，中国人日本語学習者の習得も対象にしてい

る。石・王（1983）および陳（2002b）は，日中両言語における品詞的なズレをめぐっ

て，学習者の習得状況を調査紙によって検討し，同形同義語の品詞使用が母語の中国

語に強く干渉されていることを示唆した。日本語能力が上級レベルに達しても品詞的

なズレを完全に習得できていないものの，学習年数あるいは滞日年数が増えるにつれ

習得が進むことから（陳, 2002b），学習者の日本語能力が同形同義語の品詞習得に貢献

していることがうかがえる。しかし，以上の２つの研究の調査項目をみると，「衰弱」

「激怒」のように『旧試験』に入っていない語が多く存在しており，学習者にとって
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未習の語である可能性が高いことから，中国語を母語とする日本語学習者は，こうし

た未習の語を判断する際に，中国語の知識に基づくほかなかったとも考えられる。し

たがって，こうした可能性を排除するには，目標言語の語彙使用頻度および難易度を

統制し，日常生活でよく使われる語彙を調査項目とする必要がある。 

これに対して，張（2008）は文レベルで『旧試験』に掲載された同形同義語のみを

使用し，文法性判断テストを用いて考察した点で評価できる。しかし，次の３つの問

題点が挙げられる。第１に，品詞判断の基準が明記されていない。そのため，品詞判

断に対する信頼性が十分に保証されていない。第２に，タイプ分けを行う際に，日中

両言語で品詞がズレているかどうかのみに注目しているため，複数の品詞を持つ場合

には，この張（2008）の分類では，明確にタイプ分けができない。たとえば，「実用」

は日本語が名詞で，中国語が動詞と形容詞であり，表 5-5 のタイプ（1）とタイプ（3）

のいずれにも該当する。両分類に属してしまうので，日中両言語の品詞のズレを検討

するには不十分である。第３に，調査項目が少なく，加えて上級学習者だけに限定し

て調査を実施している。そのため，日本語能力の異なる学習者を比較することができ

ず，同形同義語の品詞性の習得の流れを概観できない。 

そこで，本章では，以上の先行研究の知見および残された課題を踏まえ，まず，第

２章で構築したデータベースを用いて，日中同形同義語の品詞を集合論の観点から「日

＝中」「日⊂中」「日⊃中」「日∪中」「日≠中」の５つのタイプに分類し，各分類が含む

日中同形同義語の語数を集計する。次に，以上の手続きで分類した日中同形同義語に

従って調査用のテストを作成し，日本語能力の異なる中国人日本語学習者を対象に調

査を行う。 
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5.4 日中同形語の品詞分類と集計 

本節では，まず，中国語の品詞について，日本語に該当する品詞名が見当たらない

場合について，例を挙げながら説明する。次に，日中同形同義語を取り出し，品詞に

よって分類する基準について述べる。そして最後に，各タイプの集計結果に基づいて

考察する。 

 

5.4.1 中国語の品詞 

第２章の２字漢字語のデータベースを構築する際，中国語の品詞情報については，

『現代漢語辞典（第５版）』および『現代漢語規範辞典（第１版)）に掲載されている

情報を用いた。２冊の辞書はともに，中国語の品詞を「名詞，動詞，形容詞，数詞，

量詞，代詞，副詞，介詞，連詞，助詞，嘆詞，擬声詞」の 12 種類に分けている。なお，

データベースに掲載した 2,058 語については，「助詞，嘆詞，擬声詞」に該当する項目

は無かったので，９種類の品詞を記録した。 

まず，日本語には該当しない中国語の品詞名としては，代詞，介詞，連詞が挙げら

れる。代詞とは，名詞，動詞，形容詞，数量詞，副詞の代わりに文中に用いられる語

である（『現代漢語辞典（第１版）』）。劉・潘・故（1996）によると，代詞には代称と

限定との２つの用法があり，代称は文中における文法的機能が名詞に相当するもので，

主に人や事物の代わりに働くに対し，限定は形容詞に相当するもので，他と区別し限

定する働きがある。例えば，データベースで 552 番の「各自 /ge4 zi4/」は，代詞であ

る。文中において名詞に相当するもので，人を指す場合が多い。例１での「各自」は

仕事でトラブルを起こした人たちを指すと考えられる。 

 

例１ 工作中出了问题，不能只责怪对方，要各自多做自我批评。 

                    代詞 
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訳文 仕事でトラブルが発生したら，たんに相手を責めるだけではなく，各自で反省

することが必要だ。 

（『現代漢語辞典』, p.463; 日本語は筆者の訳文） 

 

次に，介詞は，名詞や代名詞あるいは一部のフレーズの前に置かれて，フレーズを

構成し，動詞や形容詞を修飾するのに用いられる語である（劉・潘・故, 1996）。 

 

例２ 从北京出发经由南京到上海。 

              介詞  動 

訳文 北京を出発して，南京経由で上海に到着する。  

（『現代漢語辞典』, p.719; 日本語は筆者の訳文） 

 

例２の「经由」では，地名の「南京」が介詞フレーズを構成し，動詞である「到（到

着）」を修飾している。 

最後に，連詞は日本語の接続詞（または接続表現）に当たるものであり，単語，フ

レーズ，句をつなぐ役割を担う。２つまたはそれ以上の単語，フレーズ，句の間に存

在する何らかの関係を表す機能を持っている（劉・潘・故, 1996）。例３の「同時」で

あれば，連詞が２つの短い句を繋いで，並列の関係を表す。 

 

例３ 这是非常重要的任务，同时也是十分艰巨的任务。 

             連詞 

訳文 これは非常に重要な任務であり，同時に非常に難しい任務でもある。 

         （『現代漢語辞典』, p.1368; 日本語は筆者の訳文） 
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5.4.2 日中同形同義語の品詞分類 

本節では，第２章で抽出した日中同形同義語を日本語と中国語における品詞につい

て分類する。品詞の判断は，日本語の辞書５冊に掲載されている品詞情報を基にした。

３冊以上の情報が一致すれば，その語の品詞であると判断した。例えば，「印象」とい

う単語には，２冊の辞書の記述は「名詞・動詞」であるが，残りの３冊の辞書での記

述は「名詞」である。そのため，「印象」の品詞は「名詞」とした。なお，「特別」と

いう単語の記述には，５冊の辞書に載せてある情報は「名・形動」，「副・形動」，「副・

形動」，「名・形動・副」，「名・形動・副」と多様である。まず，「名詞」の用法は３冊

の辞書に掲載されている。「副・形動」の品詞も４冊の辞書で認められる。以上のこと

から，「特別」の品詞を「名・副・形動」とした。また，第２章で述べたように，中国

語の品詞については，『漢語辞典』と『規範辞典』の２冊に掲載された品詞情報をその

まま記録した。ただし，これら２つの辞書においては，92 語の品詞の記述が異なって

いたので，以下の集計から外した。最終的に，本研究では，1,071 語を対象に，日中の

品詞の対応関係に基づいて分類し，各タイプに属する同形同義語を集計した。 

 

5.4.2.1 集合論の観点から分類した５つの品詞対応タイプ 

前述の手順で，第２章で作成したデータベースに含まれている日中同形同義語 1,071

語を，品詞の対応関係によって，「日＝中」，「日⊂中」，「日⊃中」，「日∪中」，「日≠中」

の５つのタイプに分類した。日本語の品詞と中国語の品詞をそれぞれの同形同義語に

ついて１つの集合として考える。したがって，名詞，動詞，形容詞などの品詞が集合

の要素（element）となる。 

「日＝中」は，日中両言語で品詞が同じであることを示す。例えば，「椅子」は日中

同形語である。日本語でも中国語でも名詞であるため，「椅子」についての日中品詞の

包含関係は「日＝中」になる。 
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「日⊂中」は，日本語の品詞性が中国語の部分集合になっている。つまり，日中同

形同義語において，品詞が同じ部分もあるが，中国語に独自の品詞があることを意味

する。たとえば，「科学」という語は，中国語では名詞と形容詞との２つの品詞を持っ

ている。しかし，日本語では，「科学」に直接「な」をつけて形容動詞としては使われ

ない。「科学」の品詞の包含関係は，形容詞が中国語の品詞の集合に属する１つの要素

になるが（形容詞∈中），日本語の品詞の要素ではない（形容詞∉日）。 

その逆に，「日⊃中」は，日中両言語で同じ品詞もあるが，日本語に独自の品詞があ

ることを意味する。たとえば，「電話」という同形同義語は，日本語では名詞として使

われるほかに，「する」をつけて動詞としても使える。しかし，中国語では名詞として

しか使えず，動詞は日本語の集合には含まれる（動詞∈日）が，中国語の集合には含

まれない（動詞∉中）。  

「日∪中」は，日中両言語で一部の品詞を共有するが，同時にそれぞれ独自の品詞

を持っていることを示す。たとえば，「豊富」は，日本語で名詞と形容詞として使用さ

れる。しかし，中国語では動詞と形容詞として使用される。そのため，形容詞は日本

語と中国語の品詞の集合に含まれる（形容詞∈日⋁形容詞∈中）。一方，名詞は日本語

の集合に属しており（名詞∈日），動詞としての用法は中国語の集合にしか属していな

い（動詞∈中）ことになる。 

最後に，「日≠中」は日本語と中国語の品詞が全く異なることを意味する。たとえば，

「永遠」 は，日本語では形容詞として使われるが（形容詞∈日），中国語では副詞で

ある（副詞∈中）。日中両言語で共通する品詞性がないため，「永遠」の品詞の関係は

「日≠中」になる。 
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5.4.2.2 各タイプの集計結果および考察 

以上の手順で分類した５つのタイプに属する同形同義語の集計の結果を表 5-6 にま

とめた。本研究での集計結果および考察は，熊・玉岡（2014）に基づいて作成したも

のである。ただし，熊・玉岡（2014）は日本語と中国語における品詞の対応関係に焦

点を置いたものであり，言語間の意味的関係を考慮していないので，「丈夫」や「勉強」

のような言語間で意味が異なる同形語も含めて数が計算されている。これに対し，本

研究の目的は日中同形同義語の理解・習得を明らかにすることである。そこで，５つ

のタイプに属する語数を計算する際に，1,071 語の日中同形同義語のみ研究対象とし

た。 

表 5-6 に示したように，日中同形同義語の日本語と中国語における品詞の包含関係

は複雑である。日中両言語での品詞にズレがない「日＝中」に属する同形同義語は，

もっとも多く，637 語であり，1,071 語のうち，半分以上（59.48%）も占めている。こ

れらの語は，日中両言語での品詞の使用が同じであるため，母語知識を利用して容易

に習得できると考えられる。 

次に多かったのは，「日⊃中」であり，29.23%の割合で，312 語がある。そのうち，

日本語では名詞と動詞として使われ，中国語では動詞のみで使われる同形語が最も多

く，222 語があった。日本語では名詞と形容詞として使えるが，中国語では形容詞だ

けの同形同義語は 42 語であり，日本語では名詞と動詞として使用できるが，中国語で

は名詞だけでしか使えない語は 25 語であった。また，表 5-6 に示したように，「電話」

については，中国語では，「電話する」のように動詞として使用することはないので，

中国語を母語とする学習者には，なかなか受け入れられないであろう。なお，L1 の使

用範囲が L2 より狭い場合，最初は母語からの転移により使用に過小般化が起こるが，

その後，肯定証拠のインプットにより習得できるようになると予測される（Inagaki, 

2001）。ゆえに，「日⊃中」に属する語の理解は，初級段階の中国人日本語学習者にと

っては難しいが，日本語能力が上がるにつれ，習得できるようになると予想される。 
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表 5-6. 日中同形同義語の品詞の対応関係（合計 1,071 語） 

 

語
数

割
合

日
中

例

日
＝

中
63

7
59

.4
8%

名
詞

名
詞

・
動

詞
名

詞
・

形
容

動
詞

な
ど

名
詞

名
詞

・
動

詞
名

詞
・

形
容

詞
な

ど

椅
子

指
示

自
由

日
⊂

中
52

4.
86

%

名
詞

名
詞

名
詞

な
ど

名
詞

・
動

詞
名

詞
・

形
容

詞
名

詞
・

副
詞

な
ど

定
価

科
学

時
刻

日
⊃

中
31

2
29

.1
3%

名
詞

・
動

詞
名

詞
・

動
詞

名
詞

・
形

容
詞

な
ど

名
詞

動
詞

形
容

詞

な
ど

電
話

中
止

複
雑

日
∪

中
26

2.
43

%

名
詞

・
動

詞
名

詞
・

動
詞

名
詞

・
形

容
詞

な
ど

名
詞

・
副

詞
動

詞
・

介
詞

動
詞

・
形

容
詞

な
ど

苦
心

通
過

豊
富

日
≠

中
44

4.
11

%

名
詞

・
動

詞

名
詞

・
動

詞
名

詞
・

形
容

詞

な
ど

形
容

詞
・

副
詞

形
容

詞
副

詞

な
ど

一
致

徹
底

永
遠

品
詞

の
包

含
関

係

注
１

：
 表

に
描

か
れ

た
図

は
，

個
々

の
同

形
同

義
語

に
つ

い
て

，
日

本
語

と
中

国
語

の
品

詞
の

包
含

関
係

を
１

つ
の

集
合

と
し

注
2
：

 語
数

は
集

合
に

属
す

る
要

素
の

数
で

は
な

く
，

品
詞

の
包

含
関

係
に

属
す

る
個

々
の

日
中

同
形

同
義

語
の

総
数

を
示

す
．

日
中 中

日

日
中

日
中

日
中



112 

 

上の例で言えば，「電話」は『旧試験』では４級に属するので，早い段階で学習する

項目である。また，使用頻度が高いため，肯定証拠のインプットも多いであろう。し

たがって，「電話」を動詞として「電話する」と使用するのは，中上級学習者にとって

それほど難しくないと思われる。「電話」の他に，「散歩する」や「故障する」もこの

タイプに属する。こうした同形同義語を指導する際には，「天気がいいから，公園を散

歩しましょう」や「車が故障しているので，電車で行きます」のように，意味，音韻

など語レベルの知識ばかりでなく，語彙的な文法情報が含まれているテキストを学習

者に与えるべきであろう。大量の文レベルのインプットにより日本語の独自の品詞用

法を身に付けることができると考えられる。 

「日⊂中」および「日≠中」は 1,071 語に占める割合は大差がない，それぞれ 4.76％

（51 語）と 4.11％（44 語）である。「日⊂中」は前述した「日⊃中」と逆で，同形同

義語の品詞については，中国語の使用範囲がより大きく，独自の品詞性を持っている。

このタイプにおいては，日本語では名詞，中国語では名詞と形容詞あるいは名詞と動

詞という使われ方をする語が最も多く，それぞれ 26 語と 18 語であった。また，「日≠

中」に属する同形同義語の品詞性は，日中両言語で全く異なる。日本語では名詞であ

るが，中国語では形容詞となる同形同義語が 13 語，あるいは中国語では動詞となる同

形同義語が 9 語ある。張（2008）は，中国人学習者が上級になっても，L1 中国語から

の転移が見られ，そのうち，負の転移が最も強いのは，中国語では形容詞あるいは動

詞として使えるが，日本語では名詞としてしか使えない場合であると報告している。

名詞としての用法については日本語のインプットがあるので，特に指導しなくても習

得できると考えられる。しかし，動詞あるいは形容詞のような中国語の独自の品詞を，

そのまま日本語に転用すると誤用が生じる。このような語の習得には，目標言語であ

る日本語のインプットだけでは不十分であり，否定証拠も必要であると予想される。

そこで，まず，日本語と中国語の品詞情報を対照して覚えさせるのが効率的であろう。
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さらに，学習者の産出に誤用が観察される場合には，負のフィードバックを与えて，

学習者に日本語と中国語のズレに気づかせることも重要であろう。 

最後に，「日∪中」は，全体の割合が最も小さい。1,071 語の内，わずかに 26 語で，

2.43％しか占めていない。これら 26 語のうち，「便利」が『旧試験』に４級の語彙に

属する。残りの 25 語がすべて２級に属し，中級レベルの語がほとんどである。日中同

形同義語は基本義が日中両言語で一致するので，初級の中国人学習者であっても容易

に意味を推測できると思われる。このような語の指導については，松下（2002）は，

「語彙学習をモジュール化し，特に初級後半あたりから文法学習の進度よりも先行し

て習得を進めるようにする。」，そして「利用できる母語知識は早々に利用し，同時に

負の転移を意識的に克服するプログラムを設けるべきである」，と提案している。本研

究の分類の集計結果からみると，1,071 語の同形同義語のうち，「日∪中」は 2.43％し

か占めていない。従って，これらの 26 語を日本語能力試験の級のレベルにこだわら

ず，文字，発音，意味，品詞と中国語と異なる部分などのすべての情報が含まれた一

覧を作って，学習者に提示し，早い段階で負の転移を克服するように意識させるのが

良いであろう。 

 

5.5 集合論の観点から分類した５タイプの習得 

前節では，第２章の２字漢字語のデータベースを用いて，日本語の品詞情報および

日本語と対応する中国語の品詞情報を，集合論の観点から５つのタイプに分類し，計

量的に検討した。さらに，品詞性の包含関係を基に，中国人日本語学習者のこれらの

同形語の習得プロセスおよび難易度を予測し，学習法についても提案した。ただし，

品詞的なズレがあることが必ずしも誤用を引き起こす原因になるとは限らないので，

こうしたデータベースを基にした言語対照による推測のみでは，同形同義語の習得を

予想するには不十分である。同形同義語の使用頻度や中国人日本語学習者の日本語能
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力を統制して，分類ごとの習得難易度についてテストや実験で実証しなければならな

い。そこで，本節では，５つの品詞分類に従って調査用のテストを作成し，日本語能

力の異なる中国人日本語学習者を対象に調査を実施した。第１に，同形同義語を文レ

ベルで使用する場合，「日＝中」「日⊂中」「日⊃中」「日∪中」「日≠中」の５つの日中

両言語の品詞分類のタイプによって習得難易度がどのように異なるかを比較した。第

２に，学習者の語彙知識と文法知識が，これら５つのタイプの品詞分類の習得にどの

ように影響するかについて検討した。 

 

5.5.1 研究方法 

5.5.1.1 調査対象者 

 中国の大連外国語大学で日本語を専攻する２年生 46 名と３年生 119 名，合計 165 名

を対象に調査を実施した。調査対象者は 18 歳４ヶ月から 23 歳１ヶ月までの範囲で，

平均年齢が 20 歳６ヶ月（標準偏差は８ヶ月）であった。日本語学習歴は最短１年２ヶ

月で，最長２年２ヶ月，平均１年 10 ヶ月（標準偏差５ヶ月）であった。全員日本に留

学した経験はなかった。 

 

5.5.1.2 日本語の語彙知識と文法知識の測定 

5.5.1.2.1 語彙テスト 

調査対象者の語彙知識を測定するために，宮岡・玉岡・酒井（2011）の語彙テスト

を使用した。このテストは，例１に示したように，短文の空所に最も適切な語を入れ

る形の四者択一の問題である。名詞，動詞，形容詞の３つの品詞カテゴリーが設けら

れ，各品詞につき 12 語が選定されており，語種（和語，漢語，外来語）および『旧試

験』の配当級が統制されている。特に，漢語を選定するにあたり，中国語に存在しな
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いもののみ使用されている。さらに 12 語の機能語14も含めて，合計 48 問のテストに

なる。この語彙テストの信頼性を確認するために，宮岡・玉岡・酒井（2011）がクロ

ンバックのアルファ係数（Cronbach’s α）の指標を用いて，信頼性評価を行ったところ，

中国人日本語学習者 281 名で，α=.74 であった。本研究の 165 名の学習者に対する調

査では信頼性係数は α=.85 で，非常に高い信頼性を持つと言えよう。 

 

例１．最近，仕事が忙しくて，（  ）毎日を過ごしている。 

☑あわただしい □そそっかしい □たのもしい □あつかましい 

 

5.5.1.2.2 文法テスト 

文法知識を測定するテストとして，早川・玉岡（2015）によって開発されたテスト

を使用した。この文法テストは，形態素変化，局所依存と構造の複雑性の３つのカテ

ゴリーから成る。各カテゴリーにつき 12 問，合計 36 問で，語彙テストと同様に，四

者択一式の問題である。たとえば，「着て」「着って」「着いて」「着んで」から，１つ

正しい選択肢を選ばせるような，単語内の形態的変化に関する質問項目は「形態素変

化」に属する。また，局所依存とは，隣接する２つの単語が正しく共起しているかを

問う問題である。たとえば，形容詞「大きい」を動詞「広げる」と結びつける場合に，

「大きく」「大きいな」「大きい」「大きくて」のどれが正しいかを判断させる問題であ

る。最後に，構造の複雑性は例２に示したように，１つの文の中で離れたところに位

置する単語同士の共起関係についての理解を測定するものである。早川・玉岡（2015）

は，143 名の中国人日本語学習者のデータを基にこのテストの信頼性係数を算出して，

α=.82 という高い信頼性を得ている。本研究では，165 名のデータで分析したところ，

 
14 宮岡・玉岡・酒井（2011）では，『旧試験』の「文法的な「機能語」の分類リスト」（pp.151-

164）から，「～ではあるまいし」「～が早いか」「～を余儀なくされる」などの 12 項目を

抽出して，語彙テストの「機能語」下位カテゴリーのテスト問題が作られている。 
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信頼性係数が α=.75 で，早川・玉岡（2015）の信頼性を下回ったが，ある程度の信頼

性を示した。 

 

例２．私は昨日，（  ）宿題を手伝ってもらった。 

□兄が   ☑兄に   □兄を   □兄から 

 

5.5.1.3 品詞性テストの作成 

5.5.1.3.1 調査対象語の選定 

品詞テストでは，前節で分けた「日＝中」「日⊂中」「日⊃中」「日∪中」「日≠中」の

５つのタイプを用いて，表 5-7 でまとめたように，各タイプにつき８語，合計 40 語の

日中同形同義語を調査の対象とした（以下，調査対象語）。すべての語は，第２章で作

成した日中２字漢字語のデータベースから抽出したものである。 

 

表 5-7. 品詞テストの調査対象語 

 

 

５つのタイプの調査対象語を等質にするために，データベースに記録されている情

報を用いて語の使用頻度を，14 年分の朝日新聞（天野・近藤, 2000）と 11 年分の毎日

新聞（Tamaoka et al., 2017）の２つの新聞に基づいて統制した。一元配置の分散分析を

用いて検定した結果を表 5-8 にまとめた。 

 

日＝中 練習，運動，構成，証明，存在，自由，意外，不幸

日⊂中 科学，系統，現実，伝統，理想，民主，友好，衛生

日⊃中 電話，貿易，学問，結論，広告，提案，故障，勝負

日∪中 成功，尊敬，統一，努力，平均，失望，豊富，明確

日≠中 一般，合理，参考，実用，専制，優勝，混乱，徹底
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表 5-8. 各タイプの調査対象語の使用頻度（自然対数）の比較 

 

 

５つのタイプにおける語は，朝日新聞コーパスでの頻度[F(4, 35) = 1.02, ns]，毎日新

聞コーパスでの頻度[F(4, 35) = 0.36, ns]に有意差が見られなかった。したがって，これ

らの５つの品詞タイプの間における使用頻度には違いがないと考えられる。また，す

べての調査対象語は『旧試験』の４級から２級の語彙であった。 

 

5.5.1.3.2 調査文の作成 

 本研究では，中国人日本語学習者による日中同形同義語の文レベルでの使用を調べ

るために，品詞を示す形態素に関する四者択一のテストを作成した。テストは，修飾

語である対象語の正しい品詞を選択肢から選ぶものである。文構造など品詞以外の影

響要因を排除するために，調査文はすべて連体修飾節で構成され，対象語は被修飾語

直近の位置に配置した。たとえば，「豊富」は日本語では名詞と形容詞として使用され

るが，中国語では動詞と形容詞の２種類の品詞を持つ。形容詞としての使用は共通で

あるが，それ以外は日中両言語で異なる品詞である。そのため，「日∪中」に分類され

る。日本語では，例３のように，「豊富」には動詞としての機能はなく「～する」を直

接付加することはできないので「豊富にする」が正解であるが，中国人日本語学習者

であれば母語の影響で「～する」を直接つけて「豊富する」を選ぶ可能性がある。 

 

例３．子供の経験を（  ）イベントがたくさん行われている。 

   ☑豊富にする □豊富する □豊富な □豊富的な 

 

M SD M SD M SD M SD M SD

　朝日新聞 9.65 1.02 9.27 1.20 9.68 1.08 9.32 1.02 9.06 1.78

　毎日新聞 9.34 1.21 9.01 0.72 9.68 1.10 9.20 1.26 8.16 2.42

使用頻度
日＝中 日⊂中 日⊃中 日∪中 日≠中
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 一方，「努力」は日本語では名詞と動詞として使用されるが，中国語では動詞と形容

詞である。動詞として使用する場合，連体修飾節では，例４のように，「努力する」が

正解である。しかし，中国語では形容詞としても使うので，中国人日本語学習者は「努

力な」を選好する傾向があると推測される。 

 

 例４．夢をかなえることができるのは（  ）人だ。 

   □努力にする ☑努力する □努力な □努力的な 

 

日中両言語で形容詞性の有無に差異がある場合，中国人日本語学習者は「～な」と

「～的な」の区別が難しい。日本語の「～的」は前接語に対して形容詞性を付与する

機能を持っている。それに対し，中国語の「的（de）」は前部要素の品詞を変える機能

はない（王, 2012; 岸, 1969 など）。たとえば，「科学」という語は，日本語では名詞の

みで使用されるが，中国語では名詞と形容詞の２つの品詞を持ち，「日⊂中」に分類さ

れる。例５のように，日本語の「科学」には形容詞の機能がないことから，形容詞と

して使用するためには「～的」を付加して「科学的な」とする必要がある。しかし，

中国人日本語学習者は，母語の影響から，日本語の「科学」が形容詞性を持つと思い

込み，「～な」であるか「～的な」であるかの判断に迷うであろうと推測される。 

 

 例５．講演で説明があったように，これは非常に（  ）療法だといえる。 

    □科学にする □科学する □科学な ☑科学的な 

 

品詞性テストでは，選択肢を「～にする/にした」「～する/した」「～な」「～的な」

の４つに絞った。「～にする/にした」および「～的な」は名詞の知識を問うものであ

り，「～する/した」と「～な」は，それぞれ動詞と形容（動）詞を問うものである。表
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5-7 に示した５つのタイプにつき８語の調査対象語を選んで，合計 40 問の文を作成し

た。165 名のテスト結果の信頼性係数は α=.76 となり，信頼性を持つテストであると

言えよう。さらに，本調査では，同じパターンの選択肢が続くのを避けるために，語

彙テストの 48 問，文法テストの 36 問，品詞性テストの 40 問を合わせた 124 問を，ラ

ンダムに並べて，１つのテストとして実施した。 

 

5.5.2 結果と考察 

 本章で使用した語彙テスト，文法テストおよび品詞性テストの結果および信頼性係

数αを表 5-9 にまとめた。本節では，まず，中国人日本語学習者による５つのタイプ

の日中同形同義語の習得状況（習得難易度）を明らかにする。そして，それらの習得

に影響する諸要因を検討する。 

 

表 5-9. 各テストの平均，標準偏差，信頼性係数（Cronbach's α） 

 

 

5.5.2.1 各タイプの習得難易度 

５つのタイプの品詞分類にしたがって選択した各タイプの８語は，『旧試験』におけ

る配当級，朝日新聞および毎日新聞コーパスでの頻度の３つの基準で統制されている。

そこで，これら５つのタイプの間の語彙的特性に違いがないと考え，反復測定による

一元配置の分散分析を用いて習得状況を検討した。その結果，品詞タイプの主効果が

有意であった[F(4, 656) = 100.44, p < .001]。さらに単純対比（simple contrast）ですべて

の組み合わせで得点の違いを分析した。その結果，「日⊂中」と「日＝中」は有意な違

テスト 満点 M SD 最高点 最低点 信頼性係数(α)

語彙 48 29.90 7.44 45 11 .85

文法 36 21.72 5.33 35 8 .75

品詞性 40 25.16 5.45 35 7 .76
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いがなく，得点が最も高かった。また，「日⊃中」，「日∪中」，「日≠中」の順で有意に

難しくなっていた。平均，標準偏差，単純対比の結果は表 5-10 に示した。 

品詞性テストの結果は，「日≠中」の８点満点の平均得点（M = 3.99, 正答率は M = 

49.88%）が最も低く，次に低かったのは「日∪中」（M = 4.31, 53.88%）である。「日≠

中」（たとえば，「混乱」）は日本語と中国語における品詞が全く異なる同形同義語であ

り，「日∪中」（たとえば，「豊富」）は日中両言語で共有する品詞がある一方，それぞ

れ異なる品詞も持つ同形同義語である。前節では，中国語の品詞による誤用は学習者

がなかなか気づきにくいため，これら２つのタイプの習得が難しいと予測した。本テ

スト調査の結果はこの予測を支持するものであった。 

 

表 5-10. 反復測定による分散分析の結果（各タイプの満点は８点） 

 

 

 「日⊃中」（M = 4.69, 58.63%）には日中両言語で共有する品詞もあるが，日本語の

独自の品詞もある同形語である。王（2014）は，日本語の品詞使用範囲がより広い場

合は，誤用が生じないとしている。しかし，本テスト調査の結果，この「日⊃中」タ

イプ（たとえば，「電話」）の習得は，「日≠中」や「日∪中」ほど難しくないが，容易

に習得できるとまではいえないようである。さらに，中国人日本語学習者の作文コー

パスに基づいて調査した何（2015）では，日本語が名詞と動詞で，中国語が名詞であ

る場合は，母語の影響で中国語に存在しない動詞の使用を避ける傾向が見られると報

告しており，それも勘案すると，誤用が生じない原因はこのタイプの品詞が習得でき

M SD M SD M SD M SD M SD

6.12 1.58 6.05 1.50 4.69 1.67 4.31 1.69 3.99 1.42

 日＝中  日⊂中  日⊃中  日∪中  日≠中

 単純対比の結果：「日＝中」 ＝ 「日⊂中」 ＞ 「日⊃中」 ＞ 「日∪中」 ＞ 「日≠中」



121 

 

たからではなく，中国語の品詞をそのまま借用しても間違いにならないことにあると

思われる。 

最も得点が高かったのは「日＝中」（M = 6.12, 76.50%）と「日⊂中」（M = 6.05, 75.63%）

であった。「日＝中」（たとえば，「練習」）の平均が他の条件と比べて比較的高い得点

であったことから，先行研究の母語知識を利用して習得が進むという主張を支持して

いると言えよう。一方，「日⊂中」は中国語の品詞使用範囲がより広いため，中国語独

自の品詞で生じた誤用については日本語母語話者からの指摘がない限り修正するのは

難しいと，前節では予測した。品詞性テストの結果は予測に反して，「日⊂中」と「日

＝中」が同じくらいの正答率になった。「日⊂中」の調査項目は「科学，現実，友好」

などであり，日本語では名詞，中国語では名詞と形容詞の語であった。張（2008）の

調査結果によれば，このタイプの語の習得は困難であると推測されるが，本研究では

同様の結果は得られなかった。これについては，（１）中国語の形容詞としての用法が

抑制できた，（２）中国語の「的（de）」による正の転移が生じた，という２つの可能

性が考えられる。守屋（1995, p.48）によると，中国語では二音節形容詞の場合，修飾

される名詞も二音節であれば，形容詞と名詞の意味的な結びつきの強さによって「的

（de）」を入れる場合と入れない場合があるという。「日⊂中」に使用された品詞性テ

ストの項目を中国語に訳すと，「友好的な関係」以外は「的（de）」の付加が好まれる。

さらに，このタイプの各語の正答率をみると「友好」が最も低く，51.52%であった。

このことからも，「的（de）」による正の転移が生じた可能性が高いと言えよう。 

 以上のように，５つのタイプの習得難易度を計量的に検討したところ，「日＝中」の

正答率が最も高く，「日≠中」と「日∪中」は正答率が低いことが示され，前節の予測

が支持された。一方，「日⊂中」の得点が高かった点で予測と異なっていた。 
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5.5.2.2 各タイプの習得における日本語の語彙知識・文法知識との因果関係 

日本語の語彙を文レベルで正しく使用するには，まず品詞を正しく判別して，形態

素を変化させたり，付加したりするプロセスがある。そのために，品詞を判別する能

力，単語内での形態素変化，隣接する単語同士における局所的な依存関係などの日本

語の知識が必要であると推測される。そこで，本節では，中国人日本語学習者の語彙

知識と文法知識は，各タイプの日中同形同義語の品詞の習得とどのような関係を持つ

かを検証する。 

 

表 5-11 語彙および文法知識の下位項目間の相関 

注： * p < .05. *** p < .001.  

 

 まず，語彙知識の下位項目と文法知識の下位項目の間に，相関があるかどうかを検

証するために，相関分析を行った。分析結果は表 5-11 に示したように，いずれもある

程度強い相関があるといわれる 0.70 を下回っており，各下位項目の間に，強い相関は

ないと言えよう。語彙知識と文法知識の下位項目の間に 0.50 程度の相関があるものも

見られたが，そもそも日本語能力を想定した場合に，語彙と文法は相互に影響しあう

ものであり，まったく別個に存在するものと考えにくいであろう。 

そこで，語彙知識の名詞，動詞，形容詞と機能語の４つの下位カテゴリーと，文法

知識の形態素変化，局所依存と構造の複雑性の３つの下位カテゴリーを説明変数とし，

「日＝中」「日⊂中」「日⊃中」「日∪中」「日≠中」の各タイプを目的変数として，それ

1.名詞 －

2.動詞 0.62 *** －

3.形容詞 0.60 *** 0.60 *** －

4.機能語 0.55 *** 0.52 *** 0.59 *** －

5.形態素変化 0.55 *** 0.53 *** 0.52 *** 0.38 *** －

6.局所依存 0.50 *** 0.47 *** 0.50 *** 0.37 *** 0.53 *** －

7.構造の複雑性 0.32 *** 0.42 *** 0.41 *** 0.19 * 0.52 *** 0.52 ***

4 5 6

語彙

文法

1 2 3
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ぞれの得点を予測するステップワイズ法15による重回帰分析を行った。分析結果を表

5-12 にまとめた。 

 

表 5-12. 品詞性の習得を語彙知識と文法知識で予測する重回帰分析の結果 

 

注：N = 165. * p < .05. ** p < .01. *** p < .001. β は標準偏回帰係数，R2 は各タイプのス

テップワイズ法による重回帰分析の決定係数を示す．「－」はステップワイズ法によ

り除外された変数を示す． 

 

この重回帰分析における多重共線性を許容度（tolerance）と VIF（variance inflation 

factor）で診断した。高木（2012, p.161）によると，許容度が 0.10 以下または VIF が 10

以上であれば多重共線性が発生しているとされる。表 5-13 に示したように，品詞テス

トにかけた重回帰分析では，許容度はすべて 0.10 以上で，VIF は 10 以下であり，多

重共線性が生じていないことを確認した。語彙知識（名詞，動詞，形容詞，機能語）

と文法知識（形態素変化，局所依存，構造の複雑性）の下位カテゴリー間の相関係数

は 0.62 から 0.19 の範囲で，多重共線性が想定されるほどの強い相関は認められなか

った。 

 
15 ステップワイズ法では，有意でない説明変数を除外し，最適な重回帰式を自動的に出

力してくれるので，本研究ではステップワイズ法を使用した。 

β β β β β

語彙知識（満点48, M =29.90, SD =7.44）

      R
2

 名詞 － － 0.48 6.94 *** － － 0.33 3.73 *** 0.21 2.23 *

 動詞 0.37 4.43 *** － － 0.21 2.38 * 0.22 2.51 * 0.24 2.56 *

 形容詞 0.22 2.58 * － － 0.25 2.81 ** － － － －

 機能語 － － － － － － － － － －

文法知識（満点36, M =21.72, SD =5.45）

      R
2

 形態素変化 0.24 2.85 *** 0.17 1.98 * － － 0.22 2.58 * － －

 局所依存 0.23 2.71 ** 0.33 3.94 *** 0.44 6.20 *** 0.21 2.43 * 0.35 4.74 ***

 構造の複雑性－ － － － － － － － － －

0.17 0.19 0.19 0.14 0.12

0.28 0.23 0.17 0.23 0.16

変数

日＝中  日⊂中  日⊃中  日∪中  日≠中

t値 t値 t値 t値 t値
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表 5-13. 重回帰分析における多重共線性の検証 

 

注：灰色の部分はステップワイズによって除外された変数である。 

 

表 5-12 で示したように，「日＝中」については，日本語の語彙知識（R2 = .28）では，

動詞（β = .37）と形容詞（β = .22）が有意な説明変数となった。「日＝中」の調査対

象語の８項目のうち，５つが動詞で残りの３つが形容詞であった。日中両言語で品詞

が同じであるため，日本語としてこれらの語彙を覚えなくても母語の知識に依存する

ことで，正確に語を文中で使用できると考えられる。そのため，日本語の語彙知識が

関与していないと予測される。しかし，この予測に反して，学習者の日本語の動詞と

形容詞の知識がこのタイプの得点を予測していることが示された。これは，日本語の

動詞と形容詞の中には，中国語と同様の使い方を持つ語彙が存在するという知識があ

ってこそ，はじめて母語知識を転用することができるからではないかと考えられる。 

「日⊂中」は（R2 = .23），「日＝中」と同じレベルの正答率を示した。日本語の語彙

知識のうち，名詞（β = .48）が，このタイプの得点を有意に予測した。語彙テストで

は，漢語の他に，「あらすじ」のような和語や「ポスター」のような外来語の名詞が同

数含まれている。これらの名詞の知識が向上するのにともない，「日⊂中」のタイプの

許容度 VIF 許容度 VIF 許容度 VIF 許容度 VIF 許容度 VIF

語彙知識（満点48, M =29.90, SD =7.44）

      R
2

 名詞 0.53 1.89 1.00 1.00 0.53 1.89 0.61 1.63 0.61 1.63

 動詞 0.65 1.55 0.61 1.63 0.65 1.55 0.61 1.63 0.61 1.63

 形容詞 0.65 1.55 0.64 1.57 0.65 1.55 0.56 1.79 0.56 1.79

 機能語 0.61 1.65 0.69 1.44 0.61 1.65 0.64 1.56 0.64 1.56

文法知識（満点36, M =21.72, SD =5.45）

      R
2

 形態素変化 0.72 1.39 0.72 1.39 0.72 1.39 0.72 1.39 0.72 1.39

 局所依存 0.72 1.39 0.72 1.39 1.00 1.00 0.72 1.39 1.00 1.00

 構造の複雑性 0.69 1.45 0.69 1.45 0.80 1.25 0.69 1.45 0.80 1.25

0.17 0.19 0.19 0.14 0.12

0.28 0.23 0.17 0.23 0.16

変数

日＝中  日⊂中  日⊃中  日∪中  日≠中
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得点も高まるという重回帰分析の結果から考えると，前節で述べた中国語の「的（de）」

の使用による正の転移（「科学」と「的な」）が生じたことも考えられるものの，むし

ろ「日⊂中」のタイプの語が日本語の名詞として習得されていると考えるほうが自然

であろう。 

「日∪中」と「日≠中」では，日本語の名詞と動詞の両方の知識の向上とともに，

正答率が高くなる傾向がみられた。これらの２つのタイプは，日中両言語における対

応関係は異なるものの，品詞性テストでは，「成功する」，「尊敬する」などの動詞の知

識を問うものと，「実用的な」「豊富にする」のように「名詞＋的／にする」を問うも

ののように，両タイプには同様の品詞類が含まれている。品詞性テストでは同様の知

識が問われているため，類似した習得パターンが見られたのであろう。 

ところが，「日⊃中」では他の４つのタイプと異なる傾向が現れた。このタイプの語

彙は，日本語では名詞と動詞として使われるが，中国語では名詞としてのみ用いられ

る。品詞性テストでは「電話する」，「提案する」の使用を問う形であった。L1 の使用

範囲が L2 より狭い場合，肯定証拠のインプットにより習得できるようになる（Inagaki, 

2001）と考えれば，このタイプの語彙は学習者の動詞の知識が増加するにつれ，習得

できるようになると考えられる。やはり，動詞が有意にこの種の語彙の理解を予測し

ていた。加えて，日本語と中国語の両言語では，形容詞として使用されていないにも

かかわらず，形容詞が有意な説明変数となった。動詞と形容詞の相関係数は 0.60 （p 

< .001）であり，２つの品詞にある程度強い関係があるからではないかと思われる。 

さらに，表 5-12 に示したように，語彙知識だけでなく，文法知識も同形同義語の品

詞の習得に貢献していた。とりわけ，局所依存は 5 つのタイプの習得のいずれにも有

意な説明変数であった。局所依存は，隣接する語との関係を見出す能力である。つま

り，「故障」が「車」を修飾する場合，まず「故障」が漢語動名詞で，「車」が名詞で

あることを判別した上で，「故障」に「～した」をつけ「故障した車」にする，といっ
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た操作ができる知識であり，これが５つの品詞タイプの使用に貢献していた。局所依

存の他に，形態素変化の知識も要求されるが，「日＝中」「日⊂中」「日∪中」では，形

態素変化が有意な説明変数となったのに対し，残りの２つでは同様の結果は得られな

かった。 

最後に，機能語と構造の複雑性の知識はいずれもこれら５つのタイプの品詞習得に

貢献していなかった。本研究で使用した語彙テストでは，「～を皮切りに」や「～に至

るまで」など形態素変化を持たない語は機能語としたが，こうした機能語の知識は同

形同義語の品詞の使用に直接に関連していないと考えられる。また，構造の複雑性が

有意にならなかったのは，品詞テストの調査文がすべて連体修飾節で構成されていた

からであろう。 

 

5.5.3 総合考察 

本節では，日中同形同義語の日本語と中国語における品詞の対応関係について，集

合論の観点から５つのタイプに分けて，165 名の中国人日本語学習者を対象に日本語

のテスト調査を行い，「日＝中」「日⊂中」「日⊃中」「日∪中」「日≠中」の各品詞タイ

プの習得状況および日本語の語彙知識と文法知識がそれぞれどのように品詞の習得に

影響しているかを検討した。 

５つのタイプのうち，「日＝中」，「日⊂中」，「日∪中」の同形同義語の文レベルでの

使用は，語彙の品詞に関する知識および文法知識の形態素変化と局所依存に支えられ

ていることが分かった。また，各タイプの品詞性の習得状況に大きな違いが見られた。

「日≠中」の得点が最も低く，次に低いのは「日∪中」であった。「日⊃中」は以上の

２タイプの習得ほど難しくはないが，正答率が 58.63％で，やはり容易に習得できるも

のではなかった。「日⊂中」は「日＝中」と同程度の高い正答率を示した。これらの正

答率の違いはやはり中国語との品詞の対応関係に起因すると考えられる。特に，「日⊂
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中」と「日⊃中」の２つのタイプの構成は単一であり，前者の８語は日本語が名詞，

中国語が名詞と形容詞であり，後者の８語は日本語が名詞と動詞，中国語が名詞であ

る。張（2008）が示した日本語が名詞で中国語が動詞または形容詞の同形同義語の習

得が困難で，日本語が動詞，中国語が名詞の語の習得が簡単であるという結果によれ

ば，「日⊃中」の正答率は「日⊂中」より高いはずである。しかし本研究の結果は，「日

⊂中」の正答率が高く，日本語では動詞，中国語では名詞として用いられる場合より，

日本語では名詞，中国語では形容詞として使用される場合のほうが習得されやすい傾

向が見られた。 

L2 の語彙習得モデルを構築した Jiang（2000）によれば，L2 の語彙習得過程は，次

の３つの段階を経るという。第１に，L2 の書字的な情報が表象されている段階（the 

formal stage），第２に，L1 の意味情報および語彙的統語情報がそのまま L2 にコピーさ

れている段階（L1 lemma mediation stage），第３に，L2 の意味情報，語彙的統語情報と

形態的特徴が統合される段階（L2 integration stage）である。L2 の語彙習得では，第２

段階で化石化が生じやすく，第３段階にまで辿り着けないことが多いと Jiang は述べ

ている。特に，言語間で意味類似性の高い語彙（real friends）では，L1 の知識が容易

に活用できるため，L2 の意味概念を新たに構築しようという意識が生じ難く，化石化

が起こりやすいと考えられる。この知見を同形同義語の習得に適応してみると，日中

間の漢字表記語の類似性が非常に高いので，中国人日本語学習者は，容易に語彙が学

習でき，また正しく運用できるとみなしてしまいがちである。そして，両言語の品詞

の違いや動詞の活用（形態素変化）などの言語情報に気づかず，第３段階の L2 の語彙

的統語情報の統合まで到達できない場合が多いと考えられる。実際，本研究で取り上

げた５つのタイプで考えると，最も正答率が高い場合でも 76.50%でしかなかったこと

から，この Jiang（2000）の語彙習得過程を大枠で支持していると言えよう。 
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しかし，Jiang（2000）の語彙習得過程は，あくまで L1 と L2 の類似性から推論して，

両言語における語彙が類似し過ぎている場合には，第２段階で化石化が起きやすいと

考え，第３段階に到達することは容易ではないとしている。ところが，本研究の重回

帰分析の結果では，日本語の語彙知識と文法知識が，５つのタイプの同形同義語を文

レベルで運用するのに貢献していることを示した。このことは，L1 の中国語の語彙と

文法の知識が影響しながらも，L2 の日本語の語彙と文法の知識が蓄積されるにつれ，

日本語での語彙的統語情報（i.e. 品詞情報）についても習得が進み，同形同義語も文

レベルで正確に活用できるようになることを示唆している。 
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第６章 総論 まとめおよび今後の課題 

 

6.1 各章のまとめ 

 中国語を母語とする日本語学習者は，漢字を母語で使用しているので，漢字語の習

得は非漢字圏の学習者よりも有利であると言われている。とりわけ，表記と意味の両

方が言語間で同じ語，いわゆる日中同形同義語が多く存在し，日中同形の２字漢字語

に占める割合が最も高い（文化庁, 1978 など）。こうした同形同義語は，語彙処理研究

では同根語（cognate）とも呼ばれている。これに対し，言語間で表記が異なる語は非

同根語である。アルファベット言語を用いるバイリンガルを対象とした研究では，同

根語は非同根語よりも認識されやすいという同根語促進効果（cognate facilitation）が

報告されている（Caramazza & Brones, 1979; Lemhöfer & Dijkstra, 2004 など）。こうした

研究成果に基づいて，バイリンガル相互活性化プラス（Bilingual interactive activation 

plus, BIA+）モデルが提案され（Dijkstra & van Heuven, 2002），欧米諸語のバイリンガ

ルのメンタルレキシコンの構造が明らかにされつつある。一方，言語体系が異なるも

のの，同じ漢字表記を使用する中日バイリンガルの語彙処理研究では，同根語促進効

果が報告されているものの（玉岡・宮岡・松下, 2002 など），こうした同根語が中日バ

イリンガルの脳内でどのように記憶されており，L1 中国語と L2 日本語がこれらの同

根語の処理においてどのように影響するかは明らかではない。 

さらに，仮に日中同形同義語が迅速に知覚されるとしても，文中で使用されると，

日中両言語で語彙的統語情報が異なる場合があるため，必ずしも正しく運用されると

は限らない。たとえば，「混乱」は日中同形同義語である。日本語では「する」をつけ

て動詞として使われるが，中国語では動詞性がなく，形容詞として使われる。こうし

た語彙的統語情報の違いによって生じる誤用は，繰り返し観察されている（張, 2009 な
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ど）。日本語教育や習得研究では，1980 年代から日中同形同義語の語彙的統語情報の

ズレに焦点を当てた研究が活発に行われてきた（石・王, 1983; 侯, 1997; 王, 2014 な

ど）。しかし，それらのほとんどが，記述的な日中対照研究にとどまっている。また，

たとえ中国語を母語とする日本語学習者の習得状況を明らかにすることを意図した研

究であっても，研究対象となっている語彙の日中両言語間での特性の統制が適切にで

きていなかったり，語彙特性の統制に関する情報が欠如していたりするなど，適切に

検証されているかどうか判断し難い場合が多い。そのため，中国人日本語学習者によ

る日中同形同義語の習得・理解の全容を把握するためには，多様な日本語能力をもつ

中国語話者を対象に，複数の視点から，語彙特性を十分に考慮して検討すべきであろ

う。 

そこで，本研究は日中同形同義語に焦点を置き，中級から超上級の中国人日本語学

習者を対象に，（１）事象関連電位（Event-related potentials, ERPs）を計測する脳波実

験，（２）文中の語彙処理過程における視線軌跡を追う視線計測実験，および（３）習

得過程における複数の要因の因果関係を見いだすための大規模なテスト調査，の３つ

の手法を用いて以下の課題を検証した。 

第１に，日中同形同義の漢語名詞の処理過程における L1 中国語と L2 日本語の影響

関係を検証した。第２に，日中同形同義の漢語動詞に関する L1 中国語の語彙的統語

情報が L2 日本語の文の認知処理にどう関与しているかを明らかにした。第３に，日

中両言語における品詞の対応関係に基づいて，集合論の観点から分けた５つのタイプ

の日中同形同義語の品詞の習得状況およびその習得に影響する諸要因を解明した。な

お，これらの認知処理実験およびテスト調査に入る前に，実証研究の基礎となる刺激

の語彙特性を統制するために，日本語と中国語の語彙諸特性を含む日中同形２字漢字

語のデータベースを作成した。 
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6.1.1 データベースの作成（第２章） 

 第２章では，2,058 語の日本語の２字漢字語が掲載されたデータベースを作成した。

これら 2,058 語は『日本語能力試験出題基準』（2007，改定版４刷，『旧試験』） の＜

文字・語彙＞の４級から２級までの語彙から抽出したものである。各見出し語に対し

て，日本語の表記，読み，５冊の国語辞典に掲載された品詞情報，『旧試験』における

出題基準級，14 年分の朝日新聞における使用頻度（天野・近藤, 2000）および 11 年分

の毎日新聞における使用頻度（Tamaoka et al., 2017）をデータベースに記載した。加え

て，各見出し語に対応する中国語の表記（簡体字），読み（ピンイン），２冊の中国語

国語辞典に書かれている品詞情報および日本語との意味的関係（文化庁, 1978；張, 1987）

を記録した。このように，実験材料を作成する際に必要とする日本語と中国語におけ

る語彙諸特性の情報を揃えた日中２字漢字語のデータベースを使用することで，本研

究の目的とした日中同形同義語の理解および品詞習得を実証研究によって検討できる

ようになった。さらに，このデータベースを漢字語研究だけではなく，日本語の教育

研 究 に も 活 用 さ れ る よ う ， Web 上 で 公 開 し た （ 于 ・ 玉 岡 , 2015, 

http://kanjigodb.herokuapp.com/）。 

 

6.1.2 日中同形同義の漢語名詞の処理（第３章） 

 第３章では，上級または超上級の中国人日本語学習者（以下，中日バイリンガル）

を対象に，日本語の語彙性判断課題を遂行中の事象関連電位（ERP）を計測し，日中

同形同義の漢語名詞（以下，日中同根語）の処理メカニズムを明らかにし，表記が完

全に一致する日中同根語が中日バイリンガルの脳内でどのように記憶されているかを

検討した。具体的には，「火山」や「学校」のような日中同根語の処理過程においては，

L1 中国語と L2 日本語がどのように機能しているかについて，日本語と中国語の使用

頻度を操作して，L2 日本語の語彙性判断課題で実験を行った。 
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実験の結果，日中同根語が非同根語よりも迅速に判断され，処理負荷が小さいこと

が分かった。日中同根語の反応時間においては，非同根語に観察された書字的複雑性

による抑制効果は見られなかった。日中同根語が日本語のみではなく，中国語におい

ても同様に使われており，非同根語よりも実際の使用頻度が高いため，同根語の漢字

が全体として一つのユニットとして認識され，画数のような漢字の細部の情報は影響

しなくなるからではないかと考えられる。これは，日本語母語話者への音声呈示によ

る２字漢字語の書き取り実験において，使用頻度の高い漢字語については画数の影響

が見られないが，使用頻度の低い漢字語については画数の影響がみられることを報告

した玉岡・高橋（2013）の研究と合致する。 

また，玉岡他（2002）では，日中同根語の２字漢字語の処理においては，日本語と

中国語の音韻的類似性は影響しなかったことが報告されている。本実験で使用した語

彙性判断課題では，直接には音声出力が要求されないため，音韻表象が賦活されたと

しても，同根語の処理に影響するほど強く活性化されなかったと思われる。同様の結

果は，中国語の処理研究（Zhou & Marslen-Wilson, 2000）や中日バイリンガルの漢字語

処理（茅本, 2002）でも観察されており，表意文字の処理の一つの特徴と言えるであろ

う。 

さらに，本研究で注目した同根語の語彙処理過程では L1 中国語と L2 日本語の影響

関係を見出すために，L1 中国語と L2 日本語の頻度効果を基準にして，日中同根語の

反応時間と脳波測定によって得られた N400 の結果を併せて検討した。反応時間にお

いては，L1 中国語の使用頻度の増加にともない，L2 日本語の頻度効果が小さくなっ

た。一方，意味処理負荷に関わる電位 N400 については，L1 中国語の使用頻度と L2 日

本語の使用頻度に交互作用はなく，ともに頻度が高いほど N400 の振幅が小さいこと

が観察された。語彙性判断課題に要する反応時間と 400 ミリ秒前後における電位 N400

の結果を総括すると以下のように想定されよう。まず，N400 の結果からみると，L1 中
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国語および L2 日本語の語彙使用頻度が合算されて日中同根語の意味的な認知を促進

したと思われる。しかし，日中同根語の語彙処理過程全般を示す反応時間でみると，

L1 中国語と L2 日本語の使用頻度の情報は競合関係にあり，一方の頻度効果が他方の

頻度に左右されることが想定されよう。アルファベット表記を使用する言語のバイリ

ンガルと異なり，中日バイリンガルの脳内に記憶されている日中同根語は，両言語に

おける表記が完全に一致していても，２つの言語における書字表象が密接に繋がって

記憶されていることが示唆された。 

 

6.1.3 日中同形同義の漢語動詞で作られた日本語の文処理（第４章） 

第４章では，中国語の語彙的統語情報が，日中同形同義の漢語動詞を用いた日本語

の文処理に与える影響を明らかにするために，視線計測の手法を駆使して，中日バイ

リンガルに日本語の文の正誤判断課題を実施した。実験では，中国語と日本語におけ

る受動態の使用頻度を語彙的統語情報の指標として操作し，日本語では受動態として

頻繁に使用されるが，中国語では受動態としてほとんど使われない日中同形同義の漢

語動詞（たとえば，「指示」）を実験群とし，日本語においても中国語においても，受

動態として頻繁に使われる日中同形同義の漢語動詞（たとえば，「逮捕」）を統制群と

した。その結果，文全体の処理では，実験群の受動態の反応時間が長く，正答率も低

かった。中国語では受動態としてほとんど使われないという語彙的統語情報は，日本

語の文処理に抑制的に影響したことを示した。また，本研究が注目した同形同義の漢

語動詞で作成した動詞句（述部）の処理においては，実験群の視線停留時間は統制群

よりも長かった。とりわけ，この視線停留時間の差は，読みの初期段階の処理を表す

初回読み時間においても観察された。これは，非目標言語の中国語の語彙的統語情報

が読み処理の早い段階で活性化されて，目標言語が日本語の文処理に影響を与えたこ

とが示唆された。BIA+モデルのようなバイリンガルの語彙処理モデルを構築，または
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修正するときに，語彙的統語情報（レンマレベル）も考慮に入れて検討すべきであろ

う。 

 

6.1.4 日中同形同義語の品詞習得（第５章） 

 第３章では日中同形同義の漢語名詞について語レベルの処理過程を検討した。また，

第４章では，日中同形同義語の文レベルでの使用においては，単語の表記と意味のみ

ではなく，L1 の中国語の語彙的統語情報も関与していることを実証した。なお，これ

らの２つの研究は，いずれも超上級の日本語学習者を対象としたものであり，日中両

言語での品詞の使用が同じものに限定して検討してきた。日本語能力がまだ上達して

いない中級の中国人日本語学習者は，日中同形同義語をどのように習得しているか，

とりわけ，文レベルでは，日本語と中国語における品詞が異なる同形同義語でも正し

く使用できるかについてはまだ明らかではない。そこで第５章では，まず日本語と中

国語の同形同義語を，品詞の対応関係に基づいて集合論の観点から５つのタイプに分

類した。次に，これらの５つのタイプを用いて，中級の中国人日本語学習者を対象に

テスト調査を行い，各タイプの日中同形同義語の品詞の習得状況および影響要因を明

確にした。 

 まず，分類についてだが，ここでは，第２章で構築したデータベースに記録されて

いる２冊の中国語の辞書における品詞の記述が一致した 1,071 語の同形同義語を対象

に，両言語での品詞の相違に基づいて，次の５つのタイプに分けて集計した。（１）「日

＝中」: 日中両言語で品詞が完全に同じである同形同義語の数が最も多く，1,071 語の

うち 637 語で，59.48%を占めた。（２）「日⊃中」: 両言語で同じ品詞もあるが，日本

語に独自の品詞があったのは，313 語で，29.23％を占めた。（３）「日⊂中」: 日中両

言語において，品詞が同じ部分もあるが，中国語に独自の品詞もあったのは，51 語で，

4.76%であった。（４）「日≠中」: 日本語と中国語の品詞性が全く異なる同形語は 44 語
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で，4.11%であった。（５）「日∪中」: 両言語で共通する品詞性もあるが，日本語と中

国語でそれぞれに独自の品詞があったのは，26 語で，2.43%であった。 

次に，以上の手続きで分類した５つのタイプを用いて，四者択一のテストを作成し，

中国国内の大学に在籍する中級レベルの中国人日本語学習者に対して，語彙テストと

文法テストとともに，調査を実施した。調査の結果，「日＝中」と「日⊂中」は得点が

高かった。残りの３つのタイプは，「日⊃中」，「日∪中」，「日≠中」の順で低くなった。

加えて，これら３つのタイプの正答率がすべて 60％以下であったので，中国人日本語

学習者にとって，日中同形同義語は表記と意味が同じであっても，品詞が異なれば，

習得が難しいことがうかがえる。また，「日＝中」「日⊂中」「日∪中」の文レベルでの

使用は，いずれも各タイプに関連した日本語の品詞の知識および形態素変化と局所依

存の文法知識が貢献していることが分かった。 

 

6.2 日本語教育への示唆 

 以上にまとめたように，本研究では，中日バイリンガルの語彙処理過程における L1

中国語の機能，そして日中同形同義の漢語動詞で作成された日本語の文処理における

L1 中国語の統語情報の影響，さらに，中級から上級の日本語能力を持つ中国人日本語

学習者（中国大連外国語大学の２・３年生）の日中同形同義語の品詞の習得状況およ

びそれに影響する諸要因を解明した。本節では，こうした研究成果を踏まえ，中国人

日本語学習者向けの日本語教育現場への示唆を述べる。 

 本研究の結果から，中国人日本語学習者が超上級になっても，L1 中国語の影響から

逃がれられないことが分かった。L1 中国語の語彙情報が L2 日本語と共通する場合に，

促進効果が生じる（第３章）のに対し，L1 中国語に存在しないあるいはほとんど使わ

れない情報を L2 日本語の情報として理解するときには，学習者にとって理解し難く

くなり，抑制効果が生じる（第４章）。そこで，漢字圏日本語学習者，とりわけ中国人
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日本語学習者に漢字語の学習を指導する際には，日本語の漢字語彙の習得を重視する

と同時に，母語知識を上手く利用しつつ誤用を避けるために，学習法を工夫する必要

があろう。 

超上級レベルの中日バイリンガルの結果から見ると（第３章），日中両言語で表記・

意味・品詞が同じ（同形・同義・同品）漢字語の平均正答率は 98.54%であった。同形

同義同品の漢字語は，日中両言語間で同様に使用されるので，中国語母語話者には学

習しなくても正しく使うことができると思われがちである。しかしながら，第５章の

調査では，中級レベルの中国人日本語学習者の場合は，日中両言語で同形同義同品の

「日＝中」タイプであっても，平均正答率は 76.50%でしかなく，超上級と比べてかな

り低かった。やはり，同形同義同品の語が L1 中国語に存在するからといっても，必ず

しも母語知識のみで正しく理解できるとは限らないようである。日中両言語で，漢字

語の書字，意味，品詞すべてが同じであっても，日本語の語彙として習得できていな

くては，正しく理解できないようである。 

そこで，日中両言語で同形同義同品の漢字語については，学習の早い段階で中国人

日本語学習者に明示したほうが効率的であろう。加えて，本研究で集計した 1,071 語

の日中同形同義語の 59.48%は言語間で品詞が同じ語である。したがって，中国人日本

語学習者は初級の段階で，1,071 語のうち，半分以上の漢字語を正しく利用できるよう

になると思われる。また，「日≠中」，「日⊂中」および「日∪中」の学習法については，

日中の品詞情報を対照しながら覚えさせ，誤用が観察される場合に否定のフィードバ

ックを与えるべきであろう。第５章で，「日⊃中」については大量の文例を学習者に与

えることを提案したが，品詞テスト調査の結果からみると，文の構造的な複雑性は同

形同義語の習得に関与しない傾向がみられた。そのため，むしろ文レベルのテキスト

を学習者に提示するよりも，「努力する人」や「実用的な技能」のような短く覚えやす
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い句を提示することで，日本語における品詞性を記憶させ，形態素変化と局所依存の

能力を身につけさせたほうが効率的であろう。 

 

6.3 今後の課題 

 本研究では，中級から超上級の中国語を母語とする日本語学習者による日中同形同

義語の習得および認知処理の全般を，心理言語学的な実験的アプローチおよび理解テ

ストを用いて検証した。しかし，本研究に残された課題がある。それらは，以下の４

点にまとめられよう。 

１点目は，日中２字漢字語のデータベースの語彙情報を拡充することである。本研

究の第２章で構築したデータベースでは，日中言語間の意味的関係を文化庁（1978）

と張（1987）に従って分類した。しかし，同一の語に複数の語義が存在し，それぞれ

の語義の親密度が異なる場合に，どのように分類すべきか検討しなくてはならない。

また，日本語と中国語の表記を記録したが，表記が完全に一致するものは判断できる

が，表記が一致しない語については，日本語と中国語の表記がどの程度で類似してい

るかについての検討も必要であろう。言語間意味的・書字的類似性が高くなるにつれ

語が認知されやすいという知見がある（Dijkstra et al., 2010）。それならば，意味および

書字の一致・不一致の分類のみではなく，言語間意味的・書字的類似性についても，

中日バイリンガルの主観的な評定を連続変数として扱い，語彙処理の研究を展開すべ

きであろう。 

２点目は，語彙的統語情報の活性化の発生経路を見いだすことである。音声的な産

出のプロセスを説明する WEAVER++モデル（Roelofs, 1992; Levelt et al., 1999）では，

意味表象が活性化されてから，レンマでの語彙的統語情報の活性化が起きると想定さ

れる（日本語での説明は，玉岡, 2013 を参照）。アルファベット表記を用いる言語の語

彙産出では，絵を見て単語の意味が想起されるまでは 175 ミリ秒と推定され，意味表
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象からレンマに到達するまでは約 75 ミリ秒かかると推定されている（Indefrey & Levelt, 

2004）。これに対して，本研究の第４章で観察された語彙的統語情報の影響は，視線計

測の初回読み時間に見られた。初回読み時間は初期段階での認識処理の過程を示すと

想定されている。そのため，レンマレベルでの活性化は意味統合の前に生じた可能性

がある。そう考えると，語彙の認知処理においては，語彙的統語情報は，早い段階で

活性化されると考えられる。Levelt et al.（1999）の語彙処理モデルは，語彙の産出モ

デルであるため，概念が先行して統語情報が付加されると思われるが，視覚提示され

た文の知覚から始まる認知処理では，最後に来る動詞において，意味と統語情報がほ

ぼ同時に活性化された可能性もあろう。文レベルでの日中同形同義語が動詞として使

用された場合の統語と意味情報の活性化については，さらなる検証が必要である。 

３点目は，日中同形語の品詞の習得過程を日本語能力全般で総括的に検討すること

である。本研究の第５章では，中級レベルの日本語学習者を対象にテスト調査を行い，

集合論の観点から分類した５つのタイプの同形同義語の品詞の習得状況，および品詞

の習得に影響する要因を明らかにした。その結果，「日⊃中」の習得メカニズムでは，

日中の両者に関係しない品詞も影響していた。なぜこのタイプだけが異なった結果と

なったのか追加調査が必要である。また，本研究は，張（2008）が報告している品詞

による習得の難易度とは異なる傾向を示した。これは，調査の対象となった中国語母

語話者の日本語能力の違いに起因する可能性がある。これらを明らかにするために，

より詳細な品詞分類に目を向け，上級および超上級の日本語能力を有する学習者を含

めた習得過程全般にわたる調査を行う必要があろう。また，同形同義語の品詞の習得

において，学習者の語彙知識と文法知識の他に影響していると思われる要因を検討す

る必要もあろう。 

 最後に，４点目は，本研究で得られた成果を，準漢字圏である韓国人日本語学習者

やベトナム人日本語学習者にどの程度適用できるかといった普遍性を検討することで，
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中国語を母語とする日本語学習者だけではなく，準漢字圏日本語学習者にも有益な示

唆を与えることが期待される。 
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○
－

S

17
21

判
子

は
ん
こ

名
名

名
名

名
21

1
33

2
－

－
－

－
－

－
－

17
22

反
抗

は
ん
こ
う

名
・自
サ

名
・自
サ
変

名
・ス
自

名
・自
サ
変

名
・自
ス
ル

63
4

79
8

2
反
抗

fa
nk

an
g

動
動

○
－

S

17
23

犯
罪

は
ん
ざ
い

名
名

名
名

名
12

69
4

21
23

2
2

犯
罪

fa
nz

ui
動

動
○

S
S

17
24

万
歳

ば
ん
ざ
い

名
・自
サ
・感

感
・名

名
感
・名
・自
サ

変
感
・名

83
6

11
8

2
万
岁

w
an

su
i

名
・動

名
・動

○
－

S

17
25

判
事

は
ん
じ

名
名

名
名

－
29

08
52

21
2

－
－

－
－

－
－

－

17
26

反
省

は
ん
せ
い

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

14
10

4
11

73
5

2
反
省

fa
nx

in
g

動
動

○
－

S

17
27

判
断

は
ん
だ
ん

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

61
01

3
64

03
3

2
判
断

pa
nd

ua
n

名
・動

動
×

S
S

17
28

番
地

ば
ん
ち

名
名

名
名

名
41

6
28

4
2

－
－

－
－

－
N

－

17
29

半
島

は
ん
と
う

名
名

名
名

名
15

08
12

51
2

半
岛

ba
nd

ao
名

名
○

－
S

17
30

犯
人

は
ん
に
ん

名
名

名
名

名
11

50
2

74
23

2
犯
人

fa
nr

en
名

名
○

－
S
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漢
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一
致
性

文
化
庁

対
比
辞
典

17
71

風
景

ふ
う
け
い

名
名

名
名

名
69

60
79

77
2

风
景

fe
ng

jin
g

名
名

○
－

O

17
72

風
船

ふ
う
せ
ん

名
名

名
名

名
80

4
68

5
2

－
－

－
－

－
－

－

17
73

夫
婦

ふ
う
ふ

名
名

名
名

名
13

94
1

13
50

8
2

夫
妇

fu
fu

名
名

○
S

－

17
74

不
運

ふ
う
ん

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

名
ナ
ノ

名
・形
動

名
・形
動

39
5

84
7

2
－

－
－

－
－

－
－

17
75

不
可

ふ
か

名
・造
語

接
頭
・名

名
・接
頭

名
名

37
5

11
68

2
不
可

bu
ke

動
・助

動
×

－
－

17
76

武
器

ぶ
き

名
名

名
名

名
14

66
9

11
78

4
2

武
器

w
uq

i
名

名
○

S
S

17
77

普
及

ふ
き
ゅ
う

名
・自
サ

名
・自
サ
変

名
・ス
自
他

名
・自
他
サ

変
名
・自
ス
ル

13
06

1
12

83
8

2
普
及

p
uj

i
動

動
○

S
S

17
78

附
近

ふ
き
ん

名
名

名
名

名
14

05
1

13
41

4
2

附
近

fu
jin

名
・形

名
・形

○
－

S

17
79

副
詞

ふ
くし

名
名

－
名

名
28

22
2

副
词

fu
ci

名
名

○
S

S

17
80

複
写

ふ
くし
ゃ

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

46
3

36
3

2
复
写

fu
xi

e
動

動
○

－
S

17
81

複
数

ふ
くす
う

名
名

名
名

名
13

40
2

16
32

4
2

复
数

fu
sh

u
名

名
○

－
S

17
82

服
装

ふ
くそ
う

名
名

名
名

名
23

29
18

43
2

服
装

fu
zh

ua
ng

名
名

○
S

S

17
83

不
潔

ふ
け
つ

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

名
ナ
ノ

名
・形
動

名
・形
動

11
4

12
3

2
－

－
－

－
－

－
－

17
84

不
幸

ふ
こ
う

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

名
・ダ
ナ

名
・形
動

名
・形
動

16
57

26
02

2
不
幸

bu
xi

ng
名
・形

名
・形

○
S

S

17
85

符
号

ふ
ご
う

名
名

名
名

名
22

8
64

2
符
号

fu
ha

o
名

名
○

－
S

17
86

夫
妻

ふ
さ
い

名
名

名
名

名
80

44
73

02
2

夫
妻

fu
qi

名
名

○
S

S

17
87

武
士

ぶ
し

名
名

名
名

名
73

0
16

13
2

武
士

w
us

hi
名

名
○

S
O

17
88

無
事

ぶ
じ

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

名
・ダ
ナ

名
・形
動

名
・形
動

29
44

53
65

2
－

－
－

－
－

N
－

17
89

部
首

ぶ
し
ゅ

名
名

名
名

名
35

45
2

部
首

bu
sh

ou
名

名
○

－
S

17
90

夫
人

ふ
じ
ん

名
名

名
名

名
97

92
58

63
2

夫
人

fu
re

n
名

名
○

S
－

17
91

婦
人

ふ
じ
ん

名
名

名
名

名
71

44
30

95
2

妇
人

fu
re

n
名

名
○

N
S

17
92

不
正

ふ
せ
い

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

名
・ダ
ナ

名
・形
動

名
・形
動

11
98

8
22

21
8

2
－

－
－

－
－

－
－

17
93

不
足

ふ
そ
く

名
・＜
な
＞
・

自
サ

名
・自
サ
変
・

形
動

名
ナ
ノ
・ス
自
名
・形
動
・自

サ
変

名
・形
動
・自

ス
ル

21
16

8
19

64
6

2
不
足

bu
zu

動
・形

動
・形

○
S

－

17
94

附
属

ふ
ぞ
く

名
・自
サ

名
・自
サ
変

名
・ス
自

名
・自
サ
変

名
・自
ス
ル

61
83

50
00

2
附
属

fu
sh

u
動
・形

動
・形

○
S

S

17
95

舞
台

ぶ
た
い

名
名

名
名

名
25

99
7

28
55

3
2

舞
台

w
ut

ai
名

名
○

S
S
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性

文
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辞
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18
36

別
荘

べ
っ
そ
う

名
名

名
名

名
25

00
11

01
2

－
－

－
－

－
－

－

18
37

別
々

べ
つ
べ
つ

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

ダ
ノ
ナ

名
・形
動

名
・形
動

66
1

15
34

2
－

－
－

－
－

N
－

18
38

変
化

へ
ん
か

名
・自
サ

名
・自
サ
変

名
・ス
自

名
・自
サ
変

名
・自
ス
ル

32
88

6
24

12
6

2
变
化

bi
an

hu
a

動
動

○
S

O

18
39

変
更

へ
ん
こ
う

名
・他
サ

名
・自
他
サ

変
名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

19
53

8
20

26
7

2
变
更

bi
an

ge
ng

動
動

○
S

S

18
40

編
集

へ
ん
し
ゅ
う

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

16
24

4
26

88
5

2
－

－
－

－
－

N
－

18
41

便
所

べ
ん
じ
ょ

名
名

名
名

名
43

3
18

3
2

便
所

bi
an

su
o

名
名

○
N

－

18
42

方
角

ほ
う
が
く

名
名

名
名

名
32

9
25

7
2

－
－

－
－

－
N

－

18
43

方
言

ほ
う
げ
ん

名
名

名
名

名
12

37
84

5
2

方
言

fa
ny

an
名

名
○

S
S

18
44

冒
険

ぼ
う
け
ん

名
・自
サ

名
・自
サ
変

名
・ス
自

名
・自
サ
変

名
・他
ス
ル

24
48

30
00

2
冒
险

m
ao

xi
an

動
動
・形

×
S

S

18
45

方
向

ほ
う
こ
う

名
名

名
名

名
30

27
3

23
02

8
2

方
向

fa
ng

xi
an

g
名

名
○

S
S

18
46

報
告

ほ
う
こ
く

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

50
14

3
69

74
6

2
报
告

ba
og

ao
名
・動

名
・動

○
S

O

18
47

防
止

ぼ
う
し

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

19
59

7
27

93
1

2
防
止

fa
ng

zh
i

動
動

○
－

S

18
48

方
針

ほ
う
し
ん

名
名

名
名

名
82

00
3

76
48

5
2

方
针

fa
ng

zh
en

名
名

○
S

S

18
49

宝
石

ほ
う
せ
き

名
名

名
名

名
16

58
12

19
2

宝
石

ba
os

hi
名

名
○

S
S

18
50

包
装

ほ
う
そ
う

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

15
56

15
97

2
包
装

ba
oz

hu
an

g
名
・動

名
・動

○
－

S

18
51

法
則

ほ
う
そ
く

名
名

名
名

名
63

1
88

7
2

法
则

fa
ze

名
名

○
S

S

18
52

包
帯

ほ
う
た
い

名
名

名
名

名
32

4
24

5
2

－
－

－
－

－
－

－

18
53

膨
大

ぼ
う
だ
い

名
・自
サ

名
・形
動
・自

サ
変

名
ナ
ノ
・名
・

ス
自

形
動

形
動
・名
・自

ス
ル

24
8

29
31

2
膨
大

pe
ng
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動

動
○

－
S

18
54
包
丁
・庖
丁

ほ
う
ち
ょ
う

名
名

名
名

名
20

40
28

68
2

－
－

－
－

－
－

－

18
55

防
犯

ぼ
う
は
ん

名
名

名
名

名
12

43
37

28
2

防
范

fa
ng

fa
n

動
動

○
－

－

18
56

豊
富

ほ
う
ふ

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

ダ
ナ

名
・形
動

名
・形
動
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09
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55

2
丰
富

fe
ng

fu
動
・形

動
・形

○
S

S

18
57

方
法

ほ
う
ほ
う

名
名

名
名

名
39

74
3

28
21

5
2

方
法

fa
ng

fa
名

名
○

S
S

18
58

方
々

ほ
う
ぼ
う

名
名

名
名

名
40

34
41
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2

－
－

－
－

－
N

－

18
59

方
面

ほ
う
め
ん

名
名

名
名

名
26

18
25

22
2

方
面

fa
ng

m
ia

n
名

名
○

S
S

18
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訪
問

ほ
う
も
ん

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

35
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9
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4
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访
问

fa
ng

w
en

動
動

○
S
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無
数

む
す
う

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

ダ
ノ
ナ

名
・形
動

名
・形
動

28
2

11
85

2
无
数

w
us

hu
動
・形

動
・形

○
S

O

19
07

無
駄

む
だ

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

名
・ダ
ナ

名
・形
動

名
・形
動

12
40

52
78

2
－

－
－

－
－

N
－

19
08

夢
中

む
ち
ゅ
う

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

名
ナ
ノ
・名

名
・形
動

名
・形
動

41
8

17
62

2
－

－
－

－
－

－
－

19
09

無
料

む
り
ょ
う

名
名

名
名

名
14

16
6

22
03

5
2

－
－

－
－

－
N

－

19
10

明
確

め
い
か
く

名
・＜
な
・に

＞
名
・形
動

ダ
ナ

名
・形
動

名
・形
動

29
77

17
57

6
2

明
确

m
in

gq
ue

動
・形

動
・形

○
－

S

19
11

名
作

め
い
さ
く

名
名

名
名

－
16

46
23

06
2

名
作

m
in

gz
uo

名
名

○
N

－

19
12

名
刺

め
い
し

名
名

名
名

名
19

14
13

47
2

名
刺

m
in

gc
i

名
名

○
－

S

19
13

名
詞

め
い
し

名
名

－
名

名
14

9
11

3
2

名
词

m
in

gc
i

名
名

○
S

O

19
14

名
所

め
い
し
ょ

名
名

名
名

名
13

26
15

43
2

－
－

－
－

－
N

－

19
15

迷
信

め
い
し
ん

名
名

名
名

名
21

1
13

7
2

迷
信

m
ix

in
動

名
・動

×
－

S

19
16

名
人

め
い
じ
ん

名
名

名
名

名
50

81
19

10
9

2
名
人

m
in

gr
en

名
名

○
S

S

19
17

名
物

め
い
ぶ
つ

名
名

名
名

名
12

72
15

09
2

名
物

m
in

gw
u

名
名

○
－

－

19
18

銘
々

め
い
め
い

名
名

名
名

名
23

15
2

－
－

－
－

－
－

－

19
19

命
令

め
い
れ
い

名
・他
サ

名
・自
他
サ

変
名
・ス
他

名
・他
サ
変

名
・他
ス
ル

90
16

13
45

4
2

命
令

m
in

gl
in

g
名
・動

名
・動

○
S

S

19
20

迷
惑

め
い
わ
く

名
・＜
な
＞
・

自
サ

名
・自
サ
変
・

形
動

名
ナ
ノ
・ス
自
名
・自
サ
変
・

形
動

名
・自
ス
ル
・

形
動

57
98

62
83

2
迷
惑

m
ih

uo
動
・形

動
・形

○
D

D

19
21

目
上

め
う
え

名
名

名
名

名
11

1
13

8
2

－
－

－
－

－
－

－

19
22

目
下

め
し
た

名
名

名
名

名
71

4
54

5
2

目
下

m
ux

ia
名

－
○

－
－

19
23

目
印

め
じ
る
し

名
名

名
名

名
45

5
36

8
2

－
－

－
－

－
－

－

19
24

眩
暈

め
ま
い

名
名

名
名

名
37

6
15

2
眩
晕

xu
an

y
un

動
動

○
－

S

19
25

目
安

め
や
す

名
名

名
名

名
27

78
35

62
2

－
－

－
－

－
－

－

19
26

免
許

め
ん
き
ょ

名
・他
サ

名
・他
サ
変

名
・ス
他

名
名
・他
ス
ル

51
26

62
86

2
－

－
－

－
－

－
－

19
27

免
税

め
ん
ぜ
い

名
・他
サ

名
・自
サ
変

名
・ス
他

名
・自
他
サ

変
名
・自
他
ス

ル
17

61
45

6
2

免
税

m
ia

ns
hu

i
動

動
○

－
S

19
28

面
積

め
ん
せ
き

名
名

名
名

名
79

46
58

53
2

面
积

m
ia
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添付資料Ⅱ 日中同形同義の漢語名詞の処理実験で使用した被験者の背景調

査紙（第３章） 

 

日本語能力自己評価 

 

1. 生年月日__________年________月________日    

 

2. 性別： 男 ・ 女 

 

3. 母語_____________第２言語_______________第３言語____________ 

 

4. 幼い頃，家でどの言語を使いましたか？ （方言も含む） 

_____________________________________________________________________ 

 

5. いつ，どこで日本語と接するようになりましたか（例えば：学校，海外旅

行，テレビなど）？_________________________________________________ 

 

6. いつから日本語を勉強し始めましたか？__________年________月 

 

7. いつ日本に来ましたか？__________年________月 

 

8. 日本語能力試験N1に合格しましたか？____________________   

 

9. あなたが一日中中国語と日本語をどれくらい使っているか(たとえば，日本

語40%, 中国語60%)？その他の言語も使っている場合は書いてください。 

日本語_____________中国語_______________そのほか____________ 
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10. 自分が持っている各言語の能力を１から７までの７段階で評価してくださ

い。あなたが（少しでも）できる言語をすべて記入してください。  

 

11. 一日中各言語をだいたいどの程度使っているを同様に，７段階で評価して

ください。 

 

  

言語 どれほど理解

できるか 

1:全く理解で

きない 

～ 

7:よく理解で

きる 

会話力 

1:全くでき

ない 

～ 

7:ネイティ

ブレベル 

聴解力 

1:全くで

きない 

～ 

7:ネイテ

ィブレベ

ル 

ライティン

グ 

1:全くでき

ない 

～ 

7:ネイティ

ブレベル 

読解力 

1:全くでき

ない 

～ 

7:ネイティ

ブレベル 

中国語      

日本語      

英語      

その他      

言語 会話 

1全くしゃべ

らない～ 

7よくしゃべ

る 

聴解 

1全く聞かない 

～ 

7よく聞く 

ライティング 

1全く書かな

い～ 

7よく書く 

読解 

1:全く読まない 

～ 

7よく読む 

中国語     

日本語     

英語     

その他     
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添付資料Ⅲ 日中同形同義の漢語名詞の処理実験の刺激材料（抜粋） 

日中同根語 

 

 

注：使用頻度の数値は使用頻度を自然対数に変換したものである 

 

No 表記 朝日新聞 毎日新聞 中国語の頻度 画数 音韻的距離

1 著者 9.28 9.46 6.16 19 7

2 午前 11.69 11.26 6.57 13 9

3 同僚 8.71 8.70 6.63 20 9

4 笑顔 8.83 9.79 6.76 28 7

5 正午 9.21 8.69 7.65 9 9

6 公害 8.92 8.06 8.12 14 5

7 天皇 9.56 9.37 8.53 13 9

8 来年 10.61 10.65 8.76 13 3

9 郊外 8.90 8.70 8.85 14 7

10 感想 8.69 9.29 8.99 26 8

11 国籍 9.21 9.07 9.21 28 9

12 警官 8.77 8.68 9.27 27 8

13 日程 9.95 9.69 9.42 16 9

14 限度 8.72 8.08 9.48 18 7

15 犯人 9.35 8.91 9.55 7 6

16 瞬間 8.68 9.11 9.69 30 3

17 友人 9.70 9.56 9.74 6 6

18 大人 9.35 9.69 9.98 5 8

19 家族 10.78 10.96 10.03 21 5

20 宇宙 9.20 9.85 10.06 14 7

21 少女 9.02 9.33 10.18 7 7

22 住所 8.81 9.76 10.19 15 3

23 原理 8.60 8.84 10.22 21 5

24 要素 9.02 8.69 10.24 19 4

25 以内 9.70 9.74 10.28 9 3

26 最初 9.84 10.09 10.33 19 9

27 名人 8.53 9.86 10.33 8 7

28 歌手 8.82 9.03 10.35 18 5

29 国民 11.49 11.48 10.55 13 5

30 都市 10.29 10.50 10.58 16 5
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注：使用頻度の数値は使用頻度を自然対数に変換したものである 

 

 

 

No 表記 朝日新聞 毎日新聞 中国語の頻度 画数 音韻的距離

31 外国 10.43 10.57 11.92 13 7

32 患者 10.61 10.58 12.06 19 5

33 大学 10.86 11.06 12.18 11 8

34 金融 10.61 11.34 12.24 24 9

35 以下 10.13 10.30 12.31 8 4

36 市民 10.76 10.62 12.33 10 1

37 教室 9.26 9.30 10.47 20 9

38 上旬 8.94 8.84 10.57 9 12

39 魅力 9.33 9.66 10.58 17 6

40 深夜 9.10 8.86 10.61 19 5

41 血液 8.64 8.74 10.63 17 8

42 途中 9.49 9.89 10.64 14 9

43 博士 8.53 8.98 10.65 15 9

44 性格 9.28 8.70 10.68 18 9

45 金属 8.54 8.61 10.71 20 7

46 当日 8.64 8.86 10.72 10 11

47 下旬 9.69 9.45 10.85 9 9

48 表面 8.86 8.94 10.93 17 9

49 宗教 9.45 9.38 10.99 19 12

50 印象 9.41 9.68 11.09 18 8

51 文字 8.85 9.20 11.10 10 5

52 医学 8.67 8.89 11.22 15 8

53 期限 9.40 9.62 11.22 21 7

54 森林 8.61 8.58 11.26 20 2

55 中旬 9.58 9.25 11.28 10 10

56 生物 8.79 9.24 11.30 13 8

57 人生 9.61 9.95 11.32 7 8

58 短期 8.78 8.71 11.36 24 5

59 今日 9.59 9.51 11.51 8 9

60 地点 8.92 8.52 11.52 15 7
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非同根語 

 

 

注：使用頻度の数値は使用頻度を自然対数に変換したものである 

 

 

No 表記 朝日新聞 毎日新聞 中国語の頻度 画数 音韻的距離

121 今回 11.01 11.33 - 10 -

122 仕事 10.97 10.74 - 13 -

123 言葉 10.88 10.93 - 19 -

124 自宅 10.87 10.57 - 12 -

125 子供 10.85 11.09 - 11 -

126 相手 10.56 10.75 - 13 -

127 試合 10.54 11.59 - 19 -

128 以降 10.54 10.79 - 15 -

129 段階 10.53 10.13 - 21 -

130 映画 10.53 10.86 - 17 -

131 役割 10.28 9.92 - 19 -

132 生徒 10.27 10.13 - 15 -

133 番組 10.20 10.31 - 23 -

134 直後 10.04 10.01 - 17 -

135 名前 9.98 9.85 - 15 -

136 今度 9.85 9.07 - 13 -

137 料金 9.84 9.56 - 18 -

138 部屋 9.75 9.89 - 20 -

139 建物 9.70 9.29 - 17 -

140 障害 9.69 10.65 - 24 -

141 息子 9.68 9.77 - 13 -

142 基盤 9.62 9.16 - 26 -

143 部品 9.58 8.98 - 20 -

144 直前 9.56 9.53 - 17 -

145 無料 9.56 10.00 - 22 -

146 支店 9.51 8.97 - 12 -

147 日付 8.32 7.37 - 9 -

148 仲間 9.48 9.47 - 18 -

149 週間 9.80 10.02 - 23 -

150 会社 11.70 11.73 - 13 -
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注：使用頻度の数値は使用頻度を自然対数に変換したものである 

 

 

 

No 表記 朝日新聞 毎日新聞 中国語の頻度 画数 音韻的距離

151 欠陥 8.37 8.35 . 14 -

152 行方 9.21 9.77 . 10 -

153 物語 9.09 9.62 . 22 -

154 中身 9.07 8.59 . 11 -

155 値段 9.04 8.16 . 19 -

156 気分 9.04 9.00 . 10 -

157 未満 8.91 9.17 . 17 -

158 書類 8.86 9.24 . 28 -

159 観客 8.86 9.18 . 27 -

160 仕方 8.86 8.99 . 9 -

161 屋根 8.39 8.35 . 19 -

162 氏名 8.81 9.51 . 10 -

163 知人 8.80 8.96 . 10 -

164 先日 8.44 8.59 . 10 -

165 主役 8.72 8.50 . 12 -

166 近所 8.70 8.72 . 15 -

167 役所 8.67 7.97 . 15 -

168 給料 8.63 7.93 . 22 -

169 回数 8.59 8.88 . 19 -

170 具合 8.59 7.97 . 14 -

171 食料 8.55 8.68 . 19 -

172 芝居 8.43 8.33 . 14 -

173 知恵 8.53 8.58 . 18 -

174 本物 8.40 8.22 . 13 -

175 為替 8.51 8.95 . 21 -

176 課長 9.79 9.44 . 23 -

177 気配 8.48 7.97 . 16 -

178 都心 8.47 8.36 . 15 -

179 家賃 8.46 7.87 . 23 -

180 敷地 8.45 8.44 . 21 -



190 

 

無意味語 

 

 

 

 

 

 

No 表記 朝日新聞 毎日新聞 中国語の頻度 画数 音韻的距離

241 亜腕 - - - - -

242 湾哀 - - - - -

243 挨話 - - - - -

244 惑圧 - - - - -

245 宛和 - - - - -

246 嵐論 - - - - -

247 録暗 - - - - -

248 囲浪 - - - - -

249 労威 - - - - -

250 胃老 - - - - -

251 錬依 - - - - -

252 連異 - - - - -

253 維裂 - - - - -

254 逸列 - - - - -

255 芋霊 - - - - -

256 涙因 - - - - -

257 厘員 - - - - -

258 運亜 - - - - -

259 泳領 - - - - -

260 遼易 - - - - -

261 駅良 - - - - -

262 悦慮 - - - - -

263 粒沿 - - - - -

264 閲硫 - - - - -

265 媛旅 - - - - -

266 律鉛 - - - - -

267 略煙 - - - - -

268 柳応 - - - - -

269 乱欧 - - - - -

270 横仮 - - - - -
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No 表記 朝日新聞 毎日新聞 中国語の頻度 画数 音韻的距離

271 翌岡 - - - - -

272 穏沃 - - - - -

273 腰仮 - - - - -

274 架揺 - - - - -

275 夏挙 - - - - -

276 蚊与 - - - - -

277 誘瓦 - - - - -

278 諭戒 - - - - -

279 拐弥 - - - - -

280 皆訳 - - - - -

281 塊門 - - - - -

282 柿冶 - - - - -

283 拡耗 - - - - -

284 楽銘 - - - - -

285 掛鳴 - - - - -

286 夢矛 - - - - -

287 鹿漫 - - - - -

288 滑曼 - - - - -

289 枕渇 - - - - -

290 刈膜 - - - - -

291 缶昧 - - - - -

292 巻奔 - - - - -

293 乾没 - - - - -

294 冠朴 - - - - -

295 款貌 - - - - -

296 監傍 - - - - -

297 忘簡 - - - - -

298 丸訪 - - - - -

299 岐邦 - - - - -

300 忌浅 - - - - -
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添付資料Ⅳ 日中同形同義漢語動詞の受動態の処理実験の刺激材料（第４

章） 

 

 

  

刺激語 能動文 受動文

実験群

比較 候補者を公正に比較した。 候補者が公正に比較された。

指導 花子を適切に指導した。 花子が適切に指導された。

募集 学生を新たに募集した。 学生が新たに募集された。

指示 部下を事前に指示した。 部下が事前に指示された。

開放 博物館を定期的に開放した。 博物館が定期的に開放された。

適用 規則を部分的に適用した。 規則が部分的に適用された。

準備 資料を計画的に準備した。 資料が計画的に準備された。

執筆 小説を定期的に執筆した。 小説が定期的に執筆された。

収穫 リンゴを大量に収穫した。 リンゴが大量に収穫された。

反省 失敗を大いに反省した。 失敗が大いに反省された。

統制群

逮捕 健二をすでに逮捕した。 健二がすでに逮捕された。

否定 花子を完全に否定した。 花子が完全に否定された。

誤解 太郎を完全に誤解した。 太郎が完全に誤解された。

警告 次郎をただちに警告した。 次郎がただちに警告された。

推薦 次郎を最初に推薦した。 次郎が最初に推薦された。

解放 健二を先に解放した。 健二が先に解放された。

調査 原因をさらに調査した。 原因がさらに調査された。

延長 期限を大幅に延長した。 期限が大幅に延長された。

加熱 魚を事前に加熱した。 魚が事前に加熱された。

圧縮 空気を半分に圧縮した。 空気が半分に圧縮された。

確認 数値を新たに確認した。 数値が新たに確認された。

応用 発明を実際に応用した。 発明が実際に応用された。
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添付資料Ⅴ 日本語の語彙能力テスト（第４章と第５章） 

 

次の文の(      )に入れることばとして正しいものはどれですか。４つの中から１つ

だけえらんで、□に✓を書いて下さい。       

 

1. 彼のスピーチは、結婚式に(     )内容の、いいスピーチだった。   

  □ おびただしい    □ ふさわしい 

  □ おとなしい        □ まぎらわしい 

      

2. 学校の休憩時間に教室で、(     )担任の先生のまねをしていたら、その先生が教室

に入ってきてびっくりした。     

  □ なまけて        □ ふかめて 

  □ つたえて        □ ふざけて 

      

3. (     )野菜を食べないのは体に良くない。     

  □ きらいなくせに        □ きらいだといえば 

  □ きらいだからといって       □ きらいなだけあって 

      

4. 心配する両親をなんとか(     )、ようやく留学することができた。  

  □ 説得して    □ 承知して 

  □ 承認して    □ 説明して 

 

5. 太っている私と違って、彼女はとても(     )から、体にぴったりした服がよく似合

う。 

  □ スタイルだ        □ モニターだ 

  □ スマートだ        □ モデルだ  
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6. 材料費が値上がりしたため、我が社は商品の値上げを(     )。   

  □ 余儀なくさせた      □ 余儀なくされた 

  □ 余儀なくした        □ 余儀なくできた  

 

7. 昨年、日本国内はひどい(     )のため倒産する会社が多かった。   

  □ 不利   □ 反感 

  □ 不況   □ 非行 

      

8. あの建物はとてもおしゃれで(     )。     

□ モーターだ         □ ハンサムだ 

  □ モダンだ        □ バランスだ    

  

9. あの人はすぐに怒り出すから、近づかないほうが(     )だ。   

  □ 平気     □ 平凡 

  □ 無事     □ 無難 

      

10. 「火事だ」と(     )、彼は外へ飛び出して行った。    

  □ さけび次第      □ さけぶが早いか 

  □ さけぶ最中に     □ さけぶうちに 

      

11. この服は(    )が小さすぎて、私には着られない。    

  □ サイクル    □ カロリー 

  □ サイズ    □ カラー  

     

12. 人の命ほど(     )ものはない。     

  □ 大切な     □ 利口な 

  □ 慎重な     □ 的確な 
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13. マラソンで 2 位だった選手が 1 位の選手を追い抜いて、(     )に立った。  

  □ ナンバー     □ トップ 

  □ レベル     □ ワット 

      

14. 今から(     )、成績の悪い私が大学に合格するのは無理だろう。   

  □ 勉強したところで       □ 勉強するところで 

  □ 勉強したところが       □ 勉強するところを 

      

15. 私の(     )は、旅行と映画鑑賞です。     

  □ 良識   □ 好意 

  □ 主観   □ 趣味 

      

16. 私が会社の金を盗んだと彼は言ったらしいが、それはまったく(     )、私は絶対

にそんなことはしていない。     

  □ でこぼこで    □ あわれで 

  □ あたりまえで   □ でたらめで 

 

17. あの山の(     )に家があるのが見えますか。     

  □ てっぺん    □ みき 

  □ あたま    □ こずえ 

      

18. こども(     )、大学生のあなたがひとりで旅行できないわけないでしょう。 

  □ とはいえ         □ ながらに 

  □ にもかかわらず      □ ではあるまいし 

      

19. 今週の月曜日から新しい新聞小説が(     )。     

  □ スターした      □ オープンした 

  □ オーケーした    □ スタートした 
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20. 靴のひもが(     )歩きにくいので、結びなおした。    

  □ ほろびて     □ やぶれて 

  □ はなれて     □ ほどけて    

  

21. あのスーパーでは、食料品から洋服(     )何でも売っている。   

  □ にわたって         □ にわたる 

  □ に至っては        □ に至るまで 

      

22. 昨日は給料日だったので、レストランで一番値段が高い料理を(     )。  

  □ 発言した      □ 発表した 

  □ 注文した      □ 要請した    

  

23. 父は教師として 40 年の(     )がある。     

  □ キャプテン   □ ベテラン 

  □ プロ         □ キャリア 

      

24. こんなにひどい雨では、試合は(     )。     

  □ 中止せざるをえない □ 中止するには及ばない 

  □ 中止するにすぎない □ 中止しない 

      

25. 駅までの道順は(     )、口で説明するのは難しいので、地図を描きましょう。 

  □ やむをえなくて     □ うらやましくて 

  □ うっとうしくて     □ ややこしくて 
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26. 最近、うちの会社はもう儲(もう)かっているので、今年になって給料がわずかに

(     )。 

  □ アップした       □ キャッチした 

  □ カットした       □ オーバーした 

      

27. その歌手は、今日の大阪でのコンサートを(     )、いつものように全国ツアーに

出かける。 

  □ きっかけに      □ もとに 

  □ 皮切りに      □ 契機に 

 

28. 彼は入社してまだ 3 年目だが、あっという間に(     )、今は課長だ。  

  □ 上昇して      □ 出世して 

  □ 出張して      □ 上級して 

      

29. 洪水のため、電力の供給が一時的に(     )。     

  □ コピーした       □ コントロールした 

  □ ストップした     □ ドライブした 

      

30. 最近疲れ気味だが、今日は体の(     )がいいので、散歩に出かけるつもりだ。 

  □ 情勢              □ 都合 

  □ 機嫌              □ 調子 

      

31. 個性的な彼女は、着ているもの(     )ふつうの人とは少し違う。   

  □ にしては       □ のわりに 

  □ から言うと       □ からして 
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32. 兄は(     )性格だから、感情に左右されずにいつも合理的に物事を判断する。 

  □ ショックな       □ オートマチックな 

  □ シックな       □ ドライな 

      

33. あの二人の間には、意見の(     )がある。     

  □ すきま    □ すじ 

  □ ずれ        □ すり 

      

34. 友達が手伝ってくれたおかげで、仕事が(     )。     

  □ はかどった       □ ちぢんだ 

  □ なおった        □ はかった 

      

35. 小学生たちが、学外授業で裁判所を(      )。     

  □ 観光した      □ 鑑賞した 

  □ 見学した      □ 進呈した 

      

36. 日本に 10 年もいる(     )、彼はとても日本語が上手だ。    

  □ からといって     □ だけでなく 

  □ からには      □ だけあって 

      

37. ひさしぶりに運動したら、後で足がだるくなったので、自分で足を(     )。 

  □ マッサージした      □ レクリエーションした 

  □ コーチした         □ マスターした 

 

38. 川に落ちた少年を助けるために川に飛び込んだ彼の行為は(     )。  

  □ 勇気だ      □ 清潔だ 

  □ 立法だ      □ 立派だ 
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39. この物語の(     )を簡単に説明してください。     

  □ みとおし           □ みつもり 

  □ あらし        □ あらすじ 

      

40. 昨夜から今朝(     )、日本各地で大雪が降った。     

  □ にかけて      □ にあって 

  □ とかけて      □ にして 

      

41. 私の質問に対して、彼女は「はい」と言うかわりに、小さく(     )。  

  □ むけた       □ かたむけた 

  □ うなずいた       □ ふった 

      

42. 大学の掲示板に、館内禁煙を呼びかける(     )が貼ってある。   

  □ ポスト        □ ラベル 

  □ ライター        □ ポスター  

 

43. この風景画は地面が上にきていて、上下が(     )になっている。   

  □ あちこち           □ さかさま 

  □ あべこべ           □ さいさん 

      

44. あの人はいつも時間に(    )から、今日も待ち合わせの時間に遅れて来るだろう。 

  □ ルールだ            □ ユニークだ 

  □ フリーだ            □ ルーズだ 

      

45. 講演会に行きたくはないが、ぜひにと頼まれれば(     )。    

  □ 行くことはない       □ 行かない 

  □ 行ったことはない       □ 行かないことはない 
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46. この会社の前途は(     )。     

  □ 器用だ      □ 有能だ 

  □ 有望だ      □ 得意だ 

      

47. 最近、仕事が忙しくて、(     )毎日を過ごしている。    

  □ あわただしい     □ そそっかしい 

  □ たのもしい         □ あつかましい 

 

48. 彼女はどんなに大変なときでも、(     )ひとつ言わずに病人の世話をしている。 

  □ 語句      □ 苦難 

  □ 不評      □ 愚痴 
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2
容

易
,綺

麗

副
副

2
全

然
,再

三

名
・

動
名

・
動

57

作
文

,練
習

,運
動

,関
係

,教
育

,経
験

,交
通

,生
活

,演
説

,開
始

,記
憶

,希
望

,教
授

,記
録

,議
論

,空
想

,区
別

,建
築

,構
成

,行
動

,誤
解

,支
出

,実
験

,
手

術
,主

張
,証

明
,想

像
,装

置
,組

織
,存

在
,代

表
,通

知
,評

価
,評

論
,負

担
,命

令
,要

求
,裁

判
,表

現
,報

告
,意

識
,通

訳
,監

督
,決

心
,検

査
,貢

献
,

指
示

,集
会

,収
穫

,集
合

,成
人

,設
計

,創
作

,包
装

,保
証

,摩
擦

,録
音

名
・

形
名

・
形

7
自

由
,意

外
,幸

福
,不

幸
,幸

運
,三

角
,秘

密

名
・

副
名

・
副

2
大

体
,始

終

形
・

副
形

・
副

1
当

然

名
名

・
動

19
教

養
,距

離
,構

造
,娯

楽
,出

身
,需

要
,定

価
,用

語
,習

慣
,感

覚
,傾

向
,思

想
,動

作
,表

情
,大

戦
,収

入
,定

員
,例

外
,間

隔

名
名

・
形

27
科

学
,規

則
,国

際
,空

中
,系

統
,現

実
,職

業
,伝

統
,道

徳
,民

主
,友

好
,理

想
,機

械
,義

務
,芸

術
,古

典
,精

神
,大

気
,文

明
,衛

生
,先

端
,直

線
,典

型
,

灰
色

,標
準

,附
近

,未
来

名
名

・
副

1
時

刻

副
名

・
副

1
一

旦

名
・

動
名

・
動

・
形

2
信

用
,活

動

名
・

形
名

・
動

・
形

1
経

済

名
・

形
名

・
形

・
副

1
可

能

日
＝

中

日
⊂

中



204 

 

 対
応

関
係

品
詞

（
日

）
品

詞
（

中
）

語
数

語
彙

名
・

動
名

25
電

話
,
会

議
,
原

因
,戦

争
,
貿

易
,
理

由
,学

問
,
機

能
,
結

論
,現

在
,
広

告
,
婚

約
,
提

案
,
将

来
,観

念
,
差

別
,
前

後
,勝

負
,
故

障
,
位

置
,演

技
,
概

論
,
行

列
,

紅
葉

,
炊

事

名
・

動
動

22
2

結
婚

,
散

歩
,
旅

行
,会

話
,
競

争
,
出

席
,注

意
,
中

止
,
入

学
,発

音
,
利

用
,
移

動
,
印

刷
,
延

長
,開

会
,
改

正
,
学

習
,拡

大
,
確

認
,
加

熱
,観

光
,
観

察
,
感

謝
,

鑑
賞

,
完

成
,
観

測
,起

床
,
期

待
,
供

給
,強

調
,
協

力
,
禁

止
,区

分
,
訓

練
,
経

営
,
計

算
,
交

換
,交

際
,
参

考
,
賛

成
,実

現
,
実

行
,
実

施
,指

定
,
使

用
,
消

化
,

衝
突

,
消

費
,
署

名
,診

断
,
推

薦
,
成

長
,整

理
,
成

立
,
選

挙
,専

攻
,
宣

伝
,
増

加
,
対

立
,
誕

生
,担

当
,
注

目
,
調

査
,通

用
,
抵

抗
,
停

止
,独

立
,
登

山
,
拍

手
,

発
表

,
批

評
,
普

及
,分

析
,
分

類
,
変

更
,訪

問
,
保

存
,
問

答
,輸

送
,
理

解
,
留

学
,
質

問
,
研

究
,失

敗
,
出

発
,
生

産
,輸

出
,
輸

入
,
解

決
,解

釈
,
休

養
,
化

粧
,

呼
吸

,
参

加
,
支

配
,処

理
,
製

造
,
読

書
,発

行
,
発

展
,
発

電
,変

化
,
外

出
,
超

過
,
提

出
,
停

電
,販

売
,
郵

送
,
連

続
,往

復
,
解

放
,
催

促
,通

行
,
通

信
,
洗

濯
,

紹
介

,
卒

業
,
演

習
,応

援
,
解

説
,
競

技
,注

射
,
復

習
,
握

手
,圧

縮
,
維

持
,
違

反
,
依

頼
,
引

退
,営

業
,
延

期
,
演

奏
,応

対
,
汚

染
,
解

散
,改

善
,
改

造
,
解

答
,

拡
充

,
拡

張
,
換

気
,歓

迎
,
感

激
,
乾

杯
,完

了
,
休

業
,
求

婚
,吸

収
,
救

助
,
休

息
,
強

化
,
許

可
,警

備
,
激

増
,
攻

撃
,交

替
,
合

流
,
考

慮
,克

服
,
骨

折
,
混

合
,

自
殺

,
自

習
,
失

業
,実

習
,
執

筆
,
失

恋
,死

亡
,
写

生
,
重

視
,修

正
,
修

繕
,
終

了
,
縮

小
,
出

版
,循

環
,
消

毒
,
承

認
,蒸

発
,
省

略
,
診

察
,侵

入
,
信

頼
,
制

作
,

製
作

,
清

掃
,
生

存
,生

長
,
前

進
,
操

作
,送

別
,
測

定
,
測

量
,損

害
,
逮

捕
,
代

理
,
断

定
,
調

整
,調

節
,
貯

蔵
,
追

加
,展

開
,
伝

染
,
登

場
,投

票
,
等

分
,
発

射
,

反
抗

,
反

省
,
飛

行
,複

写
,
分

布
,
閉

会
,防

止
,
募

集
,
無

視
,免

税
,
輸

血
,
落

第
,
離

婚
,
冷

凍
,論

争

日
⊃

中
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 対
応

関
係

品
詞

（
日

）
品

詞
（

中
）

語
数

語
彙

名
・

形
名

6
現

金
,
元

気
,
下

品
,傑

作
,
高

価
,
直

角

名
・

形
形

42

有
名

,
安

全
,
適

当
,複

雑
,
普

通
,
貴

重
,巨

大
,
高

級
,
公

正
,高

等
,
重

要
,
正

直
,
上

等
,
正

確
,清

潔
,
正

式
,
同

一
,特

殊
,
独

特
,
優

秀
,単

純
,
莫

大
,
重

大
,

偉
大

,
永

久
,
厳

重
,豪

華
,
公

平
,
慎

重
,率

直
,
適

度
,
透

明
,同

様
,
卑

怯
,
微

妙
,
平

等
,
不

利
,平

凡
,
有

利
,
愉

快
,幼

稚
,
冷

静

名
・

副
名

2
全

体
,
事

実

名
・

副
副

1
大

抵

形
・

副
形

1
悠

々

形
・

副
副

1
十

分

名
・

動
・

形
動

4
反

対
,
満

足
,
失

礼
,膨

大

名
・

動
・

形
形

2
共

通
,
妥

当

名
・

動
・

形
名

・
動

1
発

明

名
・

動
・

形
形

・
動

2
安

心
,
不

足

名
・

形
・

副
形

・
副

2
特

別
,
偶

然

名
・

動
・

形
・

副動
・

形
・

副
1

相
当

名
・

動
名

・
副

1
苦

心

名
・

動
動

・
形

12
成

功
,
尊

敬
,
抽

象
,統

一
,
努

力
,
否

定
,附

属
,
平

均
,
尊

重
,集

中
,
応

用
,
失

望

名
・

動
動

・
介

1
通

過

名
・

動
動

・
副

・
介

1
比

較

日
⊃

中

日
U
中
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 対
応

関
係

品
詞

（
日

）
品

詞
（

中
）

語
数

語
彙

名
・

形
動

・
形

4
豊

富
,
無

数
,
便

利
,明

確

名
・

形
形

・
副

3
確

実
,
非

常
,
安

全

名
・

副
名

・
形

1
実

際

名
・

副
形

・
副

2
絶

対
,
本

来

名
・

感
名

・
動

1
万

歳

名
動

9
消

防
,
犯

罪
,
被

害
,遠

足
,
習

字
,
美

容
,保

健
,
満

員
,
眩

暈

名
形

13
一

般
,
高

速
,
合

理
,天

然
,
日

常
,
原

始
,公

共
,
初

歩
,
国

立
,間

接
,
刑

事
,
初

級
,
人

造

名
代

3
前

者
,
後

者
,
各

自

名
動

・
形

3
実

用
,
専

制
,
定

期

名
形

・
副

2
専

門
,
臨

時

副
形

1
突

然

名
・

動
形

6
混

乱
,
徹

底
,
優

勝
,特

定
,
謙

遜
,
合

格

介
1

経
由

名
・

動
形

・
副

2
一

致
,
共

同

名
・

形
動

2
有

効
,
過

剰

副
1

永
遠

名
・

副
形

1
直

接

日
≠

中

日
U
中
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添付資料Ⅶ 日本語の文法能力テスト（第５章） 

 

次の文の(      )に入れることばとして正しいものはどれですか。４つの中から１つ

だけえらんで、□に✓を書いて下さい。       

       

1. 外は寒そうだから、コートを(    )行こう。    

  □ 着て   □ 着いて 

  □ 着んで  □ 着って 

      

2. 私は毎朝 7 時半発の(     )乗って大学に行きます。   

  □ バスの   □ バスに 

  □ バスを   □ バスで 

        

3. 私はあなたのわがままにつきあっているほど(     )。   

  □ ひまにない  □ ひまなじゃない 

  □ ひまじゃない □ ひまくない 

        

4. 今朝はまだ朝ごはんを(     )。   

  □ 食べなかった □ 食べた 

  □ 食べなくて  □ 食べていない 

        

5. 道でだれかに肩を(     )、振り向いたら友達だった。   

  □ たたかれて  □ たたかられて 

  □ たたきられて □ たたくれて 

    

6. 私は(     )人が好きだ。        

□ かっこよく  □ かっこいい 

  □ かっこいいの □ かっこいいな 
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7. 私はこれから大学に(     )。    

  □ 行っている   □ 行っているところです 

  □ 行ったところです  □ 行くところです 

        

8. このお金を銀行に(     )と思う。     

  □ 預けるよう   □ 預けろう 

  □ 預けよう   □ 預けう 

        

9. 申し訳ありませんが、アルバイトの募集は先着（    ）締め切りました。  

  □ 10 人が  □ 10 人を 

  □ 10 人まで  □ 10 人で 

        

10. 青木氏が初めて書いた小説は(    )本ですか。    

  □ なに   □ どう 

  □ なん   □ どの 

        

11. 誤って花びんを壊した私を、父は(     )。    

  □ 責めないでした □ 責めないだった 

  □ 責めなかった □ 責めなかったでした 

        

12. 昨日の放課後、(     )本を読みに行きました。    

  □ 図書館を   □ 図書館で 

  □ 図書館に   □ 図書館と 

        

13. 明日は朝 8 時半(     )学校に来てください。    

  □ で   □ まで 

  □ までに  □ にまで 
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14. 私の妹は有名人を見ると必ずいっしょに写真を(     )。   

  □ とりたい  □ とりたがる 

  □ とりたいです □ とりたがるです 

        

15. 山で道に迷って、ここが(    )わからなくなった。   

  □ どこにも   □ どこでも 

  □ どこへも   □ どこかも 

      

16. 彼女がいつ日本に行くと(     )、田中さんに聞いてみてください。 

  □ 思う   □ 思うか 

  □ 思いますか  □ 思うかどうか 

        

17. その布を(    )広げてください。     

  □ 大きく   □ 大きな 

  □ 大きい   □ 大きくて 

        

18. 私は昨日、(     )宿題を手伝ってもらった。    

  □ 兄が   □ 兄に 

  □ 兄を   □ 兄から 

        

19. 彼の答えは(    )ので、彼の本心はわからない。    

  □ あいまいに   □ あいまい 

  □ あいまいだ   □ あいまいな 

        

20. 仕事を始めた（     ）とき、よくミスをしました。   

  □ ばかり  □ ばかりの 

  □ ばかりな  □ ばかりに 
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21. さっきの説明は(     )。       

□ ややこしいじゃないでしたか □ ややこしいじゃなかったですか 

□ ややこしくないでしたか  □ ややこしくありませんでしたか 

        

22. 今日、教科書を忘れちゃったから、ちょっと（     ）？  

  □ 見せてもらわない   □ 見せてもらいない 

  □ 見せてもらえない   □ 見せてもられない 

        

23. はさみは引き出しに（    ）あるから、自由に使っていいですよ。 

  □ 入れて   □ 入って 

  □ 入れられて   □ 入られて 

        

24. あそこのぼうしを(    )方が鈴木さんです。    

  □ かぶった   □ かぶり 

  □ かぶって   □ かぶるの 

 

25. 私の故郷は景色が(     )、静かです。    

  □ きれいの   □ きれいで 

  □ きれいな   □ きれい 

 

26. 私の弟は来年(     )卒業する。     

  □ 大学に   □ 大学で 

  □ 大学を   □ 大学から 

        

27. やかんでお湯を(     )、ポットに注いでください。   

  □ わかせば   □ わいて 

  □ わいたら   □ わかして 
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28. あ、傘がない。雨が（    ）時は友だちに借りましょうか。  

  □ 降る   □ 降れ 

  □ 降って  □ 降った 

        

29. 食事を作るのが(     )、ほとんど外食ですませています。  

  □ 面倒くさくて  □ 面倒くさいで 

  □ 面倒くさかって  □ 面倒くさって 

        

30. (    )提案した話を岡田さんは部長に伝えることにした。   

  □ 森山さんなら □ 森山さんこそ 

  □ 森山さんが  □ 森山さんは 

        

31. もう少しで留学を(     )。       

□ あきらめられさせそうになった  

□ あきらめそうられさせになった 

□ あきらめさせられそうになった  

□ あきらめそうさせられになった 

        

32. たとえそのような事実が(     )、許すことはできない。   

  □ あるが   □ あっても 

  □ あるのに   □ あるものの 

        

33. 私は彼が腹を立てたのは(     )。    

  □ 当然だ   □ 当然だと思う 

  □ 当然です   □ 当然ではないでしょうか 
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34. 事前に会議室に資料を（    ）ください。    

  □ 行って持っておいて   □ 持って行っておいて 

  □ 持っておいて行って   □ おいて持って行って 

        

35. 今回、妻が松本先生に（     ）残念です。    

  □ お会いできなくて  □ お会えなくて 

  □ お会いになれなくて  □ お会えにならなくて 

        

36. 早くレポートを（     ）、間に合わない。    

 □ 書き上げないでしまえば    

□ 書き上げてしまわなければ 

□ 書き上げればしまわないで    

□ 書き上げなければしまって 
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添付資料Ⅷ 品詞テスト（第５章） 

          

名前：（               ）   

性別： 男 ・ 女         

生年月日：（    ）年（    ）月（    ）日         

日本語学習開始時期：（   ）年（   ）月   第一言語：（    ）  

          

次の文の(  )になにをいれますか。４つの中から一番いいものを 1 つだけえらん

で、□に✓を書いて下さい。       

   

1. 10 年前のサラリーマンの(  )支出はそれほど高くなかった。   

 □ 平均にした  □ 平均した  

 □ 平均な   □ 平均的な   

           

2. (  )写真のサイズはもっと小さい。       

 □ 一般にする  □ 一般する   

 □ 一般な   □ 一般的な   

          

3. (  )やり方で問題を解決した。       

 □ 合理にした  □ 合理した   

 □ 合理な   □ 合理的な   

          

4. 年収を(  )書類を金曜日までに出すよう求められた。     

 □ 証明にする  □ 証明する   

 □ 証明な   □ 証明的な   

          

       



214 

 

5. このコンテストでは、(  )チームを日本に招待するらしい。    

 □ 優勝にした  □ 優勝した   

 □ 優勝な   □ 優勝的な   

          

6. 彼女は、女性が（  ）自由を願って戦っている。     

 □ 学問にする  □ 学問する   

 □ 学問な   □ 学問的な   

         

7. レポートを書くときは、(  )部分を明記しなければならない。    

 □ 参考にした  □ 参考した   

 □ 参考な   □ 参考的な   

          

          

8. 若手の社員で(  )グループの企画がもっとも高い評価を受けた。 

 □ 構成にした  □ 構成した   

 □ 構成な   □ 構成的な   

          

9. (  )生き方と高収入は両立させられないのが普通である。 

 □ 自由にする  □ 自由する   

 □ 自由な   □ 自由的な   

          

10. (  )事実をまとめた記事がホームページに紹介されたようだ。 

 □ 意外にする  □ 意外する   

 □ 意外な   □ 意外的な   

          

11. 新製品を(  )手段としては、新聞がもっとも安い方法だ。  

 □ 広告にする  □ 広告する   

 □ 広告な   □ 広告的な   
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12. この国では、(  )統治の時代があった。      

 □ 専制にした  □ 専制した   

 □ 専制な   □ 専制的な   

          

13. 社会人になるとしっかり(  )時間がなかなか取れない。 

 □ 練習にする  □ 練習する   

 □ 練習な   □ 練習的な   

          

14. (  )組織を作るには、みんなの協力を得る必要がある。 

 □ 民主にする  □ 民主する   

 □ 民主な   □ 民主的な   

          

          

15. 企業が(  )事例をいろいろ調べてみた。  

 □ 成功にした  □ 成功した   

 □ 成功な   □ 成功的な   

          

16. 以前と比べて(  )女性が増えているようだ。   

 □ 現実にする  □ 現実する   

 □ 現実な   □ 現実的な   

          

17. 彼が(  )計画にはさらなる検討が必要だ。   

 □ 提案にした  □ 提案した   

 □ 提案な   □ 提案的な   
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18. (  )文化をいかに守るべきかは我が国の課題だ。  

 □ 伝統にする  □ 伝統する   

 □ 伝統な   □ 伝統的な   

          

19. 我が国は隣国との(  )関係を保つことを重視している。  

 □ 友好にする  □ 友好する   

 □ 友好な   □ 友好的な   

          

20. (  )国同士の間には、細かい契約がある。   

 □ 貿易にする  □ 貿易する   

 □ 貿易な   □ 貿易的な   

          

21. リーダーには(  )状況を素早く収める能力が必要だ。   

 □ 混乱にした  □ 混乱した  

 □ 混乱な   □ 混乱的な  

         

22. 子供の経験を(  )イベントがたくさん行われている。  

 □ 豊富にする  □ 豊富する  

 □ 豊富な   □ 豊富的な  

         

23. この地域では(  )環境を維持するためにいろいろと工夫している。  

 □ 衛生にした  □ 衛生した  

 □ 衛生な   □ 衛生的な  

         

24. (  )人生を変える方法はいくらでもある。  

 □ 不幸にした  □ 不幸した  

 □ 不幸な   □ 不幸的な  
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25. 家具の色調を(  )部屋はすっきりした印象だ。  

 □ 統一にした  □ 統一した  

 □ 統一な   □ 統一的な  

         

26. (  )先輩が本社へ転勤することになった。      

 □ 尊敬にする  □ 尊敬する  

 □ 尊敬な   □ 尊敬的な  

         

27. 主旨を(  )説明はわかりやすい。   

 □ 明確にした  □ 明確した  

 □ 明確な   □ 明確的な  

         

     

28. 技術力で(  )企業がだんだん減っている気がする。  

 □ 勝負にする  □ 勝負する  

 □ 勝負な   □ 勝負的な  

         

29. (  )技能を身につけていれば、就職に有利だ。  

 □ 実用にした  □ 実用した  

 □ 実用な   □ 実用的な  

         

30. 毎日(  )習慣を身につけることはなかなか難しい。    

 □ 運動にする  □ 運動する  

 □ 運動な   □ 運動的な  

         

31. その地域に巨大な生物が(  )証拠が見つかったらしい。  

 □ 存在にした  □ 存在した  

 □ 存在な   □ 存在的な  
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32. どの治療法も効かず、(  )彼は治療をあきらめた。     

 □ 失望にした  □ 失望した  

 □ 失望な   □ 失望的な  

         

33. (  )睡眠時間は 8 時間であると言われている。  

 □ 理想にする  □ 理想する  

 □ 理想な   □ 理想的な  

         

34. (  )時間が遅かったので、誰も出なかった。  

 □ 電話にした  □ 電話した  

 □ 電話な   □ 電話的な  

         

     

35. (  )車を早く修理に出さなければならない。   

 □ 故障にした  □ 故障した  

 □ 故障な   □ 故障的な  

         

36. より(  )指導で学生の文章力を高めることが本講義の目的だ。  

 □ 系統にする  □ 系統する  

 □ 系統な   □ 系統的な  

         

37. 何度も話し合いを重ねて(  )判断は誤っていた。  

 □ 結論にした  □ 結論した  

 □ 結論な   □ 結論的な  
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38. これは、(  )品質管理の下で作られた安全性の高い食品だ。  

 □ 徹底にした  □ 徹底した  

 □ 徹底な   □ 徹底的な  

         

39. 夢を叶えることができるのは(  )人だ。   

 □ 努力にする  □ 努力する  

 □ 努力な   □ 努力的な  

         

40. 講演で説明があったように、これは非常に(  )療法だといえる。  

 □ 科学にする  □ 科学する  

 □ 科学な   □ 科学的な  
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